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外国人人材の受け入れが進み、飲食店や公共施設など身近な場所で外国人と接する機会が増えている。異なる文化や
背景を持つ人々がお互いを理解し、地域で協力し合って生活するための多文化共生の取り組みを紹介する。

表
紙

２
０
０
色
が
彩
る
壁　

タ
オ
ル
美
術
館

（
愛
媛
県
今
治
市
）

タ
オ
ル
美
術
館
は
愛
媛
県
今
治
市
朝
倉
に
あ
る
タ
オ

ル
が
テ
ー
マ
の
美
術
館
。
い
つ
、
ど
ん
な
時
に
訪
れ
て

も
ア
ー
ト
、
自
然
、
豊
か
な
時
間
が
あ
た
た
か
く
優
し

く
迎
え
て
く
れ
る
、
コ
コ
ロ
と
カ
ラ
ダ
を
癒い

や

す
と
っ
て

お
き
の
場
所
で
す
。

当
館
は
５
階
建
て
で
、
１
～
４
階
は
今
治
産
タ
オ
ル

や
四
国
の
特
産
品
の
販
売
、
4
階
の
一
部
と
5
階
の
有

料
美
術
館
で
は
、
綿
か
ら
糸
、
糸
か
ら
タ
オ
ル
に
な
る

ま
で
の
製
造
工
程
や
数
々
の
タ
オ
ル
ア
ー
ト
作
品
を
展

示
し
て
い
ま
す
。
実
際
に
タ
オ
ル
を
織
る
糸
と
同
じ
約

２
０
０
色
に
染
め
分
け
ら
れ
た
糸
ま
き
１
８
０
０
本
が

一
面
を
埋
め
尽
く
す
壁
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
も
話
題
。
四
季
を

通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
表
情
を
み
せ
る
庭
園
と
こ
だ
わ
り

の
グ
ル
メ
が
、
ゆ
と
り
と
く
つ
ろ
ぎ
の
ぜ
い
た
く
な
時

間
を
お
約
束
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
＝�

タ
オ
ル
美
術
館

�

（
０
８
９
８
‐
５
６
‐
１
５
１
５
）

�

（
写
真
提
供
＝
タ
オ
ル
美
術
館
）

タオル美術館の全景

グラビア

手前みそですが…� 【福井県敦賀市】
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市
長
に
就
任
し
て
以
来
、
故
郷
岡
山
の
歴
史
を
研
究
し
て
き
た

が
、
ど
う
し
て
も
世
間
の
評
価
と
実
際
の
歴
史
が
か
け
離
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
ざ
る
を
得
な
い
時
代
が
二
つ
あ
る
。
古

墳
時
代
と
戦
国
時
代
で
あ
る
。

ま
ず
は
、
古
墳
時
代
か
ら
み
て
み
よ
う
。

２
世
紀
後
半
、
吉
備
（
岡
山
）
に
は
全
国
三
大
巨
大
集
落
の
一

つ
が
あ
り
、
弥
生
時
代
最
大
と
言
え
る
楯た

て

築つ
き

遺
跡
が
あ
っ
た
。
５

世
紀
初
頭
に
は
当
時
全
国
最
大
規
模
と
も
言
え
る
造

つ
く
り

山や
ま

古
墳
が
あ

る
。
古
墳
は
、
単
な
る
墓
で
は
な
く
、
権
威
と
権
力
の
象
徴
で
あ

る
。
同
時
期
の
堺
市
に
あ
る
履り

ち
ゅ
う中

天
皇
陵
と
ほ
ぼ
同
一
の
大
き
さ

で
あ
り
、
別
の
言
葉
で
言
え
ば
ほ
ぼ
同
等
の
権
力
を
持
っ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。
古
墳
の
大
き
さ
だ
け
で
は
な
い
。
そ
の
石
棺
は

阿
蘇
の
火
山
岩
が
用
い
ら
れ
、
陪
塚
で
あ
る
千せ

ん

足ぞ
く

古
墳
に
は
、
天

草
や
讃
岐
の
石
が
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
貢
物
で
あ
る
。
そ

れ
は
、
九
州
、
四
国
を
始
め
と
し
て
北
陸
、
東
海
な
ど
に
多
く
の

吉
備
の
人
た
ち
が
国

く
に
の
み
や
つ
こ

造
と
し
て
派
遣
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も

分
か
る
。
そ
の
力
の
源
泉
が
鉄
だ
。
稲
作
に
関
し
て
も
、
家
を
建

て
る
に
し
て
も
、
鉄
は
必
要
不
可
欠
で
、
当
時
の
最
大
の
戦
略
物

質
で
あ
る
。
吉
備
は
そ
の
流
通
拠
点
で
あ
り
、
加
工
な
ど
を
担
っ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

で
は
、
な
ぜ
現
代
の
教
科
書
に
は
古
墳
時
代
は
大
和
政
権
の
支

配
と
し
か
書
か
れ
ず
、
吉
備
の
こ
と
は
全
く
出
て
い
な
い
の
か
。

私
は
８
世
紀
初
頭
の
藤
原
不ふ

比ひ

等と

の
し
わ
ざ
と
言
い
た
い
。
６
６

３
年
、
白
村
江
の
戦
い
が
あ
り
、
日
本
は
唐
・
新
羅
連
合
軍
に
敗

れ
る
。
そ
こ
で
、
防
衛
思
想
の
高
ま
る
中
、
藤
原
不
比
等
は
、
唐

に
軽
ん
じ
ら
れ
な
い
よ
う
に
、
都
を
つ
く
り
、
律
令
制
度
も
制
定

し
、
国
史
で
あ
る
「
日
本
書
紀
」
づ
く
り
を
進
め
る
。
そ
の
中
で

「
万
世
一
系
の
天
皇
」
と
整
理
し
、
権
威
づ
け
た
。
そ
う
な
る
と

吉
備
の
存
在
は
邪
魔
に
な
り
、
排
し
た
の
だ
。
私
は
、
古
墳
時
代

吉
備
は
大
和
政
権
に
と
っ
て
あ
る
時
は
一
体
的
な
も
の
で
あ
り
、

あ
る
時
は
手
ご
わ
い
存
在
だ
っ
た
と
思
う
。そ
う
い
う
意
味
で
は
、

造
山
古
墳
に
は
、
倭
国
の
王
が
眠
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も
お
か
し

く
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
発
掘
が
待
ち
遠
し
い
。

次
は
、
戦
国
時
代
で
あ
る
。
特
に
、
五
大
老
の
一
人
、
朝
鮮
出

兵
・
文
禄
の
役
総
大
将
宇
喜
多
秀
家
の
父
親
の
宇
喜
多
直
家
の
評

判
が
よ
ろ
し
く
な
い
。

直
家
は
、
よ
く
戦
国
時
代
の
三
大
梟き

ょ
う

雄ゆ
う

（
残
忍
で
強
く
荒
々

し
い
人
物
）
の
一
人
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
果
た
し
て
そ
う
で
あ

ろ
う
か
。
直
家
は
、
祖
父
が
殺
さ
れ
、
商
人
に
か
く
ま
わ
れ
て
育

て
ら
れ
る
。
い
わ
ば
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
。
単
な
る
悪

人
が
、
ゼ
ロ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
５０
万
石
の
領
土
を
獲
得
し
、
岡

山
と
い
う
都
市
の
礎
を
築
け
る
わ
け
が
な
い
。
さ
ま
ざ
ま
な
資
料

を
基
に
考
え
て
み
た
が
、
彼
は
ま
れ
に
み
る
胆
力
を
有
し
、
先
進

性
が
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
彼
の
力
を
分
析
す
る
と
、
①
し

が
ら
み
を
排
し
た
合
理
性
②
経
済
を
重
視
し
た
姿
勢
③
家
臣
に
対

す
る
優
し
さ
、
こ
れ
ら
が
特
色
だ
。

で
は
、
な
ぜ
評
判
が
良
く
な
い
の
か
。
そ
れ
は
、
秀
家
が
関
ヶ

原
で
西
軍
の
主
力
と
し
て
戦
い
、
滅
び
、
徳
川
の
世
と
な
っ
た
こ

と
、
そ
し
て
江
戸
時
代
に
で
き
た
君
臣
の
絆
な
ど
を
説
く
社
会
秩

序
が
岡
山
の
街
の
建
国
の
父
と
も
い
え
る
直
家
に
対
す
る
事
実
を

歪ゆ
が

め
、
批
判
が
重
ね
ら
れ
て
き
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
か

と
考
え
る
。

ま
た
、
直
家
の
妻
・
お
福
は
、
包
容
力
の
あ
る
三
国
一
の
美
人

と
言
わ
れ
て
い
る
し
、
秀
家
の
妻
・
豪
姫
は
前
田
利
家
の
子
で
秀

吉
に
か
わ
い
が
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
人
物
が
そ
ろ
っ
て
い
る
と
、
宇
喜
多
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河

ド
ラ
マ
に
な
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
の
で
は
と
思
っ
て
い
る
。（
五

大
老
の
中
で
大
河
ド
ラ
マ
に
な
っ
て
い
な
い
の
は
宇
喜
多
だ
け
）

以
上
二
つ
の
時
代
を
み
て
き
た
が
、
ど
ち
ら
も
わ
が
英
傑
た
ち

が
歴
史
か
ら
葬
ら
れ
て
き
た
。
こ
れ
か
ら
、
我
々
が
、
吉
備
の
王

と
宇
喜
多
を
葬
ら
れ
た
歴
史
か
ら
救
い
出
さ
な
け
れ
ば
と
考
え

る
。
そ
し
て
、
皆
さ
ん
が
正
し
い
歴
史
を
認
識
し
、
興
味
を
持
っ

て
も
ら
う
こ
と
で
、
岡
山
の
活
性
化
も
一
層
図
ら
れ
れ
ば
う
れ
し

い
限
り
で
あ
る
。

大森　雅夫岡山県岡山市長

葬られた歴史
～古墳時代と戦国時代の岡山～
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特 集
基調論文日

本
政
府
は
２
０
１
８
年
１２
月
に
入
管
法
を
改
定
し
、

在
留
資
格
「
特
定
技
能
」
を
創
設
し
て
以
来
、
外
国
人
労

働
者
の
受
け
入
れ
を
推
進
し
て
き
た
。
２
０
２
４
年
６
月

に
「
技
能
実
習
」
に
代
わ
る
在
留
資
格
と
し
て
「
育
成
就

労
」
を
創
設
す
る
入
管
法
改
定
が
行
わ
れ
、「
育
成
就
労
」

か
ら
「
特
定
技
能
」
へ
と
在
留
資
格
を
切
り
替
え
る
こ
と

で
外
国
人
労
働
者
の
定
住
化
を
可
能
と
す
る
新
た
な
受
け

入
れ
制
度
が
始
ま
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
う
し
て
、
外
国
人
住
民
を
地
域
で
受
け
入
れ
、
多
文

化
共
生
社
会
を
形
成
し
て
い
く
こ
と
が
日
本
に
と
っ
て
ま

す
ま
す
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
以
下
に
国
と
地
方

自
治
体
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
振
り
返
り
、
今
後
の

課
題
を
探
り
た
い
。

２
０
２
３
年
末
現
在
、
在
留
外
国
人
数
は
３
４
１
万
９

９
２
人
で
、
前
年
か
ら
１０
・
９
％
増
で
過
去
最
高
を
更
新

し
、
日
本
の
総
人
口
の
約
２
・
７
％
を
占
め
て
い
る
。
こ

の
１０
年
ほ
ど
の
間
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
た
２
０
２

０
年
と
２
０
２
１
年
を
除
く
と
、
右
肩
上
が
り
に
増
え
て

い
る
。
在
留
外
国
人
数
を
在
留
資
格
別
に
見
る
と
、
特
別

永
住
者
（
８
・
２
％
）
と
一
般
永
住
者
（
２６
・
１
％
）
を

合
わ
せ
た
永
住
者
が
全
体
の
３４
・
３
％
を
占
め
る
。
永
住

者
お
よ
び
日
本
人
の
配
偶
者
等（
４
・
４
％
）、定
住
者（
６
・

４
％
）、
永
住
者
の
配
偶
者
等
（
１
・
５
％
）
を
合
わ
せ

た
１
５
８
万
９
１
２
７
人
（
４６
・
６
％
）
は
、
在
留
活
動

や
在
留
期
間
の
制
限
が
な
く
、
実
質
的
に
「
移
民
」
と
い

え
る
（
注
１
）。

国
の
外
国
人
政
策

外
国
人
政
策
は
、外
国
人
の
出
入
国
に
関
す
る
政
策（
出

入
国
政
策
）
と
在
住
外
国
人
の
社
会
統
合
に
関
す
る
政
策

（
社
会
統
合
政
策
）
に
大
き
く
分
か
れ
る
。
日
本
政
府
は
、

こ
れ
ま
で
「
外
国
人
政
策
」
と
い
う
用
語
を
使
っ
た
こ
と

が
な
い（
注
2
）。
代
わ
っ
て
用
い
ら
れ
て
き
た
の
が
、「
出

入
国
管
理
政
策
」
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
外
国
人
政
策
＝

出
入
国
政
策
で
、
社
会
統
合
政
策
が
欠
け
て
い
た
。
こ
れ

多
文
化
共
生
社
会
に
向
け
て

―
国
と
地
方
自
治
体
の
施
策
を
中
心
に
―

山
脇
　
啓
造

明
治
大
学
国
際
日
本
学
部
教
授

多
文
化
共
生
の
地
域
づ
く
り

筆者プロフィール

山脇 啓造氏
（やまわき・けいぞう）

明治大学国際日本学部教授。東京都多文化共生推進委員会委
員長。総務省、法務省など国や群馬県、愛知県など地方自治体
の多文化共生関連委員を歴任。主著に『インターカルチュラル・
シティ―欧州・日本・韓国・豪州の実践から』（明石書店、
2022年）、『新多文化共生の学校づくり―横浜市の挑戦』（明石
書店、2019 年）等。多文化共生のまちづくりをテーマに掲げ
る明治大学のゼミでは、学生たちと一緒に行政や企業、学校等
と連携した地域実践に取り組んでいる。
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は
、
外
国
人
を
管
理
の
対
象
と
み
な
し
、
日
本
社
会
の
構

成
員
と
は
認
め
ず
、
外
国
人
の
定
住
化
を
前
提
と
し
た
政

策
を
と
っ
て
こ
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
地

方
自
治
体
が
多
く
の
役
割
を
担
っ
て
き
た
。

一
方
、日
本
政
府
の
外
国
人
労
働
者
受
け
入
れ
政
策
は
、

１
９
９
０
年
の
改
定
入
管
法
施
行
に
よ
る
日
系
人
労
働
者

の
受
け
入
れ
の
本
格
化
や
１
９
９
３
年
の
技
能
実
習
制
度

の
創
設
を
第
１
ス
テ
ー
ジ
の
開
始
と
す
れ
ば
、
２
０
１
９

年
の
改
定
入
管
法
施
行
に
よ
っ
て
、
第
２
ス
テ
ー
ジ
に
移

っ
た
と
言
え
よ
う
。

第
１
ス
テ
ー
ジ
で
、
自
治
体
の
多
文
化
共
生
の
取
り
組

み
を
支
援
し
て
き
た
の
は
総
務
省
だ
っ
た
。
２
０
０
６
年

３
月
に
「
地
域
に
お
け
る
多
文
化
共
生
推
進
プ
ラ
ン
」
を

策
定
し
、「
国
籍
や
民
族
な
ど
の
異
な
る
人
々
が
、
互
い

の
文
化
的
差
異
を
認
め
合
い
、
対
等
な
関
係
を
築
こ
う
と

し
な
が
ら
、
地
域
社
会
の
構
成
員
と
し
て
共
に
生
き
て
い

く
」
多
文
化
共
生
の
地
域
づ
く
り
を
全
国
の
自
治
体
に
求

め
た
。
２
０
０
６
年
１２
月
に
は
、
内
閣
官
房
に
お
い
て

「『
生
活
者
と
し
て
の
外
国
人
』
に
関
す
る
総
合
的
対
応

策
」
も
策
定
さ
れ
、「
生
活
者
と
し
て
の
外
国
人
」
を
キ

ー
ワ
ー
ド
に
関
係
府
省
庁
の
取
り
組
み
が
進
ん
だ
が
、
そ

の
後
も
地
域
の
多
文
化
共
生
を
後
押
し
し
た
の
は
総
務
省

だ
っ
た
。
特
に
重
要
な
の
が
、
総
務
省
が
法
務
省
と
連
携

し
て
２
０
１
２
年
７
月
に
実
現
し
た
外
国
人
の
住
民
基
本

台
帳
制
度
で
あ
る
。
さ
ら
に
総
務
省
は
、
２
０
１
７
年
３

月
に
、
全
国
の
多
文
化
共
生
の
好
事
例
を
集
め
た
「
多
文

化
共
生
事
例
集
」
を
作
成
し
た
。

第
２
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
２
０
１
８
年
１２
月
の
入
管
法
改

定
に
伴
い
、
内
閣
官
房
お
よ
び
法
務
省
に
お
い
て
「
外
国

人
材
の
受
入
れ
・
共
生
の
た
め
の
総
合
的
対
応
策
」（
以
下
、

総
合
的
対
応
策
）
が
策
定
さ
れ
、
法
務
省
が
国
の
施
策
の

総
合
調
整
を
担
い
、
自
治
体
の
支
援
も
行
う
こ
と
と
な
っ

た
。
同
対
応
策
の
目
玉
と
な
っ
た
の
が
自
治
体
の
外
国
人

住
民
向
け
一
元
的
相
談
窓
口
の
設
置
・
運
営
を
支
援
す
る

外
国
人
受
入
環
境
整
備
交
付
金
事
業
で
あ
る
。
ま
た
、
２

０
２
０
年
７
月
に
全
国
の
相
談
窓
口
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
外

国
人
在
留
支
援
セ
ン
タ
ー
を
都
内
に
設
置
し
た
。

「
外
国
人
材
の
受
入
れ
・
共
生
の
た
め
の
総
合
的
対
応

策
」（
２
０
１
８
年
１２
月
策
定
）
は
、
ほ
ぼ
年
１
回
の
ペ

ー
ス
で
改
訂
が
行
わ
れ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
２
０
２
２

年
６
月
に
は
、
日
本
の
「
目
指
す
べ
き
共
生
社
会
の
ビ
ジ

ョ
ン
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
む
べ
き
中
長
期
的
な

課
題
及
び
具
体
的
施
策
等
を
示
す
」
も
の
と
し
て
、「
外

国
人
と
の
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」

が
策
定
さ
れ
た
。

第
２
ス
テ
ー
ジ
に
お
い
て
も
、
総
務
省
の
多
文
化
共
生

の
取
り
組
み
は
続
い
て
い
る
。
入
管
法
改
定
お
よ
び
総
合

的
対
応
策
の
策
定
を
受
け
て
、
同
省
は
２
０
２
０
年
９
月

に
「
地
域
に
お
け
る
多
文
化
共
生
推
進
プ
ラ
ン
」
を
改
訂

し
、
全
国
の
自
治
体
に
さ
ら
な
る
多
文
化
共
生
の
取
り
組

み
を
求
め
る
と
と
も
に
、
２
０
２
１
年
８
月
に
「
多
文
化

共
生
事
例
集
（
令
和
３
年
度
版
）」
を
作
成
し
た
。

第
２
ス
テ
ー
ジ
が
始
ま
っ
て
ま
も
な
く
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
世
界
に
広
が
り
、
新
た
な
外
国

人
労
働
者
受
け
入
れ
は
ほ
ぼ
全
面
的
に
停
止
し
た
が
、
世

界
的
な
コ
ロ
ナ
禍
の
収
束
傾
向
を
受
け
、
２
０
２
２
年

１０
月
に
外
国
人
の
新
規
入
国
制
限
が
見
直
さ
れ
、
再
び
在

留
外
国
人
は
大
き
く
増
加
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
で
、

技
能
実
習
制
度
の
抜
本
的
見
直
し
が
進
ん
だ
。
１
９
９
３

年
以
来
、
日
本
に
お
け
る
外
国
人
労
働
者
受
け
入
れ
の
主

た
る
仕
組
み
と
し
て
機
能
し
て
き
た
技
能
実
習
制
度
は
、

途
上
国
の
人
材
育
成
と
い
う
国
際
貢
献
の
理
念
と
、
人
手

不
足
分
野
に
お
け
る
低
賃
金
労
働
者
と
し
て
の
受
け
入

れ
と
い
う
実
態
の
乖か

い

離り

、
そ
し
て
労
働
者
の
搾
取
や
人
権

侵
害
と
い
っ
た
問
題
が
長
く
国
内
外
か
ら
批
判
さ
れ
て

き
た
。
２
０
１
６
年
に
は
、
技
能
実
習
の
適
正
な
実
施
と

実
習
生
の
保
護
を
う
た
っ
た
技
能
実
習
法
も
制
定
さ
れ

た
が
、
問
題
の
抜
本
的
解
決
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
そ
し

て
、
２
０
２
２
年
１１
月
に
技
能
実
習
と
特
定
技
能
の
両
制

度
を
見
直
す
有
識
者
会
議
が
設
置
さ
れ
、
２
０
２
３
年
１１

月
に
最
終
報
告
書
が
提
出
さ
れ
た
。
前
述
の
よ
う
に
、

２
０
２
４
年
６
月
に
入
管
法
お
よ
び
技
能
実
習
法
が
改

定
さ
れ
、
就
労
を
通
じ
た
人
材
育
成
お
よ
び
人
材
確
保

を
目
的
と
す
る
「
育
成
就
労
」
の
在
留
資
格
が
創
設
さ

れ
た
。

こ
う
し
て
第
２
ス
テ
ー
ジ
に
入
り
、
外
国
人
労
働
者
の

受
け
入
れ
制
度
の
整
備
は
大
き
く
進
ん
だ
。
一
方
、
社
会

統
合
政
策
の
中
心
的
課
題
は
日
本
語
教
育
の
推
進
で
あ

る
。
第
２
ス
テ
ー
ジ
に
お
い
て
、日
本
語
教
育
推
進
法（
２

０
１
９
年
６
月
公
布
・
施
行
）
と
日
本
語
教
育
機
関
認
定

法
（
２
０
２
３
年
６
月
公
布
、
２
０
２
４
年
４
月
施
行
）

が
制
定
さ
れ
た
。
前
者
は
「
多
様
な
文
化
を
尊
重
し
た
活

力
あ
る
共
生
社
会
の
実
現
」
と
「
諸
外
国
と
の
交
流
の
促

進
並
び
に
友
好
関
係
の
維
持
発
展
」
を
目
的
に
掲
げ
て
い

る
。
ま
た
、
後
者
は
日
本
語
教
育
機
関
の
う
ち
一
定
の
要

件
を
満
た
す
も
の
を
認
定
し
、
日
本
語
教
員
の
国
家
資
格

を
創
設
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
る
。

地
方
自
治
体
の
施
策

地
方
自
治
体
の
外
国
人
住
民
施
策
が
進
ん
だ
の
は
、
国

よ
り
も
早
く
、
１
９
７
０
年
代
中
頃
で
あ
る
。
当
時
、
日

本
に
暮
ら
す
外
国
人
住
民
の
多
く
は
在
日
コ
リ
ア
ン
だ
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っ
た
。
在
日
コ
リ
ア
ン
の
多
い
主
に
関
西
の
自
治
体
で

は
、
地
域
住
民
と
し
て
日
本
人
と
平
等
な
扱
い
を
求
め

る
市
民
運
動
が
活
発
と
な
り
、
公
営
住
宅
へ
の
入
居
、
児

童
手
当
の
支
給
、
地
方
公
務
員
へ
の
採
用
を
進
め
た
。
一

方
、
１
９
８
０
年
代
に
は
外
国
人
労
働
者
が
増
え
、
１

９
９
０
年
代
に
東
海
地
方
を
中
心
に
南
米
系
日
系
人
の

定
住
化
が
進
ん
だ
。
外
国
語
で
の
情
報
提
供
や
相
談
を

受
け
付
け
る
自
治
体
が
増
え
た
が
、
外
国
人
が
急
増
し

た
公
営
住
宅
で
は
、
ご
み
出
し
、
騒
音
、
路
上
駐
車
な

ど
に
関
わ
る
住
民
間
の
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た
。
外
国
人

労
働
者
が
多
く
居
住
し
た
愛
知
県
で
は
ブ
ラ
ジ
ル
人
少

年
の
殺
害
事
件
や
県
警
機
動
隊
が
出
動
す
る
事
態
も
生

じ
た
。

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、
２
０
０
０
年
代
に
な
る
と
、

外
国
人
住
民
施
策
の
担
当
部
署
を
置
き
、
総
合
的
、
体

系
的
に
施
策
を
進
め
る
自
治
体
が
増
え
た
（
注
３
）。
そ

の
時
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
「
多
文
化
共
生
」
で
あ
る
。
２

０
０
５
年
３
月
に
は
川
崎
市
が
多
文
化
共
生
社
会
推
進

指
針
を
策
定
し
た
。
ま
た
、
同
年
９
月
に
は
新
宿
区
が

し
ん
じ
ゅ
く
多
文
化
共
生
プ
ラ
ザ
を
設
置
し
た
。
ま
た
、

２
０
０
７
年
７
月
に
は
、
宮
城
県
が
多
文
化
共
生
社
会

の
形
成
の
推
進
に
関
す
る
条
例
を
全
国
に
先
駆
け
て
制

定
し
た
。

さ
ら
に
、
２
０
１
０
年
代
に
な
る
と
、
浜
松
市
や
東
京

都
の
よ
う
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
都
市
を
め
ざ
し
て
、
外
国
人

の
活
躍
を
推
進
す
る
自
治
体
が
増
え
た
。
ま
た
、
広
島
県

安
芸
高
田
市
の
よ
う
に
、
外
国
人
の
移
住
・
定
住
を
促
進

し
、
多
文
化
共
生
に
取
り
組
む
地
方
の
小
規
模
自
治
体
も

現
れ
た
。
一
方
、
２
０
１
０
年
代
前
半
に
外
国
人
へ
の
ヘ

イ
ト
ス
ピ
ー
チ
が
広
が
る
中
、
大
阪
市
や
川
崎
市
の
よ
う

に
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
、
そ
し
て
外
国
人
へ
の
偏
見
や
差
別

の
解
消
に
取
り
組
む
自
治
体
も
増
え
た
（
注
４
）。
外
国

人
支
援
を
中
心
と
す
る
２
０
０
０
年
代
の
取
り
組
み
に
対

し
て
、
こ
う
し
た
新
し
い
観
点
に
立
っ
た
取
り
組
み
を
、

筆
者
は
「
多
文
化
共
生
２
・
０
」（
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ

し
た
多
文
化
共
生
）
と
呼
ん
で
い
る
。

２
０
１
８
年
の
入
管
法
改
定
に
よ
っ
て
、
国
の
外
国
人

労
働
者
政
策
が
第
２
ス
テ
ー
ジ
に
移
行
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ

に
合
わ
せ
て
、
新
た
な
外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ
に
力

を
い
れ
つ
つ
、
多
文
化
共
生
を
推
進
す
る
自
治
体
が
増
え

て
い
る
（
注
５
）。

例
え
ば
、
全
国
の
都
道
府
県
で
３
番
目
に
外
国
人
住

民
が
少
な
い
高
知
県
で
は
、国
が
「
外
国
人
材
の
受
入
れ
・

共
生
の
た
め
の
総
合
的
対
応
策
」（
２
０
１
８
年
１２
月
）

を
策
定
し
た
の
に
合
わ
せ
て
、
２
０
１
９
年
１
月
に
「
外

国
人
材
の
受
入
れ
・
共
生
の
た
め
の
総
合
的
対
応
会
議
」

を
設
置
し
、
国
の
総
合
的
対
応
策
に
連
動
し
た
共
生
施

策
の
推
進
を
検
討
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
と
外
国
人

材
確
保
・
活
躍
戦
略
を
検
討
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
立
ち
上
げ
た
。
２
０
２
１
年
３
月
に
策
定
し
た
「
外

国
人
材
確
保
・
活
躍
戦
略
」
は
、「
海
外
か
ら
優
秀
な
人

材
を
確
保
」「
県
内
に
お
け
る
就
労
・
相
談
体
制
の
充
実
」

「
地
域
の
一
員
と
し
て
の
受
入
れ
態
勢
の
充
実
」
の
三
本

柱
か
ら
な
る
。
ま
た
、
２
０
２
２
年
３
月
に
は
、「
日
本

語
教
育
の
推
進
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
」
も
策
定
し

た
。高

知
県
と
同
様
に
、
東
北
地
方
の
６
県
も
外
国
人
住
民

が
少
な
い
が
、
山
形
県
で
は
吉
村
美
栄
子
知
事
が
２
０
２

４
年
度
を
「
多
文
化
共
生
元
年
」
と
す
る
こ
と
を
２
０
２

４
年
２
月
に
宣
言
し
、
外
国
人
材
の
確
保
に
力
を
入
れ
る

と
同
時
に
、
多
文
化
共
生
推
進
プ
ラ
ン
を
策
定
す
る
こ
と

を
予
定
し
て
い
る
。

国
の
課
題

２
０
０
８
年
９
月
の
「
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
」
に
よ

っ
て
、
日
本
経
済
が
一
気
に
縮
小
し
、
特
に
製
造
業
で
多

く
の
外
国
人
労
働
者
が
解
雇
さ
れ
る
と
、
２
０
０
９
年
１

月
に
内
閣
府
の
共
生
社
会
政
策
統
括
官
の
下
に
「
定
住
外

国
人
施
策
推
進
室
」
が
設
置
さ
れ
た
。
同
年
４
月
に
は
定

住
外
国
人
施
策
推
進
会
議
も
開
催
さ
れ
、「
定
住
外
国
人

支
援
に
関
す
る
対
策
の
推
進
に
つ
い
て
」
が
決
定
さ
れ

た
。
そ
れ
以
来
、
内
閣
府
が
定
住
外
国
人
施
策
の
推
進
に

必
要
と
な
る
企
画
、
立
案
お
よ
び
総
合
調
整
を
担
っ
て
き

た
が
、
２
０
１
８
年
７
月
に
外
国
人
材
の
受
入
れ
・
共
生

に
関
す
る
関
係
閣
僚
会
議
が
設
置
さ
れ
、「
外
国
人
の
受

入
れ
環
境
の
整
備
に
関
す
る
業
務
の
基
本
方
針
に
つ
い

て
」（
閣
議
決
定
）
に
よ
り
、
法
務
省
が
「
外
国
人
の
受

入
れ
環
境
の
整
備
に
関
す
る
企
画
及
び
立
案
並
び
に
総

合
調
整
を
行
う
こ
と
と
し
、
そ
の
司
令
塔
的
機
能
の
下
、

関
係
府
省
が
連
携
を
強
化
し
、
地
方
公
共
団
体
と
も
協
力

し
つ
つ
、
外
国
人
の
受
入
れ
環
境
の
整
備
を
効
果
的
・
効

率
的
に
進
め
る
」
こ
と
と
さ
れ
た
。
２
０
０
９
年
４
月
に

立
ち
上
げ
ら
れ
た
「
定
住
外
国
人
施
策
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
」
も
閉
鎖
さ
れ
、
入
管
庁
に
よ
る
「
外
国
人
生
活
支
援

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」
に
引
き
継
が
れ
た
。
た
だ
し
、
外
国

人
集
住
都
市
会
議
な
ど
自
治
体
か
ら
は
、
入
管
庁
が
「
司

令
塔
」
の
役
割
を
果
た
し
て
い
な
い
と
い
う
批
判
の
声
が

大
き
い
。

ま
た
、
前
述
の
「
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
は
具
体
的
施
策

が
多
数
書
か
れ
て
い
て
も
、
そ
う
し
た
施
策
を
推
進
す

る
体
制
整
備
に
一
切
言
及
し
て
い
な
い
。
体
制
整
備
と

は
、
突
き
詰
め
れ
ば
法
律
と
組
織
の
こ
と
で
あ
り
、
多
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文
化
共
生
社
会
の
形
成
を
推
進
す
る
基
本
法
（
以
下
、
多

文
化
共
生
社
会
基
本
法
）
の
制
定
と
多
文
化
共
生
施
策

を
推
進
す
る
組
織
（
多
文
化
共
生
庁
）
の
設
置
が
必
要

で
あ
る
（
注
６
）。

外
国
人
集
住
都
市
会
議
は
、
２
０
１
８
年
７
月
に
「
中

長
期
的
な
外
国
人
材
の
受
入
れ
方
針
の
明
示
及
び
そ
の
た

め
の
法
律
や
制
度
な
ど
の
環
境
整
備
を
図
る
こ
と
」
を
求

め
る
意
見
書
を
内
閣
官
房
と
法
務
省
に
提
出
し
、
同
年
１１

月
に
は
、「
外
国
人
と
の
共
生
に
関
す
る
基
本
法
を
制
定

す
る
と
と
も
に
…
外
国
人
庁
を
設
置
す
る
こ
と
」
を
求
め

た
。
同
会
議
は
、
２
０
２
１
年
４
月
に
も
多
文
化
共
生
推

進
基
本
法
の
制
定
と
外
国
人
庁
の
内
閣
府
へ
の
設
置
を
求

め
る
提
言
書
を
提
出
し
た
（
注
７
）。

２
０
１
９
年
８
月
に
、
指
定
都
市
市
長
会
も
内
閣
官
房

と
法
務
省
に
「
共
生
の
概
念
を
は
じ
め
、
国
・
地
方
自
治

体
・
事
業
者
等
の
役
割
分
担
、
政
策
ま
で
を
包
括
し
た
、

施
策
実
施
の
根
拠
と
な
る
基
本
的
法
律
を
整
備
す
る
こ

と
」、
ま
た
、「
内
閣
府
に
、
省
庁
横
断
的
な
司
令
塔
機
能

を
持
つ
組
織
を
設
置
す
る
こ
と
」
を
求
め
る
提
言
を
提
出

し
た
。
２
０
２
０
年
７
月
に
、
愛
知
県
等
７
県
１
市
か
ら

な
る
多
文
化
共
生
推
進
協
議
会
も
「
全
て
の
外
国
人
が
日

本
社
会
に
適
応
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
施

策
に
係
る
体
系
的
・
総
合
的
な
基
本
法
を
策
定
す
る
こ
と
」

を
求
め
る
提
言
を
提
出
し
た
。

筆
者
は
、
２
０
０
２
年
以
来
、
多
文
化
共
生
社
会
基
本

法
の
制
定
を
唱
え
て
き
た
（
注
８
）。
多
文
化
共
生
社
会

の
形
成
に
向
け
て
、
基
本
理
念
を
定
め
、
国
や
都
道
府
県

に
基
本
計
画
の
策
定
を
義
務
づ
け
、
施
策
の
推
進
体
制
を

整
備
し
、
国
、
自
治
体
、
事
業
者
、
市
民
等
が
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
を
果
た
し
、
連
携
・
協
働
を
進
め
る
た
め
に
は
、

同
法
の
制
定
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
社
会
統
合
政
策
の

要
で
あ
る
言
語
教
育
に
関
し
て
も
、
ド
イ
ツ
な
ど
西
欧
諸

国
や
韓
国
の
よ
う
に
、
国
の
責
務
に
よ
る
日
本
語
教
育
を

核
と
し
た
社
会
統
合
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
（
注
９
）。

地
方
自
治
体
の
課
題

自
治
体
に
つ
い
て
重
要
な
課
題
は
以
下
の
通
り
で
あ
る

（
注
10
）。
第
一
に
、
国
と
同
様
、
庁
内
の
推
進
体
制
を
整

備
す
る
こ
と
で
あ
る
。
外
国
人
に
関
わ
る
行
政
は
、就
労
、

教
育
、
居
住
、
社
会
保
障
と
多
分
野
に
ま
た
が
る
の
で
、

そ
う
い
っ
た
分
野
を
担
当
す
る
各
部
署
の
連
絡
調
整
を
担

う
と
と
も
に
企
画
立
案
を
行
う
部
署
が
必
要
で
あ
る
。
ま

た
、
関
係
部
署
が
集
ま
っ
て
定
期
的
に
情
報
・
意
見
交
換

す
る
庁
内
組
織
を
設
け
る
必
要
も
あ
ろ
う
。
第
二
に
、
市

民
と
行
政
の
協
働
を
進
め
る
仕
組
み
を
作
る
こ
と
で
あ

る
。
多
文
化
共
生
に
関
わ
る
課
題
は
、
町
内
会
・
自
治
会
、

市
民
団
体
、
行
政
、
学
校
な
ど
地
域
社
会
が
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
実
際
に
地
域
で
生
活
す
る
の

は
住
民
で
あ
り
、
行
政
が
い
く
ら
多
文
化
共
生
の
意
義
を

唱
え
て
も
限
界
が
あ
る
。
む
し
ろ
行
政
主
導
の
手
法
は
、

日
本
人
住
民
の
反
発
を
招
き
、
か
え
っ
て
外
国
人
へ
の
偏

見
や
差
別
を
強
め
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。第
三
に
、

学
校
と
地
域
の
連
携
を
深
め
る
こ
と
で
あ
る
。
外
国
人
住

民
は
地
域
の
行
事
よ
り
も
学
校
行
事
へ
の
参
加
率
が
高

い
。
外
国
人
の
町
内
会
・
自
治
会
へ
の
参
加
が
進
ま
ず
、

地
域
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
な
く
て
も
、
子
ど

も
同
士
の
つ
な
が
り
を
き
っ
か
け
に
、
学
校
と
い
う
場
で

外
国
人
と
日
本
人
が
出
会
う
こ
と
が
可
能
と
な
る
場
合
が

多
い
。
学
校
を
多
文
化
共
生
の
地
域
づ
く
り
の
拠
点
と
し

て
活
用
す
べ
き
で
あ
ろ
う
（
注
11
）。

（
注
１
）�

出
入
国
在
留
管
理
庁
「
令
和
5
年
末
現
在
に
お
け
る
在
留

外
国
人
数
に
つ
い
て
」（
２
０
２
４
年
３
月
22
日
）。

（
注
2
）�「
外
国
人
政
策
」
と
同
義
の
用
語
と
し
て
「
移
民
政
策
」

も
あ
る
が
、
２
０
１
４
年
６
月
策
定
の
「
経
済
財
政
運
営

と
改
革
の
骨
太
方
針
」
で
「
外
国
人
材
の
活
用
は
、
移
民

政
策
で
は
な
い
」
と
記
さ
れ
て
以
来
、
現
在
ま
で
用
い
ら

れ
て
い
な
い
。

（
注
３
）�

２
０
０
１
年
５
月
に
外
国
人
労
働
者
の
多
い
13
市
町
が
集

ま
り
、
外
国
人
集
住
都
市
会
議
が
設
置
さ
れ
た
。

（
注
４
）�

大
阪
市
は
２
０
１
６
年
１
月
に
「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
へ
の

対
処
に
関
す
る
条
例
」
を
制
定
し
、
川
崎
市
は
２
０
１
９

年
12
月
に「
差
別
の
な
い
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
」

を
制
定
し
た
。
後
者
は
公
共
の
場
所
で
民
族
差
別
的
な
言

動
を
繰
り
返
し
た
場
合
に
刑
事
罰
を
科
す
全
国
初
の
条
例

で
あ
る
。

（
注
５
）�

２
０
２
３
年
10
～
11
月
に
実
施
さ
れ
た
全
国
首
長
ア
ン
ケ

ー
ト
で
は
、
外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ
に
６
割
以
上
の

首
長
が
受
け
入
れ
た
い
と
回
答
し
た
と
い
う
。「
外
国
人

受
け
入
れ
、
人
手
不
足
で
６
割
以
上
が
積
極
的　

首
長
調

査
」『
日
本
経
済
新
聞
』
オ
ン
ラ
イ
ン
版
、
２
０
２
４
年

２
月
25
日
。

（
注
６
）�

２
０
１
８
年
12
月
改
定
の
入
管
法
第
１
条
に
は
、「
本
邦

に
入
国
し
、
又
は
本
邦
か
ら
出
国
す
る
全
て
の
人
の
出
入

国
及
び
本
邦
に
在
留
す
る
全
て
の
外
国
人
の
在
留
の
公
正

な
管
理
を
図
る
と
と
も
に
、
難
民
の
認
定
手
続
を
整
備
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
と
書
か
れ
て
い
て
、「
支
援
」

も
「
共
生
」
も
一
切
入
っ
て
い
な
い
。

（
注
７
）�

同
会
議
は
そ
れ
以
降
も
ほ
ぼ
毎
年
、
同
様
な
提
言
を
行
っ

て
い
る
。

（
注
８
）�

山
脇
啓
造
「
外
国
人
政
策
︱
多
文
化
共
生
へ
基
本
法
の
制

定
を
」『
朝
日
新
聞
』
２
０
０
２
年
11
月
６
日
。

（
注
９
）�

２
０
２
３
年
８
月
に
指
定
都
市
市
長
会
か
ら
文
部
科
学
省

に
「
外
国
人
へ
の
日
本
語
教
育
の
提
供
体
制
を
構
築
す
る

た
め
、
国
の
責
任
に
お
い
て
、
必
要
な
経
費
を
全
額
国
費

で
措
置
す
る
」
要
請
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
注
10
）�

筆
者
が
ほ
ぼ
20
年
前
に
言
及
し
た
３
点
を
改
め
て
指
摘
し

た
。
山
脇
啓
造
「
多
文
化
共
生
社
会
に
向
け
て
」『
地
域

づ
く
り
』
２
０
０
５
年
１
月
、
参
照
。

（
注
11
）�

山
脇
啓
造
・
服
部
信
雄
編
『
新　

多
文
化
共
生
の
学
校
づ

く
り
―
横
浜
市
の
挑
戦
』（
明
石
書
店
、
２
０
１
９
年
）

参
照
。

特 集
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特 集

小
山
　
正
道

東
川
町
立
東
川
日
本
語
学
校
　
校
長

研
修
生
受
け
入
れ
と
開
校
の
経
緯

１
９
９
０
年
代
に
町
内
に
あ
る
北
海
道
情
報
処
理
専
門

学
校
（
現
・
学
校
法
人
北
工
学
園
旭
川
福
祉
専
門
学
校
。

以
下
、
北
工
学
園
）
に
通
っ
て
い
た
韓
国
の
学
生
が
、
２

０
０
７
年
に
再
び
来
町
し
、
町
長
に
「
韓
国
に
は
日
本
語

を
学
び
た
い
と
思
っ
て
い
る
学
生
が
た
く
さ
ん
い
る
の

で
、
日
本
語
学
習
の
機
会
を
設
け
て
く
れ
な
い
か
」
と
話

を
持
ち
掛
け
た
。

翌
２
０
０
８
年
に
町
が
韓
国
・
水
原
市
で
現
地
調
査
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
ニ
ー
ズ
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
北
工

学
園
の
協
力
を
得
て
、
２
０
０
９
年
夏
に
受
け
入
れ
を
ス

タ
ー
ト
し
た
。

そ
の
後
、
台
湾
か
ら
の
要
望
を
受
け
、
２
０
１
０
年
夏

よ
り
受
け
入
れ
を
開
始
し
、
２
０
１
１
年
に
は
国
の
交
流

事
業
を
活
用
し
て
、
中
国
か
ら
日
本
語
研
修
生
を
受
け
入

れ
た
。

年
々
受
け
入
れ
国
お
よ
び
人
数
が
増
大
し
、
東
ア
ジ
ア

諸
国
を
中
心
に
こ
れ
ま
で
に
合
わ
せ
て
３
８
０
０
人
を
超

◆◆◆

え
る
研
修
生
が
受
講
し
て
い
る
。

そ
の
後
も
観
光
ビ
ザ
で
来
町
す
る
研
修
生
へ
の
日
本
語

講
座
を
開
設
し
て
い
た
が
、
日
本
語
学
校
の
開
校
に
向
け

て
の
機
運
が
高
ま
っ
た
。
そ
の
た
め
、
校
舎
の
確
保
、
教

員
の
資
格
の
取
得
に
向
け
て
の
補
助
を
行
う
な
ど
開
校
準

備
を
行
っ
た
。
そ
し
て
、
北
工
学
園
が
２
０
１
４
年
に
日

本
語
学
科
を
設
置
し
、
国
内
初
、
現
在
も
唯
一
の
「
公
立
」

の
東
川
町
立
東
川
日
本
語
学
校
を
２
０
１
５
年
に
開
校
し

た
。

若
者
が
目
立
つ
町

東
川
町
は
写
真
文
化
首
都
「
写
真
の
町
」
を
１
９
８
５

年
に
宣
言
し
て
、
４０
年
が
た
っ
た
。
写
真
を
通
し
て
、
世

界
に
開
か
れ
た
笑
顔
あ
ふ
れ
る
町
作
り
を
行
い
、
子
ど
も

も
大
人
も
「
お
は
よ
う
」「
こ
ん
に
ち
は
」
の
あ
い
さ
つ

を
交
わ
す
町
で
あ
る
。
写
真
甲
子
園
（
全
国
高
校
写
真
選

手
権
大
会
）
も
３０
年
続
き
、
全
国
か
ら
選
ば
れ
た
１８
校
の

高
校
生
た
ち
が
、
町
民
宅
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
て
い
る
。

写
真
甲
子
園
の
国
際
版
と
も
言
え
る
高
校
生
国
際
交
流
写

◆◆◆

真
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
も
９
回
目
と
な
り
、
同
じ
く
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
で
交
流
を
し
て
お
も
て
な
し
の
町
と
な
っ
て
い

る
。本

校
は
今
年
の
１０
月
で
開
校
し
て
１０
年
目
を
迎
え
る
。

留
学
生
は
、
住
民
票
を
東
川
町
に
置
き
、
寮
で
生
活
す
る
。

車
社
会
の
北
海
道
で
、
学
生
は
町
内
を
徒
歩
か
自
転
車
で

移
動
す
る
た
め
、
若
者
が
目
立
つ
町
で
あ
る
。
ま
た
、
学

生
は
会
話
力
向
上
の
た
め
ア
ル
バ
イ
ト
を
す
る
。
コ
ン
ビ

ニ
や
ス
ー
パ
ー
の
レ
ジ
打
ち
に
留
学
生
が
立
つ
。
レ
ジ
打

ち
も
お
客
さ
ん
も
留
学
生
ば
か
り
に
な
る
と
き
も
あ
る
。

町
内
行
事
も
留
学
生
の
参
加
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
い

る
。
自
治
会
行
事
で
あ
る
盆
踊
り
大
会
に
は
浴
衣
で
参
加

し
、
町
民
体
育
大
会
で
は
ス
ポ
ー
ツ
と
懇
親
会
で
盛
り
上

が
り
、
神
社
祭
で
は
法
被
姿
で
神み

こ
し輿

を
か
つ
ぎ
、
大
雪
山

旭
岳
の
山
開
き
で
は
松た

い

明ま
つ

を
か
か
げ
、
東
川
氷
ま
つ
り
で

は
雪
だ
る
ま
を
作
り
、通
年
で
は
社
会
福
祉
協
議
会
で「
会

話
教
室
」
を
行
う
な
ど
交
流
を
深
め
て
い
る
。

違
い
を
知
る
こ
と
は
楽
し
い

日
本
語
学
校
の
学
生
が
赤
信
号
を
渡
っ
て
い
る
。
道
路

を
広
が
っ
て
歩
く
。
自
転
車
で
一
時
停
止
を
し
な
い
。
レ

ス
ト
ラ
ン
で
大
き
な
声
を
出
し
て
盛
り
上
が
る
。
断
り
な

く
写
真
を
撮
る
。
そ
ん
な
苦
情
が
学
校
に
届
く
。
こ
れ
ら

は
日
本
で
は
良
く
な
い
行
動
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
国
や

地
域
の
習
慣
の
違
い
が
大
き
い
。
赤
信
号
も
世
界
で
は
一

旦
停
止
し
て
渡
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
遅
刻
に
厳
し
く
静
か

に
過
ご
す
こ
と
が
日
本
な
ら
で
は
の
当
た
り
前
だ
と
い
う

こ
と
を
、
日
本
人
も
外
国
人
も
理
解
す
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。

町
内
に
は
、
台
湾
、
タ
イ
、
韓
国
、
ラ
ト
ビ
ア
、
ウ
ズ

◆◆◆

多
文
化
共
生
の
地
域
づ
く
り

北
海
道
東
川
町

留
学
生
と
と
も
に
歩
む
町
づ
く
り

―
国
内
唯
一
の
公
立
日
本
語
学
校
を
基
盤
に
―
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ベ
キ
ス
タ
ン
の
交
流
協
会
が
あ
り
、
コ
ロ
ナ
前
は
定
期
的

に
町
民
が
海
外
に
出
か
け
て
い
る
。
中
高
生
も
海
外
に
派

遣
し
て
お
り
外
国
が
身
近
に
な
っ
て
い
る
。

今
年
の
５
月
１４
日
に
本
校
研
修
生
の
開
講
式
が
あ
り
、

２
回
目
以
上
の
参
加
者
が
７４
名
中
１２
名
い
た
。
同
日
の
午

後
、
13
年
前
に
東
川
町
短
期
日
本
語
教
室
で
学
ん
だ
台
湾

の
学
生
８
人
が
来
町
し
、
街
角
で
以
前
交
流
の
あ
っ
た
方

と
出
会
い
を
懐
か
し
む
感
動
の
場
面
を
見
た
。「
写
真
の

町
」
や
「
日
本
語
学
校
」
の
取
り
組
み
の
積
み
重
ね
が
実

を
結
ん
で
い
る
こ
と
を
実
感
さ
せ
ら
れ
る
出
来
事
で
あ
っ

た
。

写
真
写
り
の
い
い
町
に
す
る
た
め
に

本
校
に
学
生
を
送
り
出
す
海
外
事
務
所
は
、
韓
国
、
台

湾
、
中
国
、
ベ
ト
ナ
ム
、
タ
イ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
モ
ン

ゴ
ル
に
あ
る
。
こ
れ
ら
の
国
や
地
域
の
多
く
は
季
節
が
雨

季
と
乾
季
の
２
種
類
で
、
日
本
の
よ
う
に
四
季
に
合
わ
せ

て
景
色
の
「
色
」
が
変
わ
ら
な
い
場
合
が
多
く
、
季
節
感

を
味
わ
え
な
い
。
多
く
の
学
生
が
景
色
の
色
の
変
化
が
あ

り
、
水
と
空
気
が
お
い
し
く
、
ご
み
が
落
ち
て
い
な
い
こ

の
町
に
ず
っ
と
住
み
た
い
と
い
う
。

卒
業
式
の
答
辞
で
引
っ
越
し
先
に
何
を
持
っ
て
行
き
た

い
か
考
え
て
み
る
と
、「
東
川
町
の
四
季
」
と
「
東
川
町

民
の
愛
」
だ
と
話
し
た
学
生
が
い
た
。
こ
の
う
れ
し
い
感

動
は
さ
ま
ざ
ま
な
あ
い
さ
つ
の
中
で
引
用
さ
れ
広
ま
っ
て

い
る
。本

校
で
付
け
た
い
力

開
校
当
初
は
、卒
業
後
に
帰
国
す
る
学
生
が
多
か
っ
た
。

◆◆◆◆◆◆

こ
の
頃
は
帰
国
、
日
本
で
就
職
、
日
本
で
進
学
が
そ
れ
ぞ

れ
３
分
の
１
ず
つ
で
あ
る
。
日
本
で
就
職
や
進
学
す
る
た

め
に
は
高
い
日
本
語
力
が
求
め
ら
れ
る
。
進
路
の
実
現
の

た
め
に
も
町
民
と
交
流
を
深
め
る
た
め
に
も
、
日
本
文
化

を
知
り
、
日
本
語
力
を
高
め
る
授
業
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
進
路
の
選
択
の
中
に
北
工
学
園
の
介
護
福
祉
科

へ
の
進
学
が
あ
る
。
介
護
準
備
学
生
な
ら
日
本
語
学
校
の

１
～
２
年
間
の
学
費
・
寮
費
は
無
料
と
な
る
。
介
護
福
祉

学
科
の
２
年
間
は
、
学
費
、
教
材
費
、
実
習
費
、
寮
費
と

生
活
費
が
給
付
型
奨
学
金
と
し
て
支
給
さ
れ
る
。
こ
の
奨

学
金
は
卒
業
後
５
年
間
指
定
さ
れ
て
い
る
施
設
で
の
就
職

を
条
件
と
し
交
付
さ
れ
る
。

今
後
の
課
題
や
展
望

学
生
が
増
え
れ
ば
人
口
が
増
え
る
が
、
寮

も
教
室
も
最
大
人
数
に
達
し
て
い
る
。
人
口

◆◆◆

増
を
期
待
し
て
日
本
語
学
校
の
設
立
を
希
望
す
る
自
治
体

の
視
察
も
少
な
く
な
い
。
本
校
で
は
卒
業
す
る
と
新
し
い

学
生
が
入
学
す
る
こ
と
を
繰
り
返
し
て
い
る
。そ
の
た
め
、

定
員
以
上
の
人
口
増
に
は
つ
な
が
ら
な
い
。
今
後
も
よ
り

よ
く
継
続
す
る
た
め
に
は
学
生
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
楽
し

く
日
本
文
化
と
日
本
語
を
学
ぶ
活
動
を
続
け
て
い
く
こ
と

が
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

教
員
資
格
の
国
家
資
格
化
に
向
け
て
登
録
日
本
語
教
員

へ
の
移
行
が
始
ま
っ
て
い
る
。
教
員
確
保
と
い
う
意
味
で

も
新
し
い
資
格
の
取
得
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
そ
の
た

め
の
研
修
を
計
画
的
に
進
め
て
い
る
。

浴衣を着て盆踊り大会に参加する東川日本語学校の学生
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岩
城
　
あ
す
か

公
益
財
団
法
人

箕
面
市
国
際
交
流
協
会

大
阪
府
の
北
部
に
位
置
す
る
箕
面
市
の
人
口
は
、
２
０

２
４
年
３
月
末
現
在
で
１３
万
８
８
４
５
人
、
う
ち
外
国
籍

市
民
は
８６
カ
国
３
０
７
２
人
に
上
る
。
ま
た
、
市
内
に
大

阪
大
学
の
外
国
語
学
部
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
世
界
各

地
か
ら
の
留
学
生
は
も
と
よ
り
、
２５
言
語
の
語
学
を
学
ぶ

若
い
世
代
の
人
口
が
多
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。

外
国
人
が
主
体
的
に
参
画

そ
ん
な
外
国
人
住
民
が
多
い
地
域
で
活
動
す
る
箕
面
市

国
際
交
流
協
会
が
実
施
す
る
事
業
の
う
ち
で
も
、最
も「
共

生
」
を
意
識
し
た
事
業
が
、
地
域
に
暮
ら
す
外
国
人
た
ち

が
主
体
的
に
参
画
し
、
等
身
大
の
相
互
交
流
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ
フ

ェ
「
ｃ
ｏ
ｍ
ｍ　
ｃ
ａ
ｆ
ｅ
（
コ
ム
カ
フ
ェ
）」
で
あ
る
。

２
０
１
３
年
５
月
１１
日
の
オ
ー
プ
ン
以
来
、主
婦
（
夫
）

や
留
学
生
な
ど
、“
プ
ロ
で
は
な
い
”
外
国
人
た
ち
が
日

替
わ
り
で
オ
ー
ナ
ー
に
な
る
「
ワ
ン
デ
イ
・
シ
ェ
フ
」
シ

ス
テ
ム
の
下
、
４０
の
国
と
地
域
か
ら
、
延
べ
１
２
０
名
以

上
が
母
国
の
家
庭
料
理
を
提
供
し
て
き
た
（
飲
食
店
営
業

◆◆◆

許
可
は
、
担
当
職
員
が
食
品
衛
生
責
任
者
と
な
っ
て
取

得
）。４６

席
あ
る
店
内
は
、
シ
ェ
フ
１
人
だ
け
で
は
回
せ
な
い

の
で
、
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
外
国
人
市
民
の
み
）
や
無

償
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
も
手
伝
う
。
４
時
間
程
度
の
手

伝
い
の
報
酬
と
し
て
、
そ
の
日
の
ラ
ン
チ
が
無
料
で
食
べ

ら
れ
る
。
ラ
ン
チ
が
終
わ
っ
て
皆
で
賄
い
を
食
べ
る
時
間

は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
相
談
や
日
頃
の
愚
痴
を
こ
ぼ
せ
る
、

貴
重
な
ひ
と
と
き
だ
。

手
づ
く
り
だ
が
、日
替
わ
り
ラ
ン
チ
は
一
律
９
９
０
円
。

毎
日
通
う
と
、
日
本
に
い
な
が
ら
世
界
を
一
周
し
た
気
分

に
な
れ
る
。

文
化
や
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
を
超
え
る
工
夫

カ
フ
ェ
で
の
共
通
語
は
「
や
さ
し
い
日
本
語
」。
初
級

日
本
語
の
語ご

彙い

や
文
法
を
使
っ
て
、
文
章
は
短
く
、
は
っ

き
り
と
。
そ
れ
で
も
各
人
の
認
識
度
の
違
い
か
ら
、
思
い

も
よ
ら
な
い
ミ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
多
発
す
る
。

「
う
ま
く
い
か
な
い
の
が
当
た
り
前
」
と
思
っ
て
い
な
い

◆◆◆

と
務
ま
ら
な
い
カ
フ
ェ
で
あ
る
。

真
っ
向
か
ら
意
見
が
対
立
す
る
と
き
も
あ
る
が
、
シ
ェ

フ
を
は
じ
め
、
外
国
人
ス
タ
ッ
フ
た
ち
の
表
情
は
非
常
に

豊
か
で
、
舌
打
ち
し
た
り
、
声
を
荒
げ
た
り
、
ち
ょ
っ
と

し
た
国
際
紛
争
の
よ
う
だ
。

そ
ん
な
と
き
は
、
カ
フ
ェ
の
運
営
を
担
当
す
る
外
国
人

グ
ル
ー
プ
「
チ
ー
ム
シ
カ
モ
」
の
代
表
で
、
カ
フ
ェ
発
案

者
の
チ
ェ
・
ソ
ン
ジ
ャ
さ
ん
ら
経
験
豊
富
な
外
国
人
当
事

者
の
仲
裁
が
入
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
言
い
分
を

し
っ
か
り
聞
き
な
が
ら
慎
重
に
落
と
し
ど
こ
ろ
を
探
り
当

て
る
様
子
は
、
ま
さ
に
「
対
立
か
ら
創
造
を
生
む
」
プ
ロ

セ
ス
そ
の
も
の
。「『
多
文
化
共
生
』
は
た
ゆ
ま
ぬ
『
多
文

化
調
整
』
だ
」
と
、
金
宣
吉
さ
ん
（
神
戸
定
住
外
国
人
支

援
セ
ン
タ
ー
理
事
長
）
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
が
、
至
言

多
文
化
共
生
の
地
域
づ
く
り

公
益
財
団
法
人
箕
面
市
国
際

交
流
協
会（
大
阪
府
箕
面
市
）

日
替
わ
り
外
国
人
オ
ー
ナ
ー
の「
コ
ム
カ
フ
ェ
」

―
自
慢
の
料
理
が
自
尊
感
情
回
復
の
き
っ
か
け
に
―

キッチンで母国の家庭料理をつくる「日替わりシェフ」
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で
あ
る
。

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
そ
う
で
な
い
人
の
協
働
の
場

日
本
語
で
の
意
志
疎
通
が
難
し
か
っ
た
シ
ェ
フ
は
、
１

年
も
た
つ
と
み
る
み
る
う
ち
に
上
達
し
、
冗
談
が
言
え
る

ま
で
に
な
る
。
す
る
と
、
就
職
を
希
望
す
る
人
は
自
分
で

応
募
し
た
り
、
他
の
シ
ェ
フ
に
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
り
し

て
次
の
場
へ
と
移
っ
て
い
く
。

深
刻
な
問
題
を
抱
え
て
い
て
も
、
協
会
の
多
言
語
相
談

窓
口
へ
足
を
運
ぶ
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
シ
ェ
フ

が
、
自
身
の
料
理
を
喜
ん
で
食
べ
て
も
ら
う
経
験
を
積
み

重
ね
る
こ
と
に
よ
り
、
自
尊
感
情
を
取
り
戻
し
て
い
く
ケ

ー
ス
も
あ
っ
た
。

そ
の
結
果
、
生
活
困
窮
、
病
気
、
失
業
、
子
ど
も
た
ち

◆◆◆

の
問
題
（
持
病
、
い
じ
め
、
不
登
校
、
障し

ょ
う

碍が
い

）
な
ど
、
あ

り
と
あ
ら
ゆ
る
困
難
が
複
雑
に
絡
ま
り
合
い
、
相
談
を
受

け
た
私
た
ち
も
「
ど
こ
か
ら
手
を
つ
け
た
ら
よ
い
か
分
か

ら
な
か
っ
た
」
状
況
が
、
一
つ
ず
つ
改
善
さ
れ
て
い
く
。

自
慢
の
料
理
を
人
々
が
「
お
い
し
い
」
と
食
べ
て
く
れ
る

こ
と
こ
そ
が
、
悪
循
環
を
断
ち
切
り
、
少
し
ず
つ
で
も
好

循
環
へ
と
転
換
さ
せ
ら
れ
る
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
に
、

福
祉
関
連
の
職
員
た
ち
も
驚
い
て
い
た
。

２
号
店
も
オ
ー
プ
ン

コ
ロ
ナ
禍
の
２
０
２
２
年
度
末
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ

う
に
営
業
で
き
な
い
中
で
、
ラ
ン
チ
以
外
の
新
た
な
出
番

と
活
躍
の
場
を
つ
く
る
べ
く
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

も
実
施
し
た
。
５１
日
間
で
、
延
べ
２
４
９
人
か
ら
２
４
１

万
８
３
３
０
円
の
寄

付
を
い
た
だ
き
、
こ

れ
ま
で
の
運
営
の
ノ

ウ
ハ
ウ
や
カ
フ
ェ
の

魅
力
を
一
冊
に
ま
と

め
た
ム
ッ
ク
本
を
発

行
し
、
子
ど
も
食
堂

や
大
学
な
ど
へ
の
出

張
講
座
な
ど
を
開
催

す
る
こ
と
で
、
新
た

な
社
会
参
加
の
機
会

を
得
る
こ
と
が
で
き

た
。ま

た
、
２
０
２
４

年
３
月
２３
日
に
開
業

し
た
北
大
阪
急
行

◆◆◆

「
箕
面
船
場
阪
大
前
」
駅
の
改
札
を
出
て
す
ぐ
の
場
所
に
、

ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
カ
フ
ェ
、
貸
し
会
議
室
な
ど
を
併

設
し
た
「
箕
面
市
立
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
が
オ
ー
プ
ン
、

指
定
管
理
者
と
し
て
当
協
会
が
運
営
を
委
託
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
コ
ム
カ
フ
ェ
と
し
て
は
念
願
の
２
号
店
を
、

駅
か
ら
ゼ
ロ
分
と
い
う
立
地
に
構
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

地
下
３
階
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
「
チ
カ
」、
そ
し�

て
ラ
テ
ン
語
で
「
新
し
い
」
と
い
う
意
味
を
持
つ�

「
ｎ
ｏ
ｖ
ａ
」
と
合
わ
せ
た
造
語
「
チ
カ
ノ
バ
」
の
愛
称

が
つ
け
ら
れ
た
施
設
で
は
、「
フ
ー
ド
×
ア
ー
ト
×
ハ
ー

ト
」
を
テ
ー
マ
に
、
こ
れ
ま
で
の
人
的
資
源
を
生
か
し
つ

つ
、
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
が
展
開
さ
れ

て
い
る
。

「
収
益
性
の
向
上
」
と
「
社
会
参
加
の
促
進
」
を
両
立

さ
せ
る
試
み
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
。
未
来
を
先
取
り
し
た

よ
う
な
、
そ
れ
で
い
て
ア
ナ
ロ
グ
で
泥
臭
い
私
た
ち
の
営

み
は
、
共
生
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
を
さ
ら
に
広
げ
て
い
く
こ

と
だ
ろ
う
。

【
店
舗
情
報
】

※
コ
ム
カ
フ
ェ
（
１
号
店
）

　

�

箕
面
市
小
野
原
西
５
︱
２
︱
３６
、
箕
面
市
立
多
文
化
交

流
セ
ン
タ
ー
内
。

　

�

月
曜
・
火
曜
休
店
（
祝
日
に
あ
た
る
日
は
開
店
）。
営

業
は
９
時
半
～
１７
時
（
ラ
ン
チ
は
日
・
祝
以
外
、
１１
時

半
～
１４
時
ま
で
）。

※
カ
フ
ェ　

チ
カ
ノ
バ
（
コ
ム
カ
フ
ェ
２
号
店
）

　

�

箕
面
市
船
場
東
３
︱
７
︱
３５　

箕
面
市
立
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
内
。

　

�

月
曜
・
火
曜
休
店
（
祝
日
も
閉
店
）。
営
業
は
１１
時
か

ら
２０
時
３０
分
（
日
曜
日
は
１８
時
ま
で
）

カフェでは東南アジアのゲーム「スンカ」など、さまざまなイベントも

ある日のメニュー（イランランチ）

9 2024・9月号 地域づくり 本編 2024・9月号地域づくり 本編 8



特 集
副基調論文

８
・
2
％
）
と
続
い
て
お
り
、
在
留
資
格
も
多
様
で
あ
る
。

２
０
２
２
年
度
の
外
国
人
人
口
比
率
（
全
人
口
は
２
０

２
３
年
１
月
の
住
民
基
本
台
帳
人
口
、
外
国
人
人
口
は
２

０
２
２
年
１２
月
の
在
留
外
国
人
統
計
に
基
づ
き
試
算
し
た

も
の
）
を
都
道
府
県
別
で
見
る
と
、
東
京
都
の
約
４
・
３

％
を
筆
頭
に
、
群
馬
県
、
岐
阜
県
、
愛
知
県
、
三
重
県
、

大
阪
府
が
３
％
を
超
え
る
水
準
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

都
道
府
県
別
の
外
国
人
住
民
の
状
況
に
つ
い
て
、
２
０
２

２
年
と
２
０
１
７
年
を
比
較
し
た
場
合
、
全
て
の
都
道
府

県
で
在
留
外
国
人
数
は
増
加
し
て
お
り
、
全
国
平
均
の
増

加
率
は
約
２０
・
０
％
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
全

国
的
な
増
加
傾
向
が
あ
る
も
の
の
、市
区
町
村
単
位
で
は
、

外
国
人
の
居
住
状
況
に
大
き
な
差
異
が
あ
る
の
が
特
徴
で

あ
る
。
例
え
ば
、
２
０
２
２
年
度
に
お
け
る
外
国
人
人
口

比
率
の
高
い
上
位
２０
市
区
町
村
は
、
特
別
区
、
製
造
業
等

が
盛
ん
な
集
住
地
域
、
外
国
人
観
光
客
が
多
く
訪
れ
る
リ

ゾ
ー
ト
地
、
農
業
等
で
技
能
実
習
生
を
多
く
受
け
入
れ
て

い
る
地
域
な
ど
、
全
国
各
地
に
散
ら
ば
っ
て
い
る
状
況
で

あ
る
。

多
文
化
共
生
推
進
に
向
け
た
総
務
省
の�

取
り
組
み
に
つ
い
て

１
９
８
０
年
代
後
半
に
お
い
て
、
旧
自
治
省
で
は
、
地

域
の
国
際
化
施
策
の
一
環
と
し
て
、「
地
方
公
共
団
体
に

お
け
る
国
際
交
流
の
在
り
方
に
関
す
る
指
針
」（
１
９
８

７
年
）、「
国
際
交
流
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
指
針
」（
１

９
８
８
年
）
お
よ
び
「
地
域
国
際
交
流
推
進
大
綱
の
策
定

に
関
す
る
指
針
」（
１
９
８
９
年
）
を
策
定
し
、
地
方
公

共
団
体
に
お
け
る
外
国
人
の
活
動
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

を
促
し
た
。

１
９
９
０
年
代
に
入
る
と
、
在
留
資
格
「
定
住
者
」
の

は
じ
め
に

少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
が
急
速
に
進
展
す
る
我
が
国

に
お
い
て
、
外
国
人
材
の
受
け
入
れ
・
共
生
は
、
地
域
の

活
力
の
維
持
・
向
上
に
直
結
す
る
課
題
と
な
っ
て
い
る
と

言
え
る
。
ま
た
、
２
０
２
４
年
６
月
に
は
、
技
能
実
習
に

代
わ
る
新
た
な
在
留
資
格
で
あ
る
「
育
成
就
労
」
の
創
設

等
を
盛
り
込
ん
だ
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
等
の
改

正
法
が
公
布
さ
れ
、
昨
年
度
末
に
は
特
定
技
能
制
度
に
お

け
る
受
け
入
れ
見
込
数
や
対
象
分
野
等
の
見
直
し
に
係
る

閣
議
決
定
が
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
動
き

を
踏
ま
え
つ
つ
、
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
も
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
多
文
化
共
生
施
策
に
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
地

域
に
お
け
る
在
留
外
国
人
の
動
向
に
つ
い
て
概
観
し
た
の

ち
、
こ
れ
ま
で
総
務
省
が
実
施
し
て
き
た
地
域
に
お
け
る

多
文
化
共
生
の
推
進
に
向
け
た
取
り
組
み
を
中
心
に
紹
介

す
る
。
な
お
、
文
中
意
見
に
わ
た
る
部
分
に
つ
い
て
は
筆

者
の
私
見
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
お
断
り
し
て
お
く
。

地
域
に
お
け
る
在
留
外
国
人
の�

動
向
に
つ
い
て

日
本
に
お
け
る
在
留
外
国
人
数
は
１
９
９
０
年
頃
か
ら

大
幅
に
増
加
し
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
、
東
日
本
大
震

災
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、

一
時
的
に
減
少
し
た
時
期
は
あ
っ
た
も
の
の
、
２
０
２
２

年
以
降
再
び
増
加
に
転
じ
た
結
果
、
２
０
２
３
年
１２
月
時

点
に
お
い
て
約
３
４
１
万
人
（
日
本
の
総
人
口
に
占
め
る

割
合
は
約
２
・
７
％
）
と
な
り
、
過
去
最
高
を
更
新
し
て

い
る
。
国
籍
・
地
域
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
多
数
を
占

め
て
き
た
中
国
、
韓
国
・
朝
鮮
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ブ
ラ
ジ

ル
な
ど
に
加
え
、
近
年
は
ベ
ト
ナ
ム
、
ネ
パ
ー
ル
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
、
タ
イ
な
ど
の
ア
ジ
ア
諸
国
出
身
の
外
国
人
が

増
加
し
、多
国
籍
化
が
進
ん
で
い
る
。
在
留
資
格
別
で
は
、

２
０
２
３
年
12
月
末
時
点
で
、「
永
住
者
」（
８9
・
2
万
人
、

２6
・
1
％
）
が
最
も
多
く
、
次
い
で
、「
技
能
実
習
」

（
40
・
5
万
人
、
１１
・
9
％
）、「
技
術
・
人
文
知
識
・
国

際
業
務
」（
３6
・
2
万
人
、
１０
・
6
％
）、「
留
学
」（
34
・

1
万
人
、
10
・
0
％
）、「
特
別
永
住
者
」（
２８
・
1
万
人
、

多
文
化
共
生
の
地
域
づ
く
り

小
西
　
一
功

総
務
省
自
治
行
政
局

国
際
室
参
事
官
補
佐

地
域
に
お
け
る
多
文
化
共
生
推
進
へ
向
け
て

―
総
務
省
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
―
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創
設
等
を
内
容
と
す
る
１
９
９
０
年
の
入
管
法
の
施
行
に

伴
い
、
日
系
南
米
人
が
急
増
し
、
１
９
９
３
年
の
技
能
実

習
制
度
の
導
入
に
よ
り
ア
ジ
ア
を
中
心
と
す
る
国
々
か
ら

の
技
能
実
習
生
の
受
け
入
れ
が
拡
大
し
た
。
こ
れ
ら
の
外

国
人
の
増
加
や
定
住
化
に
対
応
し
、
地
域
社
会
の
構
成
員

の
一
員
と
し
て
受
け
入
れ
を
図
る
た
め
、
２
０
０
１
年
５

月
に
は
、
日
系
南
米
人
を
中
心
と
す
る
外
国
人
が
多
数
集

住
す
る
市
町
が
、「
外
国
人
集
住
都
市
会
議
」
を
開
催
す

る
な
ど
、
外
国
人
住
民
施
策
に
取
り
組
み
始
め
る
地
方
公

共
団
体
が
現
れ
た
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
総
務
省
は
、
地
方
公
共
団

体
に
お
い
て
、
１
９
８
０
年
代
後
半
か
ら
「
国
際
交
流
」

と
「
国
際
協
力
」
を
柱
と
し
て
推
進
し
て
き
た
地
域
の
国

際
化
に
つ
い
て
、「
地
域
に
お
け
る
多
文
化
共
生
」
を
第

３
の
柱
と
し
て
、
一
層
推
進
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
と
の
認
識
の
下
、
２
０
０
６
年
に
地
方
公
共
団
体
に
お

け
る
多
文
化
共
生
の
推
進
に
係
る
指
針
・
計
画
の
作
成
に

資
す
る
た
め「
地
域
に
お
け
る
多
文
化
共
生
推
進
プ
ラ
ン
」

を
策
定
し
た
。

そ
の
後
、
外
国
人
住
民
の
増
加
や
多
国
籍
化
、
在
留
資

格
「
特
定
技
能
」
の
創
設
、
多
様
性
・
包
摂
性
の
あ
る
社

会
実
現
の
動
き
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
、
気
象
災
害
の
激

甚
化
な
ど
、
多
文
化
共
生
施
策
を
取
り
巻
く
社
会
経
済
情

勢
は
大
き
く
変
化
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
２
０
２
０
年
に

「
地
域
に
お
け
る
多
文
化
共
生
プ
ラ
ン
」
の
改
訂
を
行
っ

た
。
改
訂
し
た
プ
ラ
ン
に
お
い
て
は
、

①�

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
（
行
政
・
生
活
情
報
の
多

言
語
化
、
相
談
体
制
の
整
備
、
日
本
語
教
育
の
推
進
、

生
活
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
）、

②�

生
活
支
援
（
教
育
機
会
の
確
保
、
適
正
な
労
働
環
境
の

確
保
、
災
害
時
の
支
援
体
制
の
整
備
、
医
療
・
保
健
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
、
子
ど
も
・
子
育
て
お
よ
び
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
、
住
宅
確
保
の
た
め
の
支
援
、
感
染
症
流

行
時
に
お
け
る
対
応
）、

③�

意
識
啓
発
と
社
会
参
画
支
援
（
多
文
化
共
生
の
意
識
啓

発
・
醸
成
、
外
国
人
住
民
の
社
会
参
画
支
援
）、

④�

地
域
活
性
化
の
推
進
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
対
応
（
外

国
人
住
民
と
の
連
携
・
協
働
に
よ
る
地
域
活
性
化
の
推

進
・
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
対
応
、

留
学
生
の
地
域
に
お
け
る
就
職
促

進
）

に
つ
い
て
具
体
的
な
施
策
を
示
す

と
と
も
に
、
地
方
公
共
団
体
内
部
で

の
推
進
体
制
の
整
備
や
、
地
域
に
お

い
て
多
文
化
共
生
の
推
進
に
寄
与
す

る
組
織
等
と
の
連
携
・
協
働
な
ど
を

掲
げ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。ま
た
、

２
０
２
１
年
に
は
、
プ
ラ
ン
の
改
訂

を
受
け
て
、
そ
の
内
容
を
広
く
周
知

し
、
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
多
文

化
共
生
施
策
の
推
進
を
促
進
す
る
た

め
、
地
方
公
共
団
体
等
の
９７
の
優
良

事
例
を
紹
介
し
た
「
多
文
化
共
生
事

例
集
（
令
和
３
年
度
版
）」
の
策
定

を
行
っ
て
い
る
。（
図
１
）

こ
れ
ら
に
加
え
て
、総
務
省
で
は
、

多
文
化
共
生
の
取
り
組
み
に
関
す
る

先
進
的
な
知
見
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
す

る
地
方
公
共
団
体
の
担
当
部
署
、
ま

た
は
職
員
を
「
多
文
化
共
生
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
」（
２
０
２
４
年
４
月
１
日

現
在
の
登
録
数
は
８７
）
と
し
、
活
用

を
希
望
す
る
地
方
公
共
団
体
へ
の
情
報
提
供
等
を
実
施
し

て
い
る
。
ま
た
、
都
道
府
県
が
市
町
村
等
を
対
象
に
多
文

化
共
生
に
係
る
現
状
や
課
題
、
今
後
の
方
向
性
等
を
共
有

す
る
「
多
文
化
共
生
地
域
会
議
」
を
開
催
す
る
際
、
共
催

や
国
の
施
策
の
紹
介
等
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

２
０
２
３
年
４
月
時
点
に
お
い
て
、
多
文
化
共
生
の
推

地域における多文化共生施策の推進について

○ 外国人住民の増加･多国籍化、在留資格「特定技能」の創設、
多様性･包摂性のある社会実現の動き、デジタル化の進展、気象
災害の激甚化等の社会経済情勢の変化を踏まえて、令和２年
９月に改訂

○ 改訂したプランを踏まえ、また、新型コロナウイルス感染症の拡大による
外国人住民への影響等に対応している新たな取り組み事例を入れて、
令和３年８月に公表

（１）コミュニケーション支援
①行政・生活情報の多言語化、相談体制の整備
②日本語教育の推進
③生活オリエンテーションの実施

（２）生活支援
①教育機会の確保
②適正な労働環境の確保
③災害時の支援体制の整備
④医療・保険サービスの提供
⑤子ども・子育ておよび福祉サービスの提供
⑥住宅確保のための支援
⑦感染症流行時における対応

（３）意識啓発と社会参画支援
①多文化共生の意識啓発・醸成
②外国人住民の社会参画支援

（４）地域活性化の推進やグローバル化への対応
①外国人住民との連携・協働による地域活性化の
推進グローバル化への対応

②留学生の地域における就職支援

（１）地方公共団体の体制整備
（２）地域における各主体との連携・協働

地域における多文化共生推進プラン（令和２年度） 多文化共生事例集（令和３年度版）

（１）コミュニケーション支援(17)
①一元的相談窓口の開設・運営 等(9)
②日本語教室での日本人住民と外国人住民の
交流の場の創出 等(6)

③生活設計支援冊子の作成 等(2)

（２）生活支援(53)
①就学前教室 等(12)
②技能実習生の受け入れ環境の整備 等(9)
③災害時防災リーダーの養成 等(11)
④医療現場への「やさしい日本語」の導入と普及 等(5)
⑤外国人保護者とのコミュニケーション支援ツールの
作成 等(7)

⑥多言語対応が可能な不動産業者の紹介 等(3)
⑦動画を活用した情報発信 等(6)

（３）意識啓発と社会参画支援(12)
①外国人住民向けのガイドブックの作成と日本人向けの
ワークショップの開催 等(7)

②多文化共生キーパーソンを活用した地域づくり 等(5)

（４）地域活性化の推進やグローバル化への対応(9)
①観光分野における外国人住民の取り組み 等(4)
②大学とハローワークとの留学生就職支援協定の締結 等(5)

（５）多文化共生施策の推進体制の整備(6)
（１）多文化共生に係る連携体制の整備 等(3)
（２）広い主体と連携した指針・計画の策定 等(3)

[具体的な施策]

→ 引き続き、地域の実情を踏まえて多文化共生施策を推進するよう地方公共団体に依頼

[主な掲載事例] （ ）は事例の数

[多文化共生施策の推進体制の整備]

○総務省では、地方公共団体における多文化共生の推進に係る指針・計画の策定に資するため、「地域における多文化共生推進プラン」を策定し
ているほか、全国の多文化共生に係る取り組みの好事例を集めた「多文化共生事例集」を作成し、地域における多文化共生施策を促進。

具具体体的的なな事事例例

▲外国人相談窓口の様子

▲外国人防災リーダー養成研修の様子

▲アートプロジェクト（ワークショップ）の様子

▲外国人住民が運営する会社による
農業体験ツアーの様子

▲県と町が共催する「地域日本語教室」の様子

具具体体的的なな事事例例

具具体体的的なな事事例例

具具体体的的なな事事例例

具具体体的的なな事事例例

図 1
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進
に
係
る
指
針
・
計
画
を
策
定
し
て
い
る
団
体
は
９
５
８

団
体
（
約
５４
％
）、
策
定
し
て
い
な
い
団
体
は
８
３
０
団

体
（
約
４６
％
）
と
な
っ
て
い
る
。
指
針
等
の
策
定
団
体
の

詳
細
を
見
る
と
、
都
道
府
県
、
指
定
都
市
、
特
別
区
に
つ

い
て
は
、
全
て
の
団
体
で
策
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
全
国

的
に
は
、
単
独
で
の
指
針
等
の
策
定
が
約
９
％
、
国
際
化

施
策
一
般
に
関
す
る
指
針
等
に
お
け
る
位
置
付
け
が
約
５

％
で
あ
り
、総
合
計
画
に
お
け
る
位
置
づ
け
が
約
４０
％
と
、

策
定
団
体
の
う
ち
総
合
計
画
に
お
け
る
位
置
づ
け
が
約
７５

％
（
７
１
８
団
体
／
９
５
８
団
体
）
を
占
め
る
状
況
と
な

っ
て
い
る
。

災
害
時
の
外
国
人
支
援
に
つ
い
て

近
年
、
風
水
害
等
の
局
地
化
、
集
中
化
、
激
甚
化
や
、

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
な
ど
の
大
規
模
地
震
災
害
の
発

生
が
あ
る
中
で
、
平
時
か
ら
の
備
え
に
加
え
て
、
国
内
で

大
規
模
な
災
害
や
緊
急
事
態
等
が
発
生
し
た
場
合
、
外
国

人
に
対
す
る
き
め
細
か
い
避
難
支
援
等
を
行
う
こ
と
は
重

要
で
あ
る
。
他
方
で
、
災
害
発
生
時
に
は
、
被
災
外
国
人

の
抱
え
る
①
言
語
の
壁
②
背
景
知
識
の
不
足
（
余
震
等
の

概
念
や
避
難
の
必
要
性
の
理
解
等
）
③
食
生
活
・
習
慣
等

の
文
化
的
違
い
に
基
づ
く
多
様
な
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
が
課

題
と
な
る
。
こ
う
し
た
課
題
を
踏
ま
え
、
総
務
省
に
お
い

て
は
、
災
害
時
に
行
政
等
か
ら
提
供
さ
れ
る
災
害
や
生
活

支
援
等
に
関
す
る
情
報
を
整
理
し
、
避
難
所
等
に
い
る
外

国
人
被
災
者
の
ニ
ー
ズ
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う
「
災
害

時
外
国
人
支
援
情
報
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
の
養
成
研
修

を
実
施
し
て
い
る
。
２
０
２
４
年
4
月
１
日
時
点
で
、
１

５
６
名
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
登
録
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
育
成
に
つ
い
て
は
、
国
の
防
災
基
本
計
画
に
も
位
置
付

け
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
地
域
防
災
計
画
に
明
記
す
る
地
方

公
共
団
体
も
増
加
し
て
き
て
い
る
。

ま
た
、
多
言
語
翻
訳
サ
ー
ビ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
災
害

時
の
外
国
人
の
避
難
支
援
等
に
も
活
用
可
能
な
さ
ま
ざ
ま

な
ツ
ー
ル
が
国
や
関
係
機
関
等
か
ら
提
供
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
一
つ
が
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用
の
多
言
語
音
声
翻
訳

ア
プ
リ「
Ｖ
ｏ
ｉ
ｃ
ｅ
Ｔ
ｒ
ａ
（
ボ
イ
ス
ト
ラ
）」で
あ
る
。

総
務
省
は
、国
立
研
究
開
発
法
人
情
報
通
信
研
究
機
構（
Ｎ

Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
と
連
携
し
て
多
言
語
翻
訳
技
術
の
研
究
開
発
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
ボ
イ
ス
ト
ラ
は
、
英
語
、
中
国

語
、
韓
国
語
の
ほ
か
、
ベ
ト
ナ
ム
語
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
語
を

は
じ
め
と
す
る
訪
日
・
在
留
外
国
人
対
応
等
を
想
定
し
た

１８
言
語
に
つ
い
て
、
Ａ
Ｉ
技
術
の
活
用
に
よ
り
実
用
レ
ベ

ル
の
翻
訳
精
度
を
実
現
し
て
お
り
、
外
国
人
対
応
に
当
た

っ
て
課
題
と
な
る
言
葉
の
壁
の
解
消
に
つ
な
が
る
も
の
で

あ
る
（
図
2
）。
さ
ら
に
、
ボ
イ
ス
ト
ラ
を
利
用
し
た
民

間
の
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
も
、
既
に
３０
以
上
が
市

場
に
投
入
さ
れ
て
お
り
、
総
務
省
に
お
い
て
は
、
多
言
語

翻
訳
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
等
の
経
費
に
つ
い
て
地
方
交
付
税

措
置
を
講
じ
て
い
る
ほ
か
、
２
０
２
１
年
４
月
に
は
、
多

言
語
翻
訳
シ
ス
テ
ム
の
円
滑
な
導
入
に
向
け
た
手
順
や
留

意
点
を
掲
載
し
た
地
方
公
共
団
体
向
け
の
ガ
イ
ド
も
作
成

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
一
般
財
団
法
人
自
治
体
国
際
化
協
会
（
Ｃ
Ｌ
Ａ

Ｉ
Ｒ
）
に
お
い
て
、
災
害
時
外
国
人
支
援
に
関
す
る
基
礎

知
識
や
災
害
多
言
語
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
運
営
の
流
れ

な
ど
を
ま
と
め
た
「
防
災
・
減
災
の
た
め
の
多
言
語
支
援

の
手
引
き
２
０
２
３
」
の
ほ
か
、
多
言
語
指
さ
し
ボ
ー
ド

（
災
害
時
に
避
難
所
等
に
避
難
し
て
き
た
外
国
人
と
“
と

り
あ
え
ず
”
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
出
来
る
ツ
ー

ル
）、
災
害
時
多
言
語
表
示
シ
ー
ト
（
災
害
時
に
避
難
所

や
公
共
交
通
機
関
等
で
掲
示
す
る
情
報
掲
示
シ
ー
ト
）
と

い
っ
た
災
害
時
の
外
国
人
へ
の
情
報
提
供
、
災
害
対
応
に

役
立
つ
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
ツ
ー
ル
が
提
供
さ
れ
て
い
る
。

（
図
3
）

さ
ら
に
、
観
光
庁
に
よ
る
監
修
で
、
国
内
に
お
け
る
防

災
・
気
象
情
報
お
よ
び
国
民
保
護
情
報
な
ど
の
情
報
を
多

言
語
か
つ
プ
ッ
シ
ュ
型
で
通
知
で
き
る
災
害
時
情
報
提
供

ア
プ
リ
「
Ｓ
ａ
ｆ
ｅ
ｔ
ｙ　
ｔ
ｉ
ｐ
ｓ
」
が
提
供
さ
れ
て

お
り
、
訪
日
外
国
人
の
み
な
ら
ず
在
留
外
国
人
に
対
し
て

多⾔語翻訳技術の研究開発
Ø 総務省・NICTにおける多⾔語翻訳技術の研究開発により、訪⽇・在留外国⼈対応等を想定した18⾔語の逐次翻訳において、
実⽤レベルの翻訳精度（TOEIC900点相当）を実現。さらに、2024年度までに重点対応⾔語を21⾔語に拡⼤することを⽬指す。

Please tell me how to
get to the station.

⾳声⼊⼒ ネットワーク上のサーバへ
⼊⼒された⾳声を送信

⾳声出⼒
ネットワーク上のサーバから
翻訳された⾳声が戻ってくる

駅までの⾏き⽅を
教えてください。

多⾔語⾳声翻訳アプリ

サーバ内の処理

⾳声認識
⾳声を⽂字に変換

機械翻訳
⽇本語を英語に翻訳

駅までの⾏き⽅を教えて
ください。

Please tell me how to
get to the station.

⾳声合成
⽂字を⾳声に変換

⽇本語の
⾳声コーパス

⽇本語と英語の
対訳コーパス

英語の
⾳声コーパス

深
層
学
習

深
層
学
習

深
層
学
習

ボイストラ(VoiceTra)アプリ

対応⾔語(31⾔語)

重点対応⾔語（実⽤レベル）
訪⽇・在留外国⼈対応等を想定した18⾔語

⽇本語
英語

中国語
韓国語
タイ語

インドネシア語
ベトナム語
ミャンマー語
フランス語

スペイン語
ブラジルポルトガル語

フィリピン語
アラビア語
イタリア語
ドイツ語
ヒンディ語
ロシア語

ウクライナ語
クメール語 ネパール語 モンゴル語
（研究開発を通じて2024年度までに重点化）

ウルドゥ語 オランダ語 シンハラ語
デンマーク語 トルコ語 ハンガリー語

ポーランド語 ポルトガル語 マレー語 ラーオ語

図 2
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で
、
災
害
時
に
お
け
る
外
国
人
の
避
難
支

援
等
に
関
す
る
教
育
の
実
施
等
も
お
示
し

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
各
地
方
公
共

団
体
に
お
い
て
は
、
災
害
時
に
外
国
人
の

避
難
行
動
等
の
支
援
に
携
わ
る
消
防
防
災

主
管
部
局
と
多
文
化
共
生
主
管
部
局
の
積

極
的
な
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
上
記
の
災

害
時
に
も
活
用
可
能
な
外
国
人
支
援
ツ
ー

ル
の
周
知
や
、
使
用
上
の
留
意
点
等
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
る
た
め
の
教
育
の
実
施

に
努
め
て
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
あ
る
。

多
文
化
共
生
の
推
進
に
係
る�

地
方
財
政
措
置
に
つ
い
て

「
外
国
人
材
の
受
入
れ
・
共
生
の
た
め

の
総
合
的
対
応
策
」（
２
０
２
４
年
６
月

２１
日
関
係
閣
僚
会
議
決
定
）
な
ど
も
踏
ま

え
、
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
も
、
地
域

の
実
情
に
応
じ
た
多
文
化
共
生
の
推
進
に

係
る
取
り
組
み
を
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
総
務
省
に
お
い
て
は
所
要
の
地
方

財
政
措
置
を
講
じ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
ず
、
地
方
単
独
事
業
分
と
し
て
、
①

外
国
人
の
相
談
ニ
ー
ズ
に
適
切
に
対
応
す

る
た
め
の
通
訳
業
務
の
委
託
、
翻
訳
機
器
の
配
備
、
行
政
・

生
活
情
報
の
翻
訳
等
の
行
政
・
生
活
情
報
の
多
言
語
化
②

多
文
化
共
生
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
活
用
や
多
文
化
共
生
地
域

会
議
の
開
催
③
地
域
に
出
向
い
て
行
う
生
活
オ
リ
エ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
等
の
実
施
④
災
害
時
に
お
け
る
外
国
人
へ
の
情

報
伝
達
や
外
国
人
向
け
防
災
対
策
（
災
害
・
防
災
情
報
の

翻
訳
、
災
害
時
に
外
国
人
対
応
を
行
う
人
材
の
養
成
、
災

も
有
用
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

総
務
省
お
よ
び
消
防
庁
で
は
、「
災
害
発
生
時
に
お
け

る
外
国
人
の
避
難
支
援
等
に
つ
い
て
」（
令
和
６
年
７
月

１7
日
総
行
外
第
５
号
・
総
行
国
第
１
０
２
号
・
総
国
研
第

50
号
・
消
防
消
第
２
２
０
号
・
消
防
災
第
１
５
３
号
・
消

防
国
第
７５
号
・
消
防
運
第
５９
号
・
消
防
地
第
４
９
２
号
・

消
防
情
第
１
７
５
号
）
と
し
て
通
知
を
発
出
し
、
そ
の
中

害
多
言
語
支
援
セ
ン
タ
ー
等
の
設
置
・
運
営
な
ど
）
⑤
定

住
外
国
人
子
弟
等
に
対
す
る
就
学
支
援
策
（
就
学
状
況
、

通
学
等
の
状
況
の
調
査
、
就
学
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
実
施
、
就

学
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
・
配
布
な
ど
）
に
要
す
る
経
費

等
に
対
し
て
地
方
交
付
税
措
置
を
講
じ
て
い
る
。

ま
た
、
国
庫
補
助
事
業
分
と
し
て
、
外
国
人
受
入
環
境

整
備
交
付
金
（
法
務
省
所
管
）
を
活
用
し
て
行
う
一
元
的

相
談
窓
口
の
運
営
に
係
る
地
方
負
担
、
文
化
芸
術
振
興
費

補
助
金
（
地
域
日
本
語
教
育
の
総
合
的
な
体
制
づ
く
り
推

進
事
業
）（
文
部
科
学
省
所
管
）
を
活
用
し
て
行
う
外
国

人
材
の
受
入
れ
・
共
生
の
た
め
の
地
域
日
本
語
教
育
推
進

事
業
に
係
る
地
方
負
担
に
つ
い
て
も
地
方
交
付
税
措
置
を

講
じ
て
い
る
。

お
わ
り
に

今
後
、
在
留
外
国
人
数
は
一
層
増
加
す
る
と
と
も
に
、

滞
在
期
間
の
長
期
化
・
定
住
化
、
家
族
帯
同
の
増
加
等
も

見
込
ま
れ
る
中
、
生
活
者
と
し
て
の
外
国
人
を
受
け
入
れ

る
上
で
は
、
地
域
社
会
全
体
で
の
取
り
組
み
が
重
要
で
あ

る
。
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
は
、
改
訂
後
の
多
文
化
共

生
推
進
プ
ラ
ン
や
、
多
文
化
共
生
事
例
集
を
参
照
し
な
が

ら
、
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た
多
文
化
共
生
に
係
る
指
針

等
の
策
定
、
見
直
し
等
を
行
い
、
一
層
の
多
文
化
共
生
施

策
の
推
進
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
総
務
省

と
し
て
は
、
関
係
府
省
と
連
携
し
、
地
方
公
共
団
体
に
対

し
て
、
国
の
施
策
や
地
方
公
共
団
体
の
好
事
例
に
係
る
情

報
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
必
要
な
地
方
財
政
措
置
を
講

じ
る
等
の
取
り
組
み
を
通
じ
、
引
き
続
き
地
方
公
共
団
体

の
取
り
組
み
を
支
援
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

⽀援体制の整備

在住外国⼈向け防災⾏動計画
(マイ・タイムライン)検討ツール

災害時多⾔語⽀援のための
⼿引き及び⽂例集

１．平常時

３．災害多⾔語⽀援センターの閉鎖

災害時多⾔語表⽰
シート及び啓発動画

避難者登録カード＆⾷材の
絵⽂字(FOOD PICT)

多⾔語指さしボード

災害時外国⼈⽀援⽤
ピクトグラム

防災訓練・避難所運営準備

注意喚起・避難情報の発信

避難誘導・災害情報の発信

避難所の巡回

外国⼈のニーズ把握・対応

多⾔語での相談対応

災害多⾔語⽀援センター等の設置・運営

２．災害発⽣時
(災害発⽣直前→初動対応期→避難⽣活期→⽣活再建期)

⾃治体国際化協会 多⽂化共⽣課HP

災害に係る外国⼈⽀援ツール
－⾃治体国際化協会（CLAIR）が提供する各種ツール－

自治体国際化協会作成資料（タイトルのみ加工）

図 3
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TOPICS
トピックスは

じ
め
に

２
０
２
４
年
は
、
政
府
が
地
方
創
生
の

取
り
組
み
を
開
始
し
て
か
ら
１０
年
目
と
な

る
、
節
目
の
年
で
あ
る
。
地
方
創
生
の
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
情
報
面
か
ら
支
援

す
る
た
め
に
、地
方
創
生
の
「
三
本
の
矢
」

の
一
つ
と
し
て
２
０
１
５
年
４
月
に
提
供

を
開
始
し
た
「
地
域
経
済
分
析
シ
ス
テ
ム

（
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
＝
リ
ー
サ
ス
）」
も
今
年
で

１０
年
目
を
迎
え
た
。
ま
た
、
新
た
に
２
０

２
４
年
１
月
末
か
ら
、「
デ
ジ
タ
ル
田
園

都
市
国
家
構
想
デ
ー
タ
分
析
評
価
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
（
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ａ
＝
レ
イ
ダ
）」

の
提
供
を
開
始
し
た
。
本
稿
で
は
、
Ｒ
Ｅ

Ｓ
Ａ
Ｓ
と
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ａ
に
つ
い
て
、
そ
の

概
要
や
普
及
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
た

い
。Ｒ

Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
と
は

「
地
域
経
済
分
析
シ
ス
テ
ム
」
は
、
全

国
各
地
で
の
地
方
創
生
の
取
り
組
み
に
対

す
る
情
報
面
の
支
援
と
し
て
、
２
０
１
５

年
４
月
か
ら
経
済
産
業
省
お
よ
び
内
閣

官
房
／
内
閣
府
が
提
供
し
て
い
る
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
あ
る
。
地
域
経
済
分
析
シ
ス

テ
ム
を
英
訳
し
た
「
Ｒ
ｅ
ｇ
ｉ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ　

�

Ｅ
ｃ
ｏ
ｎ
ｏ
ｍ
ｙ　

Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ　

Ａ
ｎ
ａ
ｌ
ｙ
ｚ
ｉ
ｎ
ｇ　

Ｓ
ｙ
ｓ
ｔ
ｅ
ｍ
」

の
頭
文
字
を
と
っ
て
、「
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
（
リ

ー
サ
ス
）」
と
い
う
通
称
で
親
し
ま
れ
て

い
る
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
あ
れ
ば
、

誰
で
も
無
料
で
、
い
つ
で
も
使
う
こ
と
が

で
き
る
。

Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
上
で
は
公
的
統
計
（
政
府

や
行
政
機
関
が
作
成
し
て
い
る
統
計
）
や

民
間
企
業
が
提
供
し
て
い
る
デ
ー
タ
な

ど
、
官
民
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
搭
載
し
て

い
る
。
各
デ
ー
タ
は
、
分
野
ご
と
に
「
マ

ッ
プ
」
と
し
て
分
か
れ
て
お
り
、
現
時
点

で
は
、「
人
口
マ
ッ
プ
」「
産
業
構
造
マ
ッ

プ
」「
観
光
マ
ッ
プ
」
な
ど
、
全
部
で
９

種
類
の
マ
ッ
プ
が
存
在
し
て
い
る
。
各
マ

ッ
プ
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
ご
と
に
、

デ
ー
タ
を
グ
ラ
フ
や
地
図
上
に
表
示
す
る

「
メ
ニ
ュ
ー
」が
存
在
し
て
お
り
、例
え
ば
、

「
人
口
マ
ッ
プ
」
の
中
に
は
、「
人
口
構
成
」

「
人
口
増
減
」「
将
来
人
口
推
計
」
と
い
っ

た
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
る
。
こ
の「
メ
ニ
ュ
ー
」

は
、
現
時
点
で
８６
種
類
あ
り
、
ユ
ー
ザ
ー

の
目
的
や
関
心
分
野
に
応
じ
て
さ
ま
ざ
ま

な
デ
ー
タ
に
簡
単
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き

る
。Ｒ

Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
の
操
作
は
非
常

に
簡
単
で
、
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
か

ら
、
使
用
し
た
い
マ
ッ
プ
、
メ

ニ
ュ
ー
を
選
択
し
、
表
示
し
た

い
都
道
府
県
も
し
く
は
市
区
町

村
や
、
表
示
す
る
デ
ー
タ
の
種

類
な
ど
を
必
要
に
応
じ
て
選
択

す
る
だ
け
だ
。
折
れ
線
グ
ラ
フ

や
棒
グ
ラ
フ
、
円
グ
ラ
フ
、
ツ

リ
ー
マ
ッ
プ
な
ど
、
わ
か
り
や

す
い
形
式
で
地
域
経
済
の
デ
ー

タ
を
可
視
化
す
る
こ
と
が
で
き

る
。誰

で
も
簡
単
に
活
用
で
き
る

Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
は
、
全
国
各
地
の

地
方
公
共
団
体
の
地
方
版
総
合

戦
略
や
、
学
生
の
総
合
探
求
の
授
業
、
民

間
企
業
の
商
圏
分
析
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

主
体
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
活
用
い
た

だ
い
て
い
る
。

Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ａ
と
は

「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
デ
ー

タ
分
析
評
価
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
Ｒ
Ａ

Ｉ
Ｄ
Ａ
＝
レ
イ
ダ
）」
は
、
２
０
２
４
年

１
月
末
に
内
閣
官
房
／
内
閣
府
が
立
ち
上

げ
た
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
だ
。Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ａ
は
、

政
策
課
題
別
に
デ
ー
タ
を
表
示
し
、
よ
り

政
策
課
題
と
結
び
付
け
た
形
で
の
デ
ー
タ

提
供
を
目
指
す
と
と
も
に
、「
デ
ジ
タ
ル

実
装
を
通
じ
て
地
方
に
都
市
の
便
利
さ
を

―
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
と
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ａ
―

地
域
経
済
の
見
え
る
化
に
向
け
た
取
り
組
み

RESASウェブサイトQRコード

RAIDA ウェブサイトQRコード

田
切　

麻
紀
子

内
閣
官
房
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
実
現
会
議
事
務
局 

内
閣
府
地
方
創
生
推
進
室
　
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
チ
ー
ム
　 

参
事
官
補
佐
（
総
括
）
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提
供
す
る
」
と
い
う
方
針
を
掲
げ
る
デ
ジ

タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
を
後
押
し
す
る

た
め
の
デ
ー
タ
提
供
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

と
し
て
立
ち
上
が
っ
た
。
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ａ
と

い
う
名
称
は
、
ア
ラ
ビ
ア
語
の
単
語
「
Ｒ

Ａ
Ｉ
Ｄ
Ａ
（
先
導
者
・
探
究
者
）」
か
ら

名
付
け
て
お
り
、「
地
域
の
課
題
を
分
析

し
考
察
し
、
デ
ー
タ
の
利
活
用
と
デ
ジ
タ

ル
田
園
都
市
国
家
構
想
を
加
速
さ
せ
る

（
Ｒ
ｅ
ｇ
ｉ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ　

ｉ
ｓ
ｓ
ｕ
ｅ
ｓ
，　

Ａ
ｎ
ａ
ｌ
ｙ
ｓ
ｉ
ｓ　

Ｉ
ｎ
ｓ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
，　

Ｄ
ａ
ｔ
ａ－

ｄ
ｒ
ｉ
ｖ
ｅ
ｎ　
ａ
ｎ
ｄ　

Ｄ
ｉ
ｇ
ｉ
ｔ
ａ
ｌ
，　

Ａ
ｃ
ｃ
ｅ
ｌ
ｅ
ｒ�

ａ
ｔ
ｅ
）」
と
い
う
意
味
合
い
も
持
た
せ

て
い
る
。

２
０
２
０
年
６
月
か
ら
２
０
２
４
年
３

月
末
ま
で
提
供
し
て
い
た
Ｖ－

Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ

Ｓ
の
提
供
デ
ー
タ
を
一
部
引
き
継
い
だ

「
感
染
症
か
ら
の
旅
行
回
復
」、
物
価
高
騰

の
影
響
を
可
視
化
し
た
「
物
価
高
騰
・
円

安
」、
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
交

付
金
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
実
装
の
取
り
組
み

を
地
図
上
に
可
視
化
し
、
フ
リ
ー
ワ
ー
ド

で
交
付
金
採
択
事
例
を
検
索
で
き
る
「
デ

ジ
タ
ル
実
装
」
の
３
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し

て
い
る
。
こ
ち
ら
も
無
料
で
、
誰
で
も
、

い
つ
で
も
使
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
。ま

た
、
使
用
を
希
望
す
る
地
方
公
共
団

体
に
は
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
デ
ー
タ

分
析
支
援
サ
ポ
ー
ト
機
能
で
あ
る
、「
Ｒ

Ａ
Ｉ
Ｄ
Ａ－

Ａ
Ｉ
」
の
ア
カ
ウ
ン
ト
を
提

供
し
て
い
る
。
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ａ－

Ａ
Ｉ
は
、

地
域
を
入
力
す
る
と
、
グ
ラ
フ
を
描
写
す

る
と
と
も
に
、
生
成
Ａ
Ｉ
が
グ
ラ
フ
か
ら

読
み
取
れ
る
デ
ー
タ
解
釈
や
、
注
力
す
べ

き
施
策
の
方
向
性
に
関
す
る
提
案
を
す
る

こ
と
で
、
効
率
的
な
デ
ー
タ
分
析
を
支
援

す
る
機
能
だ
。
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ａ－

Ａ
Ｉ
を
開

発
し
た
背
景
に
は
、「
デ
ー
タ
分
析
に
関

す
る
知
見
の
不
足
」
や
、「
デ
ー
タ
分
析

業
務
に
か
け
ら
れ
る
時
間
の
不
足
」
が
、

地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
デ
ー
タ
利
活
用

の
ハ
ー
ド
ル
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
課
題
意
識
が
あ
る
。
新
し
い
技

術
で
あ
る
生
成
Ａ
Ｉ
に
よ
っ
て
、
知
見
や

時
間
の
不
足
を
補
い
、
デ
ー
タ
分
析
業
務

に
向
き
合
う
地
方
公
共
団
体
職
員
の
皆
様

を
支
援
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
る
。

２
０
２
４
年
７
月
１
日
時
点
で
は
、「
人

口
減
少
」
に
関
す
る
デ
ー
タ
分
析
支
援
機

能
を
実
装
し
て
お
り
、
全
国
の
３
３
６
団

体
に
ご
活
用
い
た
だ
い
て
い
る
。

活
用
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み

内
閣
官
房
／
内
閣
府
で
は
、
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ

Ｓ
や
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ａ
を
通
し
て
、
地
方
公
共

団
体
を
は
じ
め
、
地
域
の
商
工
団
体
や
民

間
企
業
の
方
、
学
生
、
教
育
機
関
等
の
地

域
の
担
い
手
の
方
の
デ
ー
タ
利
活
用
を
支

援
す
べ
く
、
全
国
各
地
の
地
方
経
済
産
業

局
等
と
連
携
し
て
の
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
研
修
の

実
施
や
、
全
国
規
模
で
の
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
を

活
用
し
た
政
策
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト

（
地
方
創
生
☆
政
策
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス

ト
）
の
実
施
、
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
活
用
事
例
を

集
め
て
公
開
し
て
い
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

「
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ　

Ｐ
ｏ
ｒ
ｔ
ａ
ｌ
」
の
開

発
・
運
用
な
ど
の
利
活
用
促
進
の
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
る
。
地
方
創
生
☆
政
策
ア

イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
今
年
１０
回
目
の

開
催
と
な
る
。
今
年
は
、
６
月
１１
日
～
９

月
１９
日
ま
で
応
募
を
受
け
付
け
て
お
り
、

中
高
生
や
、地
方
公
共
団
体
の
職
員
の
方
、

民
間
企
業
の
方
な
ど
、
ど
な
た
で
も
ご
応

募
い
た
だ
く
こ
と
が
可
能
な
の
で
、
ぜ
ひ

ご
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

　

Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
も
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ａ
も
、
無
償

で
活
用
で
き
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
の
で
、

ぜ
ひ
積
極
的
に
ご
活
用
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
や
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ａ
へ
の
ご

意
見
や
ご
要
望
が
あ
る
方
、
当
室
の
取
り

組
み
に
関
心
の
あ
る
方
は
、
当
室

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
願
い
た
い
。

地方創生☆政策アイデアコンテスト 2023 表彰式の様子

地方創生☆政策アイデアコンテスト 2024 ウェブサイトQRコード

●お問い合わせ先
　�内閣官房デジタル田園都市国家構想実現会議事務局／内閣府地方創生推進室　
ビッグデータチーム　https://form.cao.go.jp/chiiki/opinion-0171.html
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観
光
地
は
な
く
と
も
…

綾
瀬
市
は
、
神
奈
川
県
の
ほ
ぼ
中
央
、

都
心
か
ら
約
40
キ
ロ
に
位
置
し
、
人
口
約

８
万
３
０
０
０
人
、
世
帯
数
約
３
万
６
０

０
０
の
ま
ち
で
あ
る
。
22
平
方
キ
ロ
の
市

域
の
う
ち
約
18
％
を
在
日
米
軍
・
海
上
自

衛
隊
に
よ
る
厚
木
基
地
が
占
め
て
お
り
、

遠
く
に
は
富
士
山
を
望
み
、
中
央
部
に
は

特
産
品
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
な
ど
の
広
大
な
畑
が
広
が
る
。
自
然

豊
か
な
面
が
あ
る
一
方
で
、
県
内
で
も
有

数
の
企
業
集
積
を
誇
る
「
も
の
づ
く
り
の

ま
ち
」
だ
。
鉄
道
駅
が
な
く
、
特
出
し
た

観
光
地
も
な
い
綾
瀬
市
に
お
い
て
近
年
、

数
多
く
の
映
画
や
ド
ラ
マ
な
ど
の
作
品
が

撮
影
さ
れ
、「
ロ
ケ
の
ま
ち
」
と
し
て
脚

光
を
浴
び
て
い
る
。

綾
瀬
市
で
初
開
催
と
な
っ
た
実
践
塾
で

は
、ロ
ケ
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
に
取
り
組
み
、

10
年
を
迎
え
た
同
市
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
、

「
何
で
も
な
い
風
景
」
を
ロ
ケ
地
に
活
用

す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
、
官
民
が
一
体
と
な
っ
た

ロ
ケ
受
け
入
れ
体
制
の
構
築
な
ど
を
中
心

に
講
義
を
実
施
し
た
。
観
光
資
源
の
な
い

自
治
体
に
お
い
て
、
い
か
に
誘
客
を
促
進

し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
か

考
え
る
貴
重
な
機
会
に
な
っ
た
。

官
民
連
携
の
誘
致
体
制
が
強
み

綾
瀬
市
が
推
進
し
て
い
る
ロ
ケ
ツ
ー
リ

ズ
ム
は
、
映
画
や
ド
ラ
マ
な
ど
の
ロ
ケ
地

を
観
光
資
源
と
し
て
活
用
し
、
観
光
客
が

そ
の
地
域
を
来
訪
す
る
き
っ
か
け
と
す
る

取
り
組
み
で
あ
る
。既
存
の
建
物
や
自
然
、

グ
ル
メ
な
ど
を
生
か
す
ロ
ー
コ
ス
ト
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
、
行
政
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
地
域
住
民
、
撮
影
ス
タ
ッ
フ
、

作
品
フ
ァ
ン
の
３
者
が
メ
リ
ッ
ト
を
享
受

で
き
る
。
京
都
の
よ
う
に
観
光
コ
ン
テ
ン

ツ
に
恵
ま
れ
て
い
な
く
て
も
、
全
国
、
ど

の
自
治
体
で
も
参
入
が
可
能
だ
が
、
単
純

に
ロ
ケ
を
誘
致
し
た
だ
け
で
は
、
観
光
資

源
化
さ
れ
ず
、
ロ
ケ
の
受
け
入
れ
段
階
か

ら
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
向
け
た
準
備
を
す

る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
中
、平
成
25
年
４
月
に「
あ

や
せ
商
業
者
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
立
ち
上
げ
、有
識
者
の
助
言
の
下
、

「
ロ
ケ
と
グ
ル
メ
に
よ
る
地
域
活
性
化
事

業
」
を
開
始
。
そ
の
後
10
年
、
ロ
ケ
誘
致

の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
、
こ
れ
ま
で

に
１
７
２
作
品
の
ロ
ケ
受
け
入
れ
を
行
っ

て
い
る
。

ロ
ケ
地
と
し
て
選
ば
れ
る
た
め
に
は
、

撮
影
地
と
し
て
適
し
た
場
所
で
あ
る
こ
と

を
訴
求
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
綾
瀬

市
で
は
市
長
を
筆
頭
と
し
た
官
民
一
体
で

の
ロ
ケ
受
け
入
れ
体
制
が
強
み
と
な
っ
て

い
る
。
市
独
自
に
よ
る
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

サ
ー
ビ
ス
サ
イ
ト
を
構
築
し
、
撮
影
の
許

認
可
等
に
関
わ
る
各
種
団
体
の
協
議
体
で

あ
る
綾
瀬
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
推
進

協
議
会
を
通
じ
、官
民
が
連
携
し
て
い
る
。

都
心
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
を
生
か

し
、
撮
影
し
や
す
い
ロ
ケ
受
け
入
れ
体
制

を
構
築
し
た
こ
と
で
、
地
域
活
性
化
の
取

り
組
み
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

活
性
化
へ
の
道
筋
を
議
論

講
義
１
日
目
は
「
ロ
ケ
に
よ
る
地
域
活

性
化
」
を
テ
ー
マ
に
綾
瀬
市
が
ロ
ケ
誘
致

へ
至
っ
た
経
過
や
取
り
組
み
事
例
、
ロ
ケ

地
と
し
て
選
ば
れ
る
た
め
の
手
法
な
ど
を

中
心
に
、「
行
政
」「
民
間
」「
制
作
」
そ

れ
ぞ
れ
の
視
点
で
「
綾
瀬
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

サ
ー
ビ
ス
」
の
こ
れ
ま
で
の
10
年
の
取
り

組
み
事
例
を
中
心
に
ロ
ケ
受
け
入
れ
に
必

要
な
考
え
方
に
つ
い
て
講
義
を
行
っ
た
。

第
１
部
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
ロ
ケ
の
取

り
組
み
を
軸
に
ロ
ケ
誘
致
を
始
め
る
き
っ

か
け
や
具
体
的
な
取
り
組
み
事
例
に
つ
い

て
の
説
明
を
行
っ
た
。
第
２
部
で
は
ロ
ケ

誘
致
の
民
間
組
織
で
あ
る
「
あ
や
せ
市
ブ

タ
ッ
コ
リ
～
ロ
ケ
隊
」
隊
長
の
比
留
川
実

氏
を
迎
え
、
市
民
視
点
で
の
ロ
ケ
誘
致
、

グ
ル
メ
開
発
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て

説
明
を
し
て
い
た
だ
い
た
。

第
３
部
で
は
、
映
像
制
作
会
社
「
㈱
ド

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
方
創
生
の
担
い
手
と
な
る
人
材
の
養
成
を
目
的

に
「
地
方
創
生
実
践
塾
」
を
実
施
し
て
い
る
。
5
月
31
日
（
金
）、
6
月
1
日
（
土
）

に
神
奈
川
県
綾
瀬
市
で
開
催
さ
れ
た
実
践
塾
に
つ
い
て
、
主
任
講
師
の
平
野
義
久
氏

に
ご
報
告
い
た
だ
い
た
。（
企
画
・
人
材
育
成
グ
ル
ー
プ
）

何
も
な
い
ま
ち
が
ロ
ケ
の
聖
地
に

―
ロ
ケ
誘
致
に
よ
る
地
域
活
性
化
―

●

綾
瀬
市
商
業
観
光
課
長

平
野
　
義
久

地
方
創
生
実
践
塾 

神
奈
川
県
綾
瀬
市

講義の様子
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ラ
ゴ
ン
ロ
ケ
ッ
ト
」
の
松
村
龍
一
氏
に
綾

瀬
市
の
ロ
ケ
誘
致
の
強
み
な
ど
を
制
作
会

社
目
線
で
説
明
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
行

政
や
地
域
に
求
め
ら
れ
る
ロ
ケ
誘
致
の
体

制
や
魅
力
的
な
ロ
ケ
地
に
つ
い
て
話
し
て

も
ら
っ
た
。
最
後
に
第
４
部
と
し
て
、
第

１
部
か
ら
第
３
部
ま
で
の
講
師
に
、
ロ
ケ

誘
致
立
ち
上
げ
当
初
か
ら
ト
ッ
プ
セ
ー
ル

ス
で
誘
致
を
け
ん
引
し
て
き
た
古
塩
政
由

綾
瀬
市
長
（
当
時
、令
和
６
年
７
月
退
任
）

を
加
え
た
４
名
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
視

点
に
基
づ
き
ロ
ケ
誘
致
に
よ
る
地
域
の
活

性
化
に
つ
い
て
、
受
講
者
か
ら
の
質
疑
も

交
え
、活
発
な
意
見
交
換
の
場
と
な
っ
た
。

「
あ
の
場
所
」
が
ロ
ケ
現
場
に

２
日
目
は
、
こ
れ
ま
で
撮
影
が
行
わ
れ

た
ロ
ケ
現
場
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を

実
施
し
た
。
市
内
４
カ
所（
バ
ス
事
業
者
、

神
社
、
公
園
、
市
役
所
）
を
回
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
撮
影
地
に
お
け
る
ロ
ケ
受
け
入
れ

の
課
題
や
制
作
者
側
の
ロ
ケ
地
選
定
の
視

点
に
つ
い
て
具
体
的
事
例
を
示
し
な
が
ら

質
疑
応
答
を
行
っ
た
。

そ
の
後
、「
自
分
が
監
督
だ
っ
た
ら
綾

瀬
市
で
ど
ん
な
映
画
が
撮
り
た
い
か
」
を

テ
ー
マ
に
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
実
施
。
制

作
側
か
ら
の
ロ
ケ
の
問
い
合
わ
せ
に
対
し

て
、
ロ
ケ
地
の
提
案
を
行
い
、
作
品
を
撮

影
し
、
最
後
に
市
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
げ
る
タ

イ
ア
ッ
プ
事
業
ま
で
を
制
作
者
と
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
双
方
の
視
点
を
通
じ

て
体
験
し
て
い
た
だ
い
た
。

ど
の
地
域
に
も
可
能
性

ロ
ケ
誘
致
の
取
り
組
み
は
、
映
像
を
通

し
て
ま
ち
が
映
し
出
さ
れ
る
こ
と
で
、
市

民
一
人
ひ
と
り
が
自
分
た
ち
の
住
む
地
域

や
暮
ら
し
の
価
値
を
再
発
見
し
、
シ
ビ
ッ

ク
プ
ラ
イ
ド
が
醸
成
さ
れ
る
効
果
が
あ

る
。
同
時
に
域
内
消
費
に
つ
な
が
る
仕
組

み
を
構
築
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ロ
ケ
誘
致

が
持
続
可
能
な
も
の
と
な
っ
て
い
く
と
考

え
る
。

観
光
地
ら
し
い
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
な
い

綾
瀬
市
で
も
「
あ
り
ふ
れ
た
日
常
風
景
」

を
武
器
に
ロ
ケ
の
受
け
入
れ
に
成
功
し
て

い
る
。
そ
れ
は
、
一
方
で
ど
の
地
域
で
も

成
功
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
実

践
塾
に
参
加
し
た
受
講
生
の
ま
ち
で
も
今

回
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
、
ロ
ケ
に
よ
る

地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し

た
い
。

地方創生実践塾（神奈川県綾瀬市）の概要

テーマ：�何もないまちがロケの聖地に�
～ロケ誘致による地域活性化～

事前セッション　�５月 14日（火）�
Ｚｏｏｍ開催

講義「綾瀬市の概要」　
講師：�綾瀬市商業観光課　�

主幹　稲谷　雄介氏

１日目　５月31日（金）
講義「これまでのロケの取組」
主任講師：平野　義久氏

講義「官民連携のロケ誘致について」
特別講師：比留川　実氏、大石　詩織氏

講義「制作会社から見た魅力的なロケ誘致」
特別講師：松村　龍一氏

パネルディスカッション
パネリスト：�古塩　政由氏、比留川　実氏、�

松村　龍一氏

２日目　６月１日（土）
フィールドワーク
特別講師：大石　詩織氏

グループワーク
主任講師：平野　義久氏

２日間のまとめ
主任講師：平野　義久氏

神社でのフィールドワークグループワークの様子

集合写真
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日
立
京
大
ラ
ボ
は
、
日
立
製
作
所
と
京

都
大
学
の
共
同
研
究
部
門
と
し
て
設
立
さ

れ
ま
し
た
。
人
と
社
会
の
未
来
研
究
院
の

広
井
良
典
教
授
や
文
学
研
究
科
哲
学
専
修

の
出
口
康
夫
教
授
な
ど
と
の
共
同
研
究
に

よ
り
、
地
域
活
性
化
や
相
互
扶
助
社
会
へ

の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
め
ざ
し
て
、
情
報

技
術
を
活
用
し
た
社
会
シ
ス
テ
ム
を
研
究

し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
「
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
未
来
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
で
は
、
地
方
分
散
型

社
会
が
日
本
の
持
続
可
能
性
に
と
っ
て
望

ま
し
い
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
て
い
ま
す

（
注
１
）。
ま
た
、
国
連
の
持
続
可
能
な
開

発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
で
は
、
社
会
・
環

境
・
経
済
の
三
つ
の
価
値
の
バ
ラ
ン
ス
を

取
っ
た
開
発
が
重
要
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
は
地
域
社
会
で
も
同
様
で
す
。

そ
こ
で
私
た
ち
は
、
よ
り
良
い
地
域
づ

く
り
を
め
ざ
し
て
、
地
域
施
策
の
三
つ
の

価
値
を
定
量
的
に
評
価
す
る
技
術
や
、
自

治
体
や
地
域
企
業
の
施
策
決
定
を
支
援
す

る
技
術
を
開
発
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

こ
れ
ら
の
技
術
を
発
展
さ
せ
、
地
域
住
民

の
互
助
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
支
援
す
る
「
デ

ジ
タ
ル
協
同
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

地
域
施
策
評
価
技
術

１
．
多
元
施
策
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
よ
る
持
続

可
能
な
社
会
を
め
ざ
し
て
、
地
域
経
済
に

関
わ
る
複
数
の
指
標
を
予
測
・
評
価
す
る

技
術
を
開
発
し
ま
し
た
（
注
2
）。

宮
崎
県
高
原
町
で
の
取
り
組
み
で
は
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
太
陽
光
発
電
、

小
規
模
水
力
発
電
）
の
導
入
に
お
け
る
、

経
済
循
環
（
域
内
分
配
率
）、
再
エ
ネ
自

給
率
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
、
住
民
負
担
コ
ス

ト
の
四
つ
の
指
標

で
施
策
評
価
を
実

施
し
ま
し
た
。
発

電
の
種
類
や
規
模

な
ど
の
条
件
を
変

化
さ
せ
て
２
万
通

り
の
施
策
案
を
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

し
、
四
つ
の
指
標

の
値
が
そ
れ
ぞ
れ

最
大
と
な
る
施
策

を
提
示
し
ま
し
た

（
図
１
）。
域
内
分

配
率
１
位
の
施
策

図 1　多元施策シミュレーションによって得られるシミュレーション結果の一例 宮崎県高原町でのワークショップの様子

地
域
の
営
み
を
デ
ジ
タ
ル
で
支
援

―
施
策
評
価
か
ら
「
協
同
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
へ
―

大
輪
　
美
沙

株
式
会
社
日
立
製
作
所

研
究
開
発
グ
ル
ー
プ
基
礎
研
究
セ
ン
タ
日
立
京
大
ラ
ボ

団体プロフィール
設立＝2016年
代表者＝�日立京大ラボ長・主管研究長　

水野弘之
構成人数＝10人

〈連絡先〉
〒606-8501
京都府京都市左京区吉田本町　�
京都大学国際科学イノベーション棟405
電話：075-753-9716
https://www.hitachi.oi.kyoto-u.ac.jp/

日立京大ラボ
（京都府京都市）

地域づくりの
現場から

地域づくり団体全国協議会
登録団体の紹介
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は
、再
エ
ネ
自
給
率
も
良
く
な
り
ま
す
が
、

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
や
コ
ス
ト
で
は
劣
っ
て
い

ま
す
。
一
方
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
削
減
１
位

の
施
策
は
、
域
内
分
配
率
と
コ
ス
ト
が
劣

っ
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
ど
れ
か
一
つ

の
指
標
を
良
く
す
る
と
、
別
の
指
標
が
劣

化
す
る
の
で
す
。
ゆ
え
に
、
施
策
決
定
者

は
地
域
の
特
徴
に
応
じ
て
多
元
的
な
指
標

の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
な
が
ら
施
策
を
選

択
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

多
元
施
策
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
カ

ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
限
ら
ず
、
住
民

の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
や
地
域
産
業
振
興

な
ど
に
関
す
る
施
策
の
多
元
的
価
値
を
比

較
評
価
す
る
手
助
け
に
な
り
ま
す
。

２
．
社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト
評
価

近
年
、
自
治
体
が
地
域
施
策
を
決
定
す

る
上
で
、
経
済
的
効
果
だ
け
で
な
く
、
長

期
的
な
地
域
貢
献（
社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト
）

が
重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
私
た

ち
は
、
主
観
的
な
価
値
観
を
取
り
入
れ
つ

つ
、
社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト
を
定
量
的
に
評

価
で
き
る
技
術
を
開
発
し
ま
し
た
。

高
原
町
で
の
取
り
組
み
で
は
、
町
役
場

職
員
の
協
力
で
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
写

真
）を
開
き
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
認
知
度
の
向
上
」

を
社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト
と
し
て
、
そ
れ
を

実
現
さ
せ
る
地
域
施
策
を
イ
ン
プ
ッ
ト
と

す
る
ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル
を
作
成
し
ま
し
た

（
図
２
）。
ロ
ジ
ッ
ク（
図
中
の
ブ
ロ
ッ
ク
）

間
の
つ
な
が
り
は
、人
の
価
値
観
（
良
し
・

悪
し
）
に
よ
っ
て
重
み
付
け
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
多
く
の
施
策
の
組
み

合
わ
せ
の
中
か
ら
、
社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト

に
対
し
て
影
響
が
高
い
、
も
し
く
は
住
民

が
受
け
入
れ
や
す
い
施
策
を
定
量
的
に
可

視
化
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト
評
価
は
、
多
元
施

策
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
客
観
的
な
結
果

を
踏
ま
え
つ
つ
、
住
民
の
主
観
的
な
価
値

観
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
地
域
が
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
め
る
施
策
を
比
較
検
討

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
協
同
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

地
域
活
性
化
に
向
け
て
地
産
地
消
や
共

同
事
業
を
進
め
る
上
で
、
地
域
施
策
評
価

技
術
に
加
え
て
、
参
加
住
民
の
合
議
や
運

用
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

私
た
ち
の
デ
ジ
タ
ル
協
同
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
は
、
民
主
的
な
経
営
・
意
思
決
定

（
合
議
）
と
適
正
な
リ
ソ
ー
ス
・
労
働
・

所
得
の
分
配
（
運
用
）
を
特
長
と
し
、
地

域
企
業
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
持
続
可
能
な

経
済
基
盤
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
合
議
の
事
前
準
備
と
し

て
施
策
を
立
案
す
る
た
め
の
多
元
施
策
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト

評
価
（
前
述
）、
施
策
に
対
す
る
合
議
を

支
援
す
る
た
め
の
合
意
形
成
フ
ァ
シ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
、
運
用
に
お
け
る
個
々
人
の
協

同
を
促
進
す
る
た
め
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ

診
断
と
行
動
変
容
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

の
技
術
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
（
図

３
）。
そ
し
て
、
こ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
上
に
、
地
域
課
題
に
即
し
た
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
、
ロ
ー
カ
ル
モ
ビ
リ
テ
ィ
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
な
ど

の
サ
ー
ビ
ス
が
載
り
ま
す
。

将
来
的
に
は
、
基
本
的
な
汎
用
ツ
ー
ル

と
し
て
デ
ジ
タ
ル
協
同
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
を
公
開
し
、
そ
の
上
で
地
域
に
合
わ
せ

た
サ
ー
ビ
ス
を
住
民
や
事
業
者
と
連
携
し

な
が
ら
展
開
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

注
１　

�

京
都
大
学「
Ａ
Ｉ
の
活
用
に
よ
り
、

持
続
可
能
な
日
本
の
未
来
に
向
け

た
政
策
を
提
言
」、
２
０
１
７
年

９
月
５
日

注
２　

�

京
都
大
学
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
に
向
け
た
地
域
政
策
の
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
方
法
を
開
発
」、

２
０
２
１
年
６
月
８
日

図２　社会的インパクト評価のワークショップで作成したロジックモデルの一例

図３　デジタル協同プラットフォームの構成イメージ
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秀
峰
蔵
王
連
峰
の
裾
野
に
位
置
す
る
宮

城
県
蔵
王
町
は
、
農
業
と
観
光
で
栄
え
て

き
ま
し
た
。
高
原
に
は
畜
産
、
平
野
に
は

果
樹
・
野
菜
の
農
家
が
多
数
存
在
し
、
国

内
屈
指
の
ブ
ラ
ン
ド
牛
や
県
内
有
数
の
生

産
量
を
誇
る
作
物
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

ま
た
、麓
に
位
置
す
る
遠
刈
田
温
泉
に
は
、

観
光
の
拠
点
と
な
る
多
く
の
温
泉
宿
泊
施

設
が
立
ち
並
ん
で
お
り
、
非
常
に
資
源
豊

か
な
ま
ち
で
す
。

し
か
し
、
人
口
は
昭
和
３３
年
の
１
万
７

１
４
１
人
を
ピ
ー
ク
に
、
令
和
６
年
２
月

末
に
は
１
万
１
０
２
７
人
に
ま
で
減
少
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
推
計
で
は
令
和
２２

年
に
８
６
０
２
人
に
ま
で
減
少
し
、
高
齢

化
率
が
４８
・
９
％
と
２
人
に
１
人
が
高
齢

者
に
な
る
見
込
み
で
す
。

き
っ
か
け
は
青
少
年
の
言
葉

私
は
、
本
事
業
の
企
画
前
か
ら
青
少
年

教
育
と
い
う
分
野
に
携
わ
っ
て
い
ま
し

た
。
青
年
団
体
や
子
ど
も
会
、ジ
ュ
ニ
ア
・

リ
ー
ダ
ー（
地
域
の
年
少
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

と
い
っ
た
組
織
と
活
動
を
共
に
す
る
た

め
、
青
少
年
世
代
の
町
民
と
関
わ
る
機
会

が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
と
あ
る
事
業
で

ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
が
他
市
町
村
と
交

流
す
る
際
、
ま
ち
の
魅
力
を
紹
介
す
る
新

聞
を
作
製
す
る
機
会
が
あ
っ
た
の
で
す

が
、「
な
に
も
な
い
」「
虫
ば
っ
か
り
」
と

い
っ
た
、
マ
イ
ナ
ス
な
意
見
ば
か
り
が
上

が
り
ま
し
た
。

で
は
、
何
が
あ
れ
ば
魅
力
的
な
町
な
の

か
、
と
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
に
尋
ね
る

と
「
洋
服
と
か
が
買
え
る
店
」「
映
画
館
」

と
い
っ
た
「
商
業
施
設
が
あ
っ
た
ら
魅
力

的
な
ま
ち
」
と
い
う
結
論
に
至
っ
た
よ
う

で
し
た
。
確
か
に
、
蔵
王
町
に
は
大
型

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
も
な
い
し
、
ア
ク

セ
ス
す
る
た
め
の
公
共
交
通
機
関
の
利
便

性
も
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。か
く
言
う
私
も
、

現
在
の
仕
事
に
就
く
ま
で
は
、
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
モ
ー
ル
や
駅
に
歩
い
て
ア
ク
セ
ス
で

き
る
く
ら
い
の
、
い
わ
ゆ
る
「
都
会
」
に

住
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
や
り
と
り
の
中
で
、
ふ
と
小
学
校

時
代
の
先
生
の
言
葉
を
思
い
出
し
ま
し

た
。「
蔵
王
連
峰
は
本
当
に
美
し
い
。毎
日
、

こ
の
素
晴
ら
し
い
景
色
を
眺
め
な
が
ら
出

勤
す
る
の
は
と
て
も
気
持
ち
が
い
い
し
、

こ
こ
に
住
ん
で
い
る
皆
が
本
当
に
う
ら
や

ま
し
い
」。当
時
は「
大
げ
さ
だ
な
」と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、改
め
て
周
り
を
見
る
と
、

そ
こ
か
し
こ
に
魅
力
が
転
が
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
、
と
思
い
返
す
き
っ
か
け
に

な
り
ま
し
た
。

魅
力
の
数
は
無
限
大
！？

そ
ん
な
き
っ
か
け
か
ら
、
町
民
と
共
に

蔵
王
町
の
魅
力
を
掘
り
起
こ
し
た
い
と
思

い
、
令
和
４
年
に
「
知
ら
れ
ざ
る
蔵
王
町

カ
ー
ド
を
つ
く
ろ
う
」
と
題
し
、
本
事
業

を
企
画
・
実
施
し
ま
し
た
。

カ
ー
ド
を
作
製
す
る
過
程
を
通
し
て
、

町
民
し
か
知
ら
な
い
、
逆
に
町
民
だ
か
ら

こ
そ
見
落
と
し
て
し
ま
う「
知
ら
れ
ざ
る
」

ま
ち
の
魅
力
を
掘
り
起
こ
す
活
動
を
行
え

ば
、
携
わ
っ
た
方
々
は
地
域
の
魅
力
を
再

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
完
成
し

た
カ
ー
ド
が
使
わ
れ
、
広
ま
る
こ
と
で
、

簡
単
に
蔵
王
町
の
「
知
ら
れ
ざ
る
」
魅
力

を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
、
ま
ち
の

フ
ァ
ン
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
期
待
し
ま
し
た
。

こ
の
蔵
王
町
カ
ー
ド
が
「
つ
く
ら
れ
・

つ
か
わ
れ
る
」
こ
と
で
、
地
域
課
題
に
率

先
し
て
取
り
組
む
こ
と
の
で
き
る
人
材
の

創
出
や
、
観
光
・
関
係
人
口
、
移
住
・
定

住
者
の
増
加
に
寄
与
し
、
活
力
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
の
一
翼
と
な
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
た
の
で
す
。

な
ぜ
カ
ー
ド
な
の
か

当
初
は
“
知
ら
れ
ざ
る
”
蔵
王
町
の
魅

力
を
載
せ
た
冊
子
を
作
製
し
よ
う
と
考
え

ま
し
た
。
地
域
の
魅
力
を
ま
と
め
た
刊
行

物
で
、
よ
く
目
に
す
る
の
は
観
光
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
や
マ
ッ
プ
。
し
か
し
、
本
事
業
で

は
以
下
の
五
つ
の
理
由
で
ト
レ
ー
デ
ィ
ン

グ
カ
ー
ド
と
い
う
形
に
し
ま
し
た
。

①�

『
作
製
者
が
一
枚
一
枚
に
思
い
入
れ
を

持
っ
て
く
れ
る
か
も
し
れ
な
い
』　

冊

地
方
創
生
に
向
け
て
〝
が
ん
ば
る
地
域
〟
応
援
事
業

（
宮
城
県
蔵
王
町
）

カ
ー
ド
づ
く
り
で
「
知
ら
れ
ざ
る
魅
力
」
発
掘

―
ゲ
ー
ム
ル
ー
ル
も
設
定
、
観
光
・
教
育
に
活
用
―

梶
原
　
一
貴

蔵
王
町
教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
課
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子
な
ど
で
素
材
を
ひ
と
ま
と
め
に
す
る

と
、
作
製
者
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
提
案
さ
れ

た
素
材
は
「
全
体
の
一
部
」
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
、
ト
レ
ー
デ
ィ

ン
グ
カ
ー
ド
で
あ
れ
ば
、
一
枚
一
枚
が

個
別
の
作
品
と
な
り
ま
す
。

②�

『
手
に
す
る
人
の
収
集
欲
求
を
刺
激
で

き
る
か
も
し
れ
な
い
』　

多
く
の
人
が

お
気
に
入
り
の
モ
ノ
を
集
め
た
経
験
が

あ
る
は
ず
。
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ー
ド

で
あ
れ
ば
、
頒
布
方
法
の
工
夫
次
第
で

「
収
集
し
た
い
」
と
い
う
欲
求
を
刺
激

す
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

③�

『
繰
り
返
し
見
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き

る
か
も
し
れ
な
い
』　

観
光
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
よ
う
な
冊
子
だ
と
、
用
件
が

終
わ
れ
ば
、
お
役
御
免
に
な
る
こ
と
が

大
半
。
し
か
し
、
ゲ
ー
ム
が
で
き
る
ト

レ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ー
ド
で
あ
れ
ば
、
繰

り
返
し
見
て
も
ら
え
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

④�

『
追
加
し
て
い
く
こ
と
が
容
易
』　

冊
子

な
ど
の
場
合
、
内
容
が
追
加
・
更
新
さ

れ
る
と
「
改
定
版
」
や
「
第
２
巻
」
の

刊
行
と
な
り
ま
す
が
、
ト
レ
ー
デ
ィ
ン

グ
カ
ー
ド
で
あ
れ
ば
、
新
し
い
も
の
が

で
き
た
ら
１
枚
か
ら
で
も
追
加
し
て
い

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⑤�

『
活
用
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
豊
富
』　

「
○
○
カ
ー
ド
は
○
○
商
店
に
行
く
と

も
ら
え
る
」
と
い
っ
た
よ
う
に
、
い
ろ

い
ろ
な
場
所
を
訪
問
す
る
き
っ
か
け
づ

く
り
や
、「
掲
載
ス
ポ
ッ
ト
を
巡
る
ツ

ア
ー
」
の
開
催
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

実
施
し
て
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
蔵
王
町
カ
ー

ド
づ
く
り
」
と
い
っ
た
地
域
を
知
る
学

習
な
ど
、
ア
イ
デ
ア
次
第
で
観
光
分
野

で
も
教
育
分
野
で
も
、
多
岐
に
わ
た
る

活
用
が
で
き
ま
す
。

活
動
経
過
と
こ
れ
か
ら

作
製
に
当
た
り
、
参
画
者
の
動
機
付
け

を
行
い
、
掲
載
す
る
素
材
を
半
年
か
け
て

集
め
ま
し
た
。１０
回
ほ
ど
の
活
動
を
経
て
、

約
１
０
０
種
類
の
「
ネ
タ
」
が
集
ま
り
、

令
和
４
年
度
末
に
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
「
蔵
王

町
カ
ー
ド
」が
完
成
し
、仮
の
ゲ
ー
ム
ル
ー

ル
を
設
定
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

翌
令
和
５
年
度
、
蔵
王
町
カ
ー
ド
の
広

め
方
に
つ
い
て
コ
ン
セ
プ
ト
か
ら
改
め
て

検
討
。
併
せ
て
、
親
し
み
や
す
い
新
た
な

ゲ
ー
ム
ル
ー
ル
を
検
討
・
設
定
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
手
に
取
り
た
い
と
思
う
よ
う
な

カ
ー
ド
の
デ
ザ
イ
ン
を
求
め
て
、
地
元
宮

城
の
「
仙
台
デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校
」
に
協

力
い
た
だ
き
カ
ー
ド
デ
ザ
イ
ン
の
コ
ン
ペ

を
実
施
。
１
１
３
名
の
学
生
に
作
成
い
た

だ
い
た
デ
ザ
イ
ン
の
中
か
ら
、
実
際
に
採

用
す
る
デ
ザ
イ
ン
を
参
画
者
で
選
定
し
ま

し
た
。

そ
し
て
、
デ
ー
タ
の
入
力
・
校
正
に
約

半
年
を
費
や
し
、
翌
令
和
６
年
２
月
に
初

版
「
蔵
王
カ
ー
ド
」
が
完
成
、
頒
布
を
開

始
す
る
に
至
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

令
和
６
年
５
月
現
在
、
蔵
王
町
カ
ー
ド

は
観
光
物
産
協
会
や
観
光
案
内
所
、
一
部

の
宿
泊
事
業
者
に
て
設
置
・
頒
布
に
協
力

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
無
料
ツ
ー

ル
を
使
っ
た
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
も
開
設
し
て

お
り
、
ウ
ェ
ブ
上
で
も
頒
布
で
き
る
体
制

を
整
備
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後

は
、
参
画
者
が
主
体
と
な
っ
て
カ
ー
ド
の

作
製
に
取
り
組
み
、
追
加
す
る
カ
ー
ド
の

情
報
収
集
・
選
定
を
継
続
的
に
行
う
と
と

も
に
、
行
政
や
民
間

事
業
者
と
連
携
し
、

カ
ー
ド
を
活
用
し
た

行
事
の
実
施
や
活
動

の
展
開
な
ど
、
よ
り

発
展
的
な
取
り
組
み

が
で
き
る
よ
う
支
援

し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

参画者の動機付けに実施した「知られざる蔵王町ツアー」

デザインコンペで入賞した仙台デザイン専門学校のみなさん

掲載するネタを整理する様子

完成した第１版「蔵王町カード」
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ら
で
あ
る
。
自
分
た
ち
の
利
益
だ
け
で
な

く
、
地
域
全
体
と
し
て
の
観
光
客
増
加
や

利
益
最
大
化
を
第
一
に
考
え
て
い
る
た

め
、
顧
客
情
報
の
提
供
を
は
じ
め
と
し
た

連
携
体
制
が
機
能
し
て
い
る
。

ま
と
め

日
本
に
お
け
る
「
観
光
」
や
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の

目
指
す
べ
き
姿
は
、
ツ
ェ
ル
マ
ッ
ト
の
事

例
と
異
な
る
部
分
も
あ
る
と
思
わ
れ
る

が
、
地
域
が
豊
か
に
な
る
た
め
に
地
域
全

体
で
継
続
的
な
利
益
を
生
み
出
そ
う
と
努

力
す
る
姿
勢
か
ら
学
べ
る
こ
と
は
多
い
。

〝
観
光
客
を
増
や
す
た
め
〟
の
取
り
組
み

だ
け
で
な
く
、「
5
年
先
、
10
年
先
も
選

ば
れ
る
場
所
に
な
る
た
め
に
今
、
何
を
す

べ
き
か
」
を
地
域
全
体
で
絶
え
ず
考
え
続

け
る
こ
と
が
大
切
だ
と
切
に
感
じ
た
。

※　

�Custom
er R

elationship�
 

M
anagem

ent

（
カ
ス
タ
マ
ー
・
リ

レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ッ
プ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
）
の
略
。
日
本
語
で
は
「
顧
客
関

係
管
理
」
と
訳
さ
れ
る
。
顧
客
情
報

を
管
理
・
分
析
し
、
顧
客
と
良
好
な

関
係
を
構
築
・
維
持
す
る
た
め
の
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
手
法
。

前
・
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
副
参
事

●
本
間　

歩�

　
（
山
形
県
鶴
岡
市�

�

食
文
化
創
造
都
市
推
進
課
主
事
）

を
持
ち
、
地
域
の
伝
統
や
文
化
、
産
業
、

自
然
環
境
を
守
り
な
が
ら
生
活
を
楽
し
ん

で
い
る
か
ら
こ
そ
で
あ
る
。こ
の
よ
う
に
、

観
光
名
所
や
特
産
品
だ
け
で
な
く
、「
ツ

ェ
ル
マ
ッ
ト
」
と
い
う
場
所
そ
の
も
の
を

ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
捉
え
、
ツ
ェ
ル
マ
ッ
ト

を
構
成
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
を
磨
き
上

げ
る
こ
と
で
、「
エ
コ
」「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
」

「
上
質
」
と
い
っ
た
街
全
体
の
ブ
ラ
ン
ド

イ
メ
ー
ジ
を
つ
く
り
上
げ
る
こ
と
に
成
功

し
て
い
る
。

調
査
概
要
② 

地
域
全
体
で
行
う
Ｃ
Ｒ
Ｍ
の
仕
組

みツ
ェ
ル
マ
ッ
ト
観
光
局
は
日
本
で
い
う

Ｄ
Ｍ
Ｏ
法
人
で
は
あ
る
が
、
ツ
ェ
ル
マ
ッ

ト
に
お
い
て
は
「
Ｄ
Ｍ
Ｏ
＝
組
織
」
で
は

な
く
「
Ｄ
Ｍ
Ｏ
＝
体
制
」
と
い
う
意
識
の

下
、
地
域
全
体
で
Ｃ
Ｒ
Ｍ
（
※
）
を
行
う

体
制
を
構
築
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
地

域
全
体
が
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
よ
う
な
存
在
と
も
い

え
る
。
観
光
関
連
事
業
者
が
取
得
し
た
顧

客
情
報
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
情
報
、

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
な
ど
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る

情
報
を
管
理
・
分
析
し
、
時
に
は
ア
ナ
ロ

グ
な
手
法
も
使
い
な
が
ら
細
や
か
な
対
応

を
行
っ
て
い
る
。

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
は
ツ
ェ
ル
マ
ッ

ト
観
光
局
が
担
っ
て
お
り
、
宿
泊
デ
ー
タ

を
は
じ
め
と
し
た
顧
客
デ
ー
タ
を
一
元
管

理
し
て
い
る
。
こ
の
仕
組
み
を
維
持
で
き

て
い
る
の
は
、
地
域
の
観
光
関
係
事
業
者

の
観
光
に
対
す
る
意
識
の
高
さ
が
あ
る
か

調
査
概
要
① 

地
域
全
体
を
ブ
ラ
ン
ド
化
す
る
取

り
組
み

ツ
ェ
ル
マ
ッ
ト
で
は
「
観
光
客
が
経
験

で
き
る
こ
と≒

ツ
ェ
ル
マ
ッ
ト
の
日
常
」

と
な
る
よ
う
な
仕
掛
け
が
随
所
に
散
り
ば

め
ら
れ
て
お
り
、
地
域
の
人
々
が
日
常
的

に
大
事
に
し
て
い
る
こ
と
や
楽
し
ん
で
い

る
こ
と
、
食
べ
て
い
る
も
の
、
使
っ
て
い

る
も
の
な
ど
に
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
触
れ

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
、
ツ
ェ
ル
マ

ッ
ト
の
人
々
が
自
分
た
ち
の
生
活
に
誇
り

海
外
調
査
報
告

ス
イ
ス
③

― DMO 先進地・ツェルマットから学ぶ ―
サステナブルな観光地経営と地域づくり

近年、社会課題の解決や経済的発展の手段として、全国各地で観光の活用に力を入れている。そのか
じ取り役として、観光地域づくり法人（DMO）への期待が高まっており、全国各地域で設立されている。
しかしながら、持続可能な体制の構築や役割分担の明確化などについて課題を抱えている地域も少なく
ない。こうした背景を踏まえ、DMO先進地であるスイス・ツェルマットにおける世界水準のDMOの
取り組みや組織体制、行政・関係団体との連携等について調査を行った。

ツェルマット観光局
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橋
本
市
は
、
和
歌
山
県
の
北
東
端
に
位
置
し
、
大
阪
府
と
奈
良

県
に
隣
接
す
る
人
口
約
５
万
９
０
０
０
人
の
ま
ち
で
す
。
本
市
で

は
、
こ
れ
ま
で
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
自
治
・
共
助
活
動
、
ま
ち
づ
く

り
な
ど
の
地
域
活
動
は
、
地
縁
組
織
で
あ
る
区
・
自
治
会
が
中
心

と
な
っ
て
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
組
織
の
構
成
員
減
少
や
人
と

人
と
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
、
地
域
課
題
の
複
雑
・
多
様
化
、
地

域
活
動
の
担
い
手
不
足
な
ど
か
ら
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
機
能

が
弱
ま
る
地
域
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

人
口
構
造
の
変
化
や
厳
し
い
財
政
状
況
な
ど
、
本
市
の
行
政
運

営
は
転
換
期
を
迎
え
て
お
り
、
時
代
潮
流
の
変
化
に
迅
速
か
つ
的

確
に
対
応
し
、
戦
略
的
に
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・
向
上
を
図
る

た
め
に
は
、「
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
推
進
が
不
可
欠
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
を
解
決
す
る
た
め
、

本
市
施
策
の
中
で
、現
在
取
り
組
ん
で
い
る
３
点
を
紹
介
し
ま
す
。

ま
ず
１
点
目
は
、「
持
続
可
能
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
発
展
交

付
金
（
通
称
・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
交
付
金
）」
で
す
。
こ
の
交
付
金
は
、

こ
れ
ま
で
区
・
自
治
会
に
、
事
業
別
に
支
出
し
て
い
た
行
政
事
務

委
託
料
、
生
ご
み
堆
肥
化
・
減
量
化
集
団
実
施
奨
励
金
、
ご
み
対

策
補
助
金
、
敬
老
会
事
業
補
助
金
、
防
犯
灯
電
気
料
金
を
一
つ
に

ま
と
め
、
住
民
自
治
の
振
興
お
よ
び
市
民
と
行
政
に
よ
る
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
目
的
と
し
て
、
令
和
４
年
度
か
ら
各
区
・

自
治
会
に
一
括
交
付
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

原
則
と
し
て
、
こ
の
交
付
金
の
使
途
は
、
各
区
・
自
治
会
に
任

せ
る
事
で
、
各
地
域
独
自
の
課
題
解
決
の
た
め
の
財
源
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
か
ら
は
、
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
活

動
に
対
し
て
も
交
付
金
の
上
乗
せ
を
行
い
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
活
性
化
さ
せ
る
事
で
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
社
会
・
持
続
可

能
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
継
続
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て

い
ま
す
。

２
点
目
は
、「
こ
ど
も
食
堂
」
で
す
。
貧
困
対
策
と
し
て
だ
け

で
は
な
く
、
教
育
と
福
祉
の
連
携
、
子
育
て
支
援
の
施
策
と
し
て
、

子
ど
も
が
安
心
で
き
る
地
域
の
居
場
所
づ
く
り
を
推
進
し
て
き
ま

し
た
。
運
営
は
、
地
域
と
の
協
働
に
よ
り
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
１１
団
体
が
こ
ど
も

食
堂
を
運
営
し
て
お
り
、
家
庭
等
で
の
支
援
が
必
要
と
思
わ
れ
る

子
ど
も
は
、
行
政
機
関
と
連
携
し
、
子
ど
も
の
支
援
に
つ
な
げ
て

い
ま
す
。
こ
ど
も
食
堂
の
立
ち
上
げ
に
つ
い
て
も
支
援
を
継
続
し

て
お
り
、
令
和
７
年
３
月
ま
で
に
市
内
１４
小
学
校
区
に
漏
れ
な
く

設
立
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
こ
ど
も
食
堂
の

ほ
か
、
高
齢
者
も
含
め
た
地
域
食
堂
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、「
地

域
食
堂
を
通
じ
た
居
場
所
づ
く
り
と
地
域
づ
く
り
」
も
推
進
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

最
後
に
３
点
目
は
、「
デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨
の
活
用
」
で
す
。
本

市
で
は
、
令
和
５
年
度
に
市
内
で
の
経
済
循
環
の
促
進
と
市
域
の

デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
す
る
た
め
、デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨
「
ハ
シ
モ
」

を
導
入
し
、
一
定
の
プ
レ
ミ
ア
ム
率
を
付
加
し
発
行
し
ま
し
た
。

今
年
度
の
取
り
組
み
と
し
て
、
市
民
参
画
に
よ
る
問
題
解
決
意

識
の
向
上
を
目
的
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
参
画

さ
れ
た
方
を
対
象
と
し
て
、「
ハ
シ
モ
」
を
ポ
イ
ン
ト
付
与
す
る

施
策
（
さ
ん
か
く
ポ
イ
ン
ト
）
を
取
り
入
れ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

こ
の
ポ
イ
ン
ト
は
デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨
と
し
て
、
地
域
店
舗
で
使

用
で
き
、
１
回
２
０
０
～
５
０
０
ポ
イ
ン
ト
（
１
ポ
イ
ン
ト
＝
１

円
相
当
）
の
付
与
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
り
、
運
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
う
ま
く
引
き

つ
が
れ
て
お
ら
ず
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
数
も
少
な
く
な
る
中
で
、

地
域
で
の
イ
ベ
ン
ト
を
継
続
さ
せ
る
た
め
の
環
境
づ
く
り
が
大
切

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
子
ど
も
た
ち
が
祭
り
を
企
画
し

参
画
し
て
く
れ
る
事
で
、
世
代
間
の
交
流
が
図
ら
れ
、
地
域
が
活

性
化
し
、
子
ど
も
た
ち
に
も
ポ
イ
ン
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
き
た
ら

と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
時
代
を
見
据
え
、
地
域
で
解
決
可
能
な
課
題
は
、

地
域
で
自
主
的
に
解
決
し
、
地
域
自
ら
の
創
意
工
夫
に
よ
り
持
続

可
能
で
よ
り
良
い
地
域
社
会
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
不
可

欠
で
す
。

今
回
紹
介
し
ま
し
た
三
つ
の
取
り
組
み
は
、
地
域
活
動
の
担
い

手
不
足
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
の
弱
体
化
な
ど
を
防
ぐ
た
め
の
一

つ
と
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
通
じ
、
市
民
と
行
政

が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
認
識
し
な
が
ら
、
市
民
が
あ
ら
ゆ
る
分
野

に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
に
主
体
的
に
参
画
で
き
る
環
境
を
整
え
、

多
様
な
主
体
に
よ
る
「
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
積
極
的
に

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「協働によるまちづくり」を
推進するために

和歌山県橋本市長 平木　哲朗
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敦賀市

福
井
県

307

敦賀市は福井県のほぼ中心に位置し、日本海に面した風光明
めい

媚
び

な港まちです。古くから交通の要衝として、京の都へ物
資を運ぶ中継地点でした。江戸時代には北前船の寄港地として昆
布の一大集積地となった敦賀では、特に昆布加工が盛んで、職人
が一枚一枚手作業で削って生産する「おぼろ昆布」は全国シェア
の８割以上を占めています。

港が栄えた敦賀は日本海側で初めて鉄道が通った街でもあり、
今でも鉄道に関する文化やストーリーが残っています。明治時代には敦賀港を利用したルートが日本からヨーロッパの最短ルートで、
たくさんの人が敦賀から海外に向かっていました。

そんな敦賀は2024年3月16日に北陸新幹線が金沢から延伸し、新幹線の通る街となりました。東京、京都・大阪、名古屋への始発
駅であり終着駅となり、鉄道と港のまちはさらに盛り上がっています。今年からは港のエリアを利用した、音楽祭「おぼろっく2024
～ TSURUGA MUSIC FESTIVAL」も開催され、若い世代をはじめたくさんの方に注目される街になることを期待しています。

█敦賀赤レンガ倉庫
敦賀の過去のまちなみを再現した「ジオラマ館」と「レストラン館」
があり、ノスタルジーを感じることができます

鉄道と港のまち鉄道と港のまち
敦賀敦賀

█敦賀のグルメ
左から、ソースカツ丼、おぼろ昆布、屋台ラーメン

█金ヶ崎緑地
敦賀港のシンボル緑地で潮風を肌に感じ
ながら、敦賀港を一望できます。おぼろっ
く2024が開催されるエリアです

█氣比神宮
市民に「けいさん」の愛称で親しまれる氣

け

比
ひ
神宮。朱塗りの木造大鳥居は日本三大木
造大鳥居の一つで、「日本百名月」にも認
定されました

█おぼろ昆布手すき体験
“ ここでしかできない ”
持続可能な観光体験。職
人の技を見て、体験して、
味わえる機会です

█人道の港敦賀ムゼウム
海外からの孤児や難民に手を差し伸べた史
実を紹介する、唯一無二の施設です

█敦賀まつり
市民総参加のもと、みこしや６基の
「山

や
車
ま
」が市内を練り歩きます

█樫
かし
曲
まがり
トンネル

日本遺産「海を越えた鉄道」の構成文化財
（国登録有形文化財）、旧北陸線トンネルの
一つです。廃線となった今も当時の姿のま
ま残っています
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外国人人材の受け入れが進み、飲食店や公共施設など身近な場所で外国人と接する機会が増えている。異なる文化や背景を持
つ人々がお互いを理解し、地域で協力し合って生活するための多文化共生の取り組みを紹介する。

多文化共生の地域づくり
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外国人住民が通訳ボランティアで参加した訓練
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キッチンで母国の家庭料理をつくる「日替わりシェフ」
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特 集
基調論文日

本
政
府
は
２
０
１
８
年
１２
月
に
入
管
法
を
改
定
し
、

在
留
資
格
「
特
定
技
能
」
を
創
設
し
て
以
来
、
外
国
人
労

働
者
の
受
け
入
れ
を
推
進
し
て
き
た
。
２
０
２
４
年
６
月

に
「
技
能
実
習
」
に
代
わ
る
在
留
資
格
と
し
て
「
育
成
就

労
」
を
創
設
す
る
入
管
法
改
定
が
行
わ
れ
、「
育
成
就
労
」

か
ら
「
特
定
技
能
」
へ
と
在
留
資
格
を
切
り
替
え
る
こ
と

で
外
国
人
労
働
者
の
定
住
化
を
可
能
と
す
る
新
た
な
受
け

入
れ
制
度
が
始
ま
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
う
し
て
、
外
国
人
住
民
を
地
域
で
受
け
入
れ
、
多
文

化
共
生
社
会
を
形
成
し
て
い
く
こ
と
が
日
本
に
と
っ
て
ま

す
ま
す
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
以
下
に
国
と
地
方

自
治
体
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
振
り
返
り
、
今
後
の

課
題
を
探
り
た
い
。

２
０
２
３
年
末
現
在
、
在
留
外
国
人
数
は
３
４
１
万
９

９
２
人
で
、
前
年
か
ら
１０
・
９
％
増
で
過
去
最
高
を
更
新

し
、
日
本
の
総
人
口
の
約
２
・
７
％
を
占
め
て
い
る
。
こ

の
１０
年
ほ
ど
の
間
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
た
２
０
２

０
年
と
２
０
２
１
年
を
除
く
と
、
右
肩
上
が
り
に
増
え
て

い
る
。
在
留
外
国
人
数
を
在
留
資
格
別
に
見
る
と
、
特
別

永
住
者
（
８
・
２
％
）
と
一
般
永
住
者
（
２６
・
１
％
）
を

合
わ
せ
た
永
住
者
が
全
体
の
３４
・
３
％
を
占
め
る
。
永
住

者
お
よ
び
日
本
人
の
配
偶
者
等（
４
・
４
％
）、定
住
者（
６
・

４
％
）、
永
住
者
の
配
偶
者
等
（
１
・
５
％
）
を
合
わ
せ

た
１
５
８
万
９
１
２
７
人
（
４６
・
６
％
）
は
、
在
留
活
動

や
在
留
期
間
の
制
限
が
な
く
、
実
質
的
に
「
移
民
」
と
い

え
る
（
注
１
）。

国
の
外
国
人
政
策

外
国
人
政
策
は
、外
国
人
の
出
入
国
に
関
す
る
政
策（
出

入
国
政
策
）
と
在
住
外
国
人
の
社
会
統
合
に
関
す
る
政
策

（
社
会
統
合
政
策
）
に
大
き
く
分
か
れ
る
。
日
本
政
府
は
、

こ
れ
ま
で
「
外
国
人
政
策
」
と
い
う
用
語
を
使
っ
た
こ
と

が
な
い（
注
2
）。
代
わ
っ
て
用
い
ら
れ
て
き
た
の
が
、「
出

入
国
管
理
政
策
」
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
外
国
人
政
策
＝

出
入
国
政
策
で
、
社
会
統
合
政
策
が
欠
け
て
い
た
。
こ
れ

多
文
化
共
生
社
会
に
向
け
て

―
国
と
地
方
自
治
体
の
施
策
を
中
心
に
―

山
脇　

啓
造

明
治
大
学
国
際
日
本
学
部
教
授

多
文
化
共
生
の
地
域
づ
く
り

筆者プロフィール

山脇 啓造氏
（やまわき・けいぞう）

明治大学国際日本学部教授。東京都多文化共生推進委員会委
員長。総務省、法務省など国や群馬県、愛知県など地方自治体
の多文化共生関連委員を歴任。主著に『インターカルチュラル・
シティ―欧州・日本・韓国・豪州の実践から』（明石書店、
2022年）、『新多文化共生の学校づくり―横浜市の挑戦』（明石
書店、2019 年）等。多文化共生のまちづくりをテーマに掲げ
る明治大学のゼミでは、学生たちと一緒に行政や企業、学校等
と連携した地域実践に取り組んでいる。
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は
、
外
国
人
を
管
理
の
対
象
と
み
な
し
、
日
本
社
会
の
構

成
員
と
は
認
め
ず
、
外
国
人
の
定
住
化
を
前
提
と
し
た
政

策
を
と
っ
て
こ
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
地

方
自
治
体
が
多
く
の
役
割
を
担
っ
て
き
た
。

一
方
、日
本
政
府
の
外
国
人
労
働
者
受
け
入
れ
政
策
は
、

１
９
９
０
年
の
改
定
入
管
法
施
行
に
よ
る
日
系
人
労
働
者

の
受
け
入
れ
の
本
格
化
や
１
９
９
３
年
の
技
能
実
習
制
度

の
創
設
を
第
１
ス
テ
ー
ジ
の
開
始
と
す
れ
ば
、
２
０
１
９

年
の
改
定
入
管
法
施
行
に
よ
っ
て
、
第
２
ス
テ
ー
ジ
に
移

っ
た
と
言
え
よ
う
。

第
１
ス
テ
ー
ジ
で
、
自
治
体
の
多
文
化
共
生
の
取
り
組

み
を
支
援
し
て
き
た
の
は
総
務
省
だ
っ
た
。
２
０
０
６
年

３
月
に
「
地
域
に
お
け
る
多
文
化
共
生
推
進
プ
ラ
ン
」
を

策
定
し
、「
国
籍
や
民
族
な
ど
の
異
な
る
人
々
が
、
互
い

の
文
化
的
差
異
を
認
め
合
い
、
対
等
な
関
係
を
築
こ
う
と

し
な
が
ら
、
地
域
社
会
の
構
成
員
と
し
て
共
に
生
き
て
い

く
」
多
文
化
共
生
の
地
域
づ
く
り
を
全
国
の
自
治
体
に
求

め
た
。
２
０
０
６
年
１２
月
に
は
、
内
閣
官
房
に
お
い
て

「『
生
活
者
と
し
て
の
外
国
人
』
に
関
す
る
総
合
的
対
応

策
」
も
策
定
さ
れ
、「
生
活
者
と
し
て
の
外
国
人
」
を
キ

ー
ワ
ー
ド
に
関
係
府
省
庁
の
取
り
組
み
が
進
ん
だ
が
、
そ

の
後
も
地
域
の
多
文
化
共
生
を
後
押
し
し
た
の
は
総
務
省

だ
っ
た
。
特
に
重
要
な
の
が
、
総
務
省
が
法
務
省
と
連
携

し
て
２
０
１
２
年
７
月
に
実
現
し
た
外
国
人
の
住
民
基
本

台
帳
制
度
で
あ
る
。
さ
ら
に
総
務
省
は
、
２
０
１
７
年
３

月
に
、
全
国
の
多
文
化
共
生
の
好
事
例
を
集
め
た
「
多
文

化
共
生
事
例
集
」
を
作
成
し
た
。

第
２
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
２
０
１
８
年
１２
月
の
入
管
法
改

定
に
伴
い
、
内
閣
官
房
お
よ
び
法
務
省
に
お
い
て
「
外
国

人
材
の
受
入
れ
・
共
生
の
た
め
の
総
合
的
対
応
策
」（
以
下
、

総
合
的
対
応
策
）
が
策
定
さ
れ
、
法
務
省
が
国
の
施
策
の

総
合
調
整
を
担
い
、
自
治
体
の
支
援
も
行
う
こ
と
と
な
っ

た
。
同
対
応
策
の
目
玉
と
な
っ
た
の
が
自
治
体
の
外
国
人

住
民
向
け
一
元
的
相
談
窓
口
の
設
置
・
運
営
を
支
援
す
る

外
国
人
受
入
環
境
整
備
交
付
金
事
業
で
あ
る
。
ま
た
、
２

０
２
０
年
７
月
に
全
国
の
相
談
窓
口
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
外

国
人
在
留
支
援
セ
ン
タ
ー
を
都
内
に
設
置
し
た
。

「
外
国
人
材
の
受
入
れ
・
共
生
の
た
め
の
総
合
的
対
応

策
」（
２
０
１
８
年
１２
月
策
定
）
は
、
ほ
ぼ
年
１
回
の
ペ

ー
ス
で
改
訂
が
行
わ
れ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
２
０
２
２

年
６
月
に
は
、
日
本
の
「
目
指
す
べ
き
共
生
社
会
の
ビ
ジ

ョ
ン
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
む
べ
き
中
長
期
的
な

課
題
及
び
具
体
的
施
策
等
を
示
す
」
も
の
と
し
て
、「
外

国
人
と
の
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」

が
策
定
さ
れ
た
。

第
２
ス
テ
ー
ジ
に
お
い
て
も
、
総
務
省
の
多
文
化
共
生

の
取
り
組
み
は
続
い
て
い
る
。
入
管
法
改
定
お
よ
び
総
合

的
対
応
策
の
策
定
を
受
け
て
、
同
省
は
２
０
２
０
年
９
月

に
「
地
域
に
お
け
る
多
文
化
共
生
推
進
プ
ラ
ン
」
を
改
訂

し
、
全
国
の
自
治
体
に
さ
ら
な
る
多
文
化
共
生
の
取
り
組

み
を
求
め
る
と
と
も
に
、
２
０
２
１
年
８
月
に
「
多
文
化

共
生
事
例
集
（
令
和
３
年
度
版
）」
を
作
成
し
た
。

第
２
ス
テ
ー
ジ
が
始
ま
っ
て
ま
も
な
く
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
世
界
に
広
が
り
、
新
た
な
外
国

人
労
働
者
受
け
入
れ
は
ほ
ぼ
全
面
的
に
停
止
し
た
が
、
世

界
的
な
コ
ロ
ナ
禍
の
収
束
傾
向
を
受
け
、
２
０
２
２
年

１０
月
に
外
国
人
の
新
規
入
国
制
限
が
見
直
さ
れ
、
再
び
在

留
外
国
人
は
大
き
く
増
加
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
で
、

技
能
実
習
制
度
の
抜
本
的
見
直
し
が
進
ん
だ
。
１
９
９
３

年
以
来
、
日
本
に
お
け
る
外
国
人
労
働
者
受
け
入
れ
の
主

た
る
仕
組
み
と
し
て
機
能
し
て
き
た
技
能
実
習
制
度
は
、

途
上
国
の
人
材
育
成
と
い
う
国
際
貢
献
の
理
念
と
、
人
手

不
足
分
野
に
お
け
る
低
賃
金
労
働
者
と
し
て
の
受
け
入

れ
と
い
う
実
態
の
乖か

い

離り

、
そ
し
て
労
働
者
の
搾
取
や
人
権

侵
害
と
い
っ
た
問
題
が
長
く
国
内
外
か
ら
批
判
さ
れ
て

き
た
。
２
０
１
６
年
に
は
、
技
能
実
習
の
適
正
な
実
施
と

実
習
生
の
保
護
を
う
た
っ
た
技
能
実
習
法
も
制
定
さ
れ

た
が
、
問
題
の
抜
本
的
解
決
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
そ
し

て
、
２
０
２
２
年
１１
月
に
技
能
実
習
と
特
定
技
能
の
両
制

度
を
見
直
す
有
識
者
会
議
が
設
置
さ
れ
、
２
０
２
３
年
１１

月
に
最
終
報
告
書
が
提
出
さ
れ
た
。
前
述
の
よ
う
に
、

２
０
２
４
年
６
月
に
入
管
法
お
よ
び
技
能
実
習
法
が
改

定
さ
れ
、
就
労
を
通
じ
た
人
材
育
成
お
よ
び
人
材
確
保

を
目
的
と
す
る
「
育
成
就
労
」
の
在
留
資
格
が
創
設
さ

れ
た
。

こ
う
し
て
第
２
ス
テ
ー
ジ
に
入
り
、
外
国
人
労
働
者
の

受
け
入
れ
制
度
の
整
備
は
大
き
く
進
ん
だ
。
一
方
、
社
会

統
合
政
策
の
中
心
的
課
題
は
日
本
語
教
育
の
推
進
で
あ

る
。
第
２
ス
テ
ー
ジ
に
お
い
て
、日
本
語
教
育
推
進
法（
２

０
１
９
年
６
月
公
布
・
施
行
）
と
日
本
語
教
育
機
関
認
定

法
（
２
０
２
３
年
６
月
公
布
、
２
０
２
４
年
４
月
施
行
）

が
制
定
さ
れ
た
。
前
者
は
「
多
様
な
文
化
を
尊
重
し
た
活

力
あ
る
共
生
社
会
の
実
現
」
と
「
諸
外
国
と
の
交
流
の
促

進
並
び
に
友
好
関
係
の
維
持
発
展
」
を
目
的
に
掲
げ
て
い

る
。
ま
た
、
後
者
は
日
本
語
教
育
機
関
の
う
ち
一
定
の
要

件
を
満
た
す
も
の
を
認
定
し
、
日
本
語
教
員
の
国
家
資
格

を
創
設
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
る
。

地
方
自
治
体
の
施
策

地
方
自
治
体
の
外
国
人
住
民
施
策
が
進
ん
だ
の
は
、
国

よ
り
も
早
く
、
１
９
７
０
年
代
中
頃
で
あ
る
。
当
時
、
日

本
に
暮
ら
す
外
国
人
住
民
の
多
く
は
在
日
コ
リ
ア
ン
だ

特 集
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っ
た
。
在
日
コ
リ
ア
ン
の
多
い
主
に
関
西
の
自
治
体
で

は
、
地
域
住
民
と
し
て
日
本
人
と
平
等
な
扱
い
を
求
め

る
市
民
運
動
が
活
発
と
な
り
、
公
営
住
宅
へ
の
入
居
、
児

童
手
当
の
支
給
、
地
方
公
務
員
へ
の
採
用
を
進
め
た
。
一

方
、
１
９
８
０
年
代
に
は
外
国
人
労
働
者
が
増
え
、
１

９
９
０
年
代
に
東
海
地
方
を
中
心
に
南
米
系
日
系
人
の

定
住
化
が
進
ん
だ
。
外
国
語
で
の
情
報
提
供
や
相
談
を

受
け
付
け
る
自
治
体
が
増
え
た
が
、
外
国
人
が
急
増
し

た
公
営
住
宅
で
は
、
ご
み
出
し
、
騒
音
、
路
上
駐
車
な

ど
に
関
わ
る
住
民
間
の
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た
。
外
国
人

労
働
者
が
多
く
居
住
し
た
愛
知
県
で
は
ブ
ラ
ジ
ル
人
少

年
の
殺
害
事
件
や
県
警
機
動
隊
が
出
動
す
る
事
態
も
生

じ
た
。

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、
２
０
０
０
年
代
に
な
る
と
、

外
国
人
住
民
施
策
の
担
当
部
署
を
置
き
、
総
合
的
、
体

系
的
に
施
策
を
進
め
る
自
治
体
が
増
え
た
（
注
３
）。
そ

の
時
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
「
多
文
化
共
生
」
で
あ
る
。
２

０
０
５
年
３
月
に
は
川
崎
市
が
多
文
化
共
生
社
会
推
進

指
針
を
策
定
し
た
。
ま
た
、
同
年
９
月
に
は
新
宿
区
が

し
ん
じ
ゅ
く
多
文
化
共
生
プ
ラ
ザ
を
設
置
し
た
。
ま
た
、

２
０
０
７
年
７
月
に
は
、
宮
城
県
が
多
文
化
共
生
社
会

の
形
成
の
推
進
に
関
す
る
条
例
を
全
国
に
先
駆
け
て
制

定
し
た
。

さ
ら
に
、
２
０
１
０
年
代
に
な
る
と
、
浜
松
市
や
東
京

都
の
よ
う
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
都
市
を
め
ざ
し
て
、
外
国
人

の
活
躍
を
推
進
す
る
自
治
体
が
増
え
た
。
ま
た
、
広
島
県

安
芸
高
田
市
の
よ
う
に
、
外
国
人
の
移
住
・
定
住
を
促
進

し
、
多
文
化
共
生
に
取
り
組
む
地
方
の
小
規
模
自
治
体
も

現
れ
た
。
一
方
、
２
０
１
０
年
代
前
半
に
外
国
人
へ
の
ヘ

イ
ト
ス
ピ
ー
チ
が
広
が
る
中
、
大
阪
市
や
川
崎
市
の
よ
う

に
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
、
そ
し
て
外
国
人
へ
の
偏
見
や
差
別

の
解
消
に
取
り
組
む
自
治
体
も
増
え
た
（
注
４
）。
外
国

人
支
援
を
中
心
と
す
る
２
０
０
０
年
代
の
取
り
組
み
に
対

し
て
、
こ
う
し
た
新
し
い
観
点
に
立
っ
た
取
り
組
み
を
、

筆
者
は
「
多
文
化
共
生
２
・
０
」（
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ

し
た
多
文
化
共
生
）
と
呼
ん
で
い
る
。

２
０
１
８
年
の
入
管
法
改
定
に
よ
っ
て
、
国
の
外
国
人

労
働
者
政
策
が
第
２
ス
テ
ー
ジ
に
移
行
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ

に
合
わ
せ
て
、
新
た
な
外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ
に
力

を
い
れ
つ
つ
、
多
文
化
共
生
を
推
進
す
る
自
治
体
が
増
え

て
い
る
（
注
５
）。

例
え
ば
、
全
国
の
都
道
府
県
で
３
番
目
に
外
国
人
住

民
が
少
な
い
高
知
県
で
は
、国
が
「
外
国
人
材
の
受
入
れ
・

共
生
の
た
め
の
総
合
的
対
応
策
」（
２
０
１
８
年
１２
月
）

を
策
定
し
た
の
に
合
わ
せ
て
、
２
０
１
９
年
１
月
に
「
外

国
人
材
の
受
入
れ
・
共
生
の
た
め
の
総
合
的
対
応
会
議
」

を
設
置
し
、
国
の
総
合
的
対
応
策
に
連
動
し
た
共
生
施

策
の
推
進
を
検
討
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
と
外
国
人

材
確
保
・
活
躍
戦
略
を
検
討
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
立
ち
上
げ
た
。
２
０
２
１
年
３
月
に
策
定
し
た
「
外

国
人
材
確
保
・
活
躍
戦
略
」
は
、「
海
外
か
ら
優
秀
な
人

材
を
確
保
」「
県
内
に
お
け
る
就
労
・
相
談
体
制
の
充
実
」

「
地
域
の
一
員
と
し
て
の
受
入
れ
態
勢
の
充
実
」
の
三
本

柱
か
ら
な
る
。
ま
た
、
２
０
２
２
年
３
月
に
は
、「
日
本

語
教
育
の
推
進
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
」
も
策
定
し

た
。高

知
県
と
同
様
に
、
東
北
地
方
の
６
県
も
外
国
人
住
民

が
少
な
い
が
、
山
形
県
で
は
吉
村
美
栄
子
知
事
が
２
０
２

４
年
度
を
「
多
文
化
共
生
元
年
」
と
す
る
こ
と
を
２
０
２

４
年
２
月
に
宣
言
し
、
外
国
人
材
の
確
保
に
力
を
入
れ
る

と
同
時
に
、
多
文
化
共
生
推
進
プ
ラ
ン
を
策
定
す
る
こ
と

を
予
定
し
て
い
る
。

国
の
課
題

２
０
０
８
年
９
月
の
「
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
」
に
よ

っ
て
、
日
本
経
済
が
一
気
に
縮
小
し
、
特
に
製
造
業
で
多

く
の
外
国
人
労
働
者
が
解
雇
さ
れ
る
と
、
２
０
０
９
年
１

月
に
内
閣
府
の
共
生
社
会
政
策
統
括
官
の
下
に
「
定
住
外

国
人
施
策
推
進
室
」
が
設
置
さ
れ
た
。
同
年
４
月
に
は
定

住
外
国
人
施
策
推
進
会
議
も
開
催
さ
れ
、「
定
住
外
国
人

支
援
に
関
す
る
対
策
の
推
進
に
つ
い
て
」
が
決
定
さ
れ

た
。
そ
れ
以
来
、
内
閣
府
が
定
住
外
国
人
施
策
の
推
進
に

必
要
と
な
る
企
画
、
立
案
お
よ
び
総
合
調
整
を
担
っ
て
き

た
が
、
２
０
１
８
年
７
月
に
外
国
人
材
の
受
入
れ
・
共
生

に
関
す
る
関
係
閣
僚
会
議
が
設
置
さ
れ
、「
外
国
人
の
受

入
れ
環
境
の
整
備
に
関
す
る
業
務
の
基
本
方
針
に
つ
い

て
」（
閣
議
決
定
）
に
よ
り
、
法
務
省
が
「
外
国
人
の
受

入
れ
環
境
の
整
備
に
関
す
る
企
画
及
び
立
案
並
び
に
総

合
調
整
を
行
う
こ
と
と
し
、
そ
の
司
令
塔
的
機
能
の
下
、

関
係
府
省
が
連
携
を
強
化
し
、
地
方
公
共
団
体
と
も
協
力

し
つ
つ
、
外
国
人
の
受
入
れ
環
境
の
整
備
を
効
果
的
・
効

率
的
に
進
め
る
」
こ
と
と
さ
れ
た
。
２
０
０
９
年
４
月
に

立
ち
上
げ
ら
れ
た
「
定
住
外
国
人
施
策
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
」
も
閉
鎖
さ
れ
、
入
管
庁
に
よ
る
「
外
国
人
生
活
支
援

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」
に
引
き
継
が
れ
た
。
た
だ
し
、
外
国

人
集
住
都
市
会
議
な
ど
自
治
体
か
ら
は
、
入
管
庁
が
「
司

令
塔
」
の
役
割
を
果
た
し
て
い
な
い
と
い
う
批
判
の
声
が

大
き
い
。

ま
た
、
前
述
の
「
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
は
具
体
的
施
策

が
多
数
書
か
れ
て
い
て
も
、
そ
う
し
た
施
策
を
推
進
す

る
体
制
整
備
に
一
切
言
及
し
て
い
な
い
。
体
制
整
備
と

は
、
突
き
詰
め
れ
ば
法
律
と
組
織
の
こ
と
で
あ
り
、
多
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文
化
共
生
社
会
の
形
成
を
推
進
す
る
基
本
法
（
以
下
、
多

文
化
共
生
社
会
基
本
法
）
の
制
定
と
多
文
化
共
生
施
策

を
推
進
す
る
組
織
（
多
文
化
共
生
庁
）
の
設
置
が
必
要

で
あ
る
（
注
６
）。

外
国
人
集
住
都
市
会
議
は
、
２
０
１
８
年
７
月
に
「
中

長
期
的
な
外
国
人
材
の
受
入
れ
方
針
の
明
示
及
び
そ
の
た

め
の
法
律
や
制
度
な
ど
の
環
境
整
備
を
図
る
こ
と
」
を
求

め
る
意
見
書
を
内
閣
官
房
と
法
務
省
に
提
出
し
、
同
年
１１

月
に
は
、「
外
国
人
と
の
共
生
に
関
す
る
基
本
法
を
制
定

す
る
と
と
も
に
…
外
国
人
庁
を
設
置
す
る
こ
と
」
を
求
め

た
。
同
会
議
は
、
２
０
２
１
年
４
月
に
も
多
文
化
共
生
推

進
基
本
法
の
制
定
と
外
国
人
庁
の
内
閣
府
へ
の
設
置
を
求

め
る
提
言
書
を
提
出
し
た
（
注
７
）。

２
０
１
９
年
８
月
に
、
指
定
都
市
市
長
会
も
内
閣
官
房

と
法
務
省
に
「
共
生
の
概
念
を
は
じ
め
、
国
・
地
方
自
治

体
・
事
業
者
等
の
役
割
分
担
、
政
策
ま
で
を
包
括
し
た
、

施
策
実
施
の
根
拠
と
な
る
基
本
的
法
律
を
整
備
す
る
こ

と
」、
ま
た
、「
内
閣
府
に
、
省
庁
横
断
的
な
司
令
塔
機
能

を
持
つ
組
織
を
設
置
す
る
こ
と
」
を
求
め
る
提
言
を
提
出

し
た
。
２
０
２
０
年
７
月
に
、
愛
知
県
等
７
県
１
市
か
ら

な
る
多
文
化
共
生
推
進
協
議
会
も
「
全
て
の
外
国
人
が
日

本
社
会
に
適
応
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
施

策
に
係
る
体
系
的
・
総
合
的
な
基
本
法
を
策
定
す
る
こ
と
」

を
求
め
る
提
言
を
提
出
し
た
。

筆
者
は
、
２
０
０
２
年
以
来
、
多
文
化
共
生
社
会
基
本

法
の
制
定
を
唱
え
て
き
た
（
注
８
）。
多
文
化
共
生
社
会

の
形
成
に
向
け
て
、
基
本
理
念
を
定
め
、
国
や
都
道
府
県

に
基
本
計
画
の
策
定
を
義
務
づ
け
、
施
策
の
推
進
体
制
を

整
備
し
、
国
、
自
治
体
、
事
業
者
、
市
民
等
が
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
を
果
た
し
、
連
携
・
協
働
を
進
め
る
た
め
に
は
、

同
法
の
制
定
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
社
会
統
合
政
策
の

要
で
あ
る
言
語
教
育
に
関
し
て
も
、
ド
イ
ツ
な
ど
西
欧
諸

国
や
韓
国
の
よ
う
に
、
国
の
責
務
に
よ
る
日
本
語
教
育
を

核
と
し
た
社
会
統
合
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
（
注
９
）。

地
方
自
治
体
の
課
題

自
治
体
に
つ
い
て
重
要
な
課
題
は
以
下
の
通
り
で
あ
る

（
注
10
）。
第
一
に
、
国
と
同
様
、
庁
内
の
推
進
体
制
を
整

備
す
る
こ
と
で
あ
る
。
外
国
人
に
関
わ
る
行
政
は
、就
労
、

教
育
、
居
住
、
社
会
保
障
と
多
分
野
に
ま
た
が
る
の
で
、

そ
う
い
っ
た
分
野
を
担
当
す
る
各
部
署
の
連
絡
調
整
を
担

う
と
と
も
に
企
画
立
案
を
行
う
部
署
が
必
要
で
あ
る
。
ま

た
、
関
係
部
署
が
集
ま
っ
て
定
期
的
に
情
報
・
意
見
交
換

す
る
庁
内
組
織
を
設
け
る
必
要
も
あ
ろ
う
。
第
二
に
、
市

民
と
行
政
の
協
働
を
進
め
る
仕
組
み
を
作
る
こ
と
で
あ

る
。
多
文
化
共
生
に
関
わ
る
課
題
は
、
町
内
会
・
自
治
会
、

市
民
団
体
、
行
政
、
学
校
な
ど
地
域
社
会
が
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
実
際
に
地
域
で
生
活
す
る
の

は
住
民
で
あ
り
、
行
政
が
い
く
ら
多
文
化
共
生
の
意
義
を

唱
え
て
も
限
界
が
あ
る
。
む
し
ろ
行
政
主
導
の
手
法
は
、

日
本
人
住
民
の
反
発
を
招
き
、
か
え
っ
て
外
国
人
へ
の
偏

見
や
差
別
を
強
め
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。第
三
に
、

学
校
と
地
域
の
連
携
を
深
め
る
こ
と
で
あ
る
。
外
国
人
住

民
は
地
域
の
行
事
よ
り
も
学
校
行
事
へ
の
参
加
率
が
高

い
。
外
国
人
の
町
内
会
・
自
治
会
へ
の
参
加
が
進
ま
ず
、

地
域
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
な
く
て
も
、
子
ど

も
同
士
の
つ
な
が
り
を
き
っ
か
け
に
、
学
校
と
い
う
場
で

外
国
人
と
日
本
人
が
出
会
う
こ
と
が
可
能
と
な
る
場
合
が

多
い
。
学
校
を
多
文
化
共
生
の
地
域
づ
く
り
の
拠
点
と
し

て
活
用
す
べ
き
で
あ
ろ
う
（
注
11
）。

（
注
１
）�

出
入
国
在
留
管
理
庁
「
令
和
5
年
末
現
在
に
お
け
る
在
留

外
国
人
数
に
つ
い
て
」（
２
０
２
４
年
３
月
22
日
）。

（
注
2
）�「
外
国
人
政
策
」
と
同
義
の
用
語
と
し
て
「
移
民
政
策
」

も
あ
る
が
、
２
０
１
４
年
６
月
策
定
の
「
経
済
財
政
運
営

と
改
革
の
骨
太
方
針
」
で
「
外
国
人
材
の
活
用
は
、
移
民

政
策
で
は
な
い
」
と
記
さ
れ
て
以
来
、
現
在
ま
で
用
い
ら

れ
て
い
な
い
。

（
注
３
）�

２
０
０
１
年
５
月
に
外
国
人
労
働
者
の
多
い
13
市
町
が
集

ま
り
、
外
国
人
集
住
都
市
会
議
が
設
置
さ
れ
た
。

（
注
４
）�

大
阪
市
は
２
０
１
６
年
１
月
に
「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
へ
の

対
処
に
関
す
る
条
例
」
を
制
定
し
、
川
崎
市
は
２
０
１
９

年
12
月
に「
差
別
の
な
い
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
」

を
制
定
し
た
。
後
者
は
公
共
の
場
所
で
民
族
差
別
的
な
言

動
を
繰
り
返
し
た
場
合
に
刑
事
罰
を
科
す
全
国
初
の
条
例

で
あ
る
。

（
注
５
）�

２
０
２
３
年
10
～
11
月
に
実
施
さ
れ
た
全
国
首
長
ア
ン
ケ

ー
ト
で
は
、
外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ
に
６
割
以
上
の

首
長
が
受
け
入
れ
た
い
と
回
答
し
た
と
い
う
。「
外
国
人

受
け
入
れ
、
人
手
不
足
で
６
割
以
上
が
積
極
的　

首
長
調

査
」『
日
本
経
済
新
聞
』
オ
ン
ラ
イ
ン
版
、
２
０
２
４
年

２
月
25
日
。

（
注
６
）�

２
０
１
８
年
12
月
改
定
の
入
管
法
第
１
条
に
は
、「
本
邦

に
入
国
し
、
又
は
本
邦
か
ら
出
国
す
る
全
て
の
人
の
出
入

国
及
び
本
邦
に
在
留
す
る
全
て
の
外
国
人
の
在
留
の
公
正

な
管
理
を
図
る
と
と
も
に
、
難
民
の
認
定
手
続
を
整
備
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
と
書
か
れ
て
い
て
、「
支
援
」

も
「
共
生
」
も
一
切
入
っ
て
い
な
い
。

（
注
７
）�

同
会
議
は
そ
れ
以
降
も
ほ
ぼ
毎
年
、
同
様
な
提
言
を
行
っ

て
い
る
。

（
注
８
）�

山
脇
啓
造
「
外
国
人
政
策
︱
多
文
化
共
生
へ
基
本
法
の
制

定
を
」『
朝
日
新
聞
』
２
０
０
２
年
11
月
６
日
。

（
注
９
）�

２
０
２
３
年
８
月
に
指
定
都
市
市
長
会
か
ら
文
部
科
学
省

に
「
外
国
人
へ
の
日
本
語
教
育
の
提
供
体
制
を
構
築
す
る

た
め
、
国
の
責
任
に
お
い
て
、
必
要
な
経
費
を
全
額
国
費

で
措
置
す
る
」
要
請
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
注
10
）�

筆
者
が
ほ
ぼ
20
年
前
に
言
及
し
た
３
点
を
改
め
て
指
摘
し

た
。
山
脇
啓
造
「
多
文
化
共
生
社
会
に
向
け
て
」『
地
域

づ
く
り
』
２
０
０
５
年
１
月
、
参
照
。

（
注
11
）�

山
脇
啓
造
・
服
部
信
雄
編
『
新　

多
文
化
共
生
の
学
校
づ

く
り
―
横
浜
市
の
挑
戦
』（
明
石
書
店
、
２
０
１
９
年
）

参
照
。
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函
館
市
消
防
本
部

観
光
バ
ス
事
故
が
き
っ
か
け

函
館
市
は
異
国
情
緒
あ
ふ
れ
る
街
並
み
や
歴
史
的
文
化

遺
産
な
ど
の
観
光
資
源
に
恵
ま
れ
た
国
際
観
光
都
市
で
、

多
く
の
外
国
人
観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。
函
館
を
訪
れ
た
外

国
人
観
光
客
は
、
平
成
２９
年
度
に
５０
万
人
を
超
え
、
平
成

３０
年
度
に
は
５５
万
人
に
上
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
落
ち
込
ん
だ
も
の
の
、

令
和
５
年
度
に
は
、
３７
万
４
０
０
０
人
ま
で
回
復
し
て
お

り
、
今
後
も
外
国
人
観
光
客
の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
機
能
別
消
防
団
員
（
通
訳
サ
ポ
ー
タ

ー
）
を
導
入
す
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
事
故
が
平
成
２９
年

１２
月
に
起
こ
り
ま
し
た
。
函
館
市
内
に
お
い
て
大
勢
の
中

国
人
観
光
客
を
乗
せ
た
大
型
バ
ス
が
高
架
橋
下
に
接
触

し
、
２５
名
が
負
傷
す
る
多
数
傷
病
者
事
故
が
発
生
し
ま
し

た
。
そ
の
際
、
添
乗
員
も
負
傷
し
た
こ
と
も
あ
り
、
現
場

対
応
し
た
消
防
隊
や
救
急
隊
と
傷
病
者
の
間
で
言
葉
が
通

じ
ず
、
必
要
な
情
報
収
集
な
ど
に
苦
慮
し
ま
し
た
。
幸
い

に
も
こ
の
事
故
に
関
し
て
は
、
た
ま
た
ま
現
場
に
居
合
わ

◆◆◆

せ
た
中
国
語
が
話
せ
る
報
道
関
係
者
が
通
訳
と
し
て
協
力

し
対
応
し
ま
し
た
が
、
搬
送
先
病
院
に
お
い
て
も
医
師
か

ら
通
訳
を
求
め
ら
れ
る
な
ど
、
引
き
継
ぎ
に
時
間
を
要
す

る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
函
館
市
消
防
本
部
で
は
、
今

後
、
同
様
の
事
案
対
応
が
想
定
さ
れ
る
と
し
、
函
館
を
訪

れ
る
外
国
人
の
安
心
と
安
全
を
守
る
た
め
、
有
事
の
際
の

体
制
を
整
え
よ
う
と
「
通
訳
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
発
足
さ
せ

ま
し
た
。

団
員
９
人
、
５
カ
国
語
に
対
応

「
通
訳
サ
ポ
ー
タ
ー
」
は
災
害
現
場
な
ど
に
お
い
て
通

訳
を
専
門
に
活
動
し
ま
す
。
こ
の
た
め
入
団
す
る
た
め
に

は
、
函
館
市
消
防
団
員
の
入
団
条
件
を
満
た
す
ほ
か
、
外

国
語
に
精
通
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
入
団
条
件
】

１　

函
館
市
消
防
団
員
入
団
条
件

　

・
18
歳
以
上
で
、
市
の
区
域
内
に
居
住
し
て
い
る
こ
と

◆◆◆

　

・
意
志
が
強
く
、
健
康
で
あ
る
こ
と

２　

通
訳
サ
ポ
ー
タ
ー
入
団
条
件

　

・
外
国
語
が
堪
能
で
あ
る
こ
と

ま
た
、「
通
訳
サ
ポ
ー
タ
ー
」
に
は
函
館
市
消
防
団
初

の
外
国
籍
の
者
が
入
団
し
て
お
り
、
そ
の
入
団
条
件
は
、

前
記
の
ほ
か
日
本
語
が
堪
能
で
あ
る
こ
と
、
消
防
団
活
動

が
可
能
な
在
留
資
格
を
保
有
し
て
い
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。【

外
国
籍
の
入
団
条
件
】

　

・
日
本
語
が
堪
能
で
あ
る
こ
と

　

・�

消
防
団
活
動
が
認
め
ら
れ
る
在
留
資
格
（
留
学
生
の
資

格
外
活
動
許
可
を
含
む
）
を
有
し
て
い
る
こ
と

「
通
訳
サ
ポ
ー
タ
ー
」
に
は
平
成
３０
年
１１
月
の
発
足
時

に
８
名
が
入
団
、
さ
ら
に
令
和
５
年
４
月
に
１
名
が
入
団

し
て
合
計
９
名
と
な
り
、
対
応
す
る
言
語
は
、
英
語
、
中

国
語
、
韓
国
語
、
ド
イ
ツ
語
お
よ
び
ロ
シ
ア
語
と
な
っ
て

お
り
、
そ
の
う
ち
５
名
が
外
国
籍
（
中
国
、
台
湾
、
韓
国
、

ロ
シ
ア
）
で
す
が
、
全
て
の
者
が
「
永
住
者
」
の
在
留
資

格
を
有
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
外
国
籍
の
者
は
在
籍
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
平
成

３１
年
４
月
に
は
、
手
話
通
訳
者
が
１１
名
入
団
し
、
手
話
に

も
対
応
で
き
る
体
制
に
な
っ
て
い
ま
す
。

多
数
傷
病
者
発
生
災
害
で
招
集

「
外
国
語
通
訳
サ
ポ
ー
タ
ー
」
は
、
日
本
語
で
の
会
話

が
困
難
な
者
と
の
意
思
疎
通
を
行
い
、
必
要
な
情
報
収
集

な
ど
消
防
活
動
の
円
滑
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お

◆◆◆

多
文
化
共
生
の
地
域
づ
く
り

北
海
道
函
館
市

外
国
人
の
安
全
守
る
「
通
訳
サ
ポ
ー
タ
ー
」

―
情
報
収
集
や
消
防
活
動
を
円
滑
化
―
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り
、
複
数
の
者
へ
の
対
応
が
必
要
と
な
る
多
数
傷
病
者
が

発
生
し
て
い
る
災
害
等
に
お
い
て
招
集
さ
れ
ま
す
。

災
害
時
は
、
現
場
の
応
急
救
護
所
や
病
院
な
ど
、
消
防

活
動
上
安
全
が
確
保
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
場
所
で

の
活
動
と
し
、
傷
病
者
と
消
防
隊
や
救
急
隊
ま
た
は
医
師

の
間
で
、
通
訳
に
よ
り
必
要
な
情
報
収
集
や
引
き
継
ぎ
な

ど
を
専
門
的
に
行
い
ま
す
。

災
害
活
動
以
外
に
は
、
応
急
手
当
の
普
及
や
火
災
予
防

の
啓
発
な
ど
の
消
防
行
事
に
お
い
て
、
通
訳
業
務
を
担
う

ほ
か
、
消
防
団
員
や
職
員
に
対
し
外
国
語
対
応
に
関
す
る

研
修
を
行
い
、
隊
員
の
外
国
語
対
応
力
の
向
上
も
目
指
し

て
い
ま
す
。

外
国
人
同
士
だ
と
「
安
心
」

災
害
現
場
で
の
活
動
は
ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
が
、
火
災
の

出
火
原
因
を
特
定
す
る
た
め
、
そ
の
会
社
で
勤
務
す
る
外

国
人
従
業
員
に
事
情
聴
取
が
必
要
と
な
り
、
中
国
語
対
応

の
通
訳
サ
ポ
ー
タ
ー
が
出
動
し
ま
し
た
。

現
場
で
は
、
消
防

職
員
と
従
業
員
が
片

言
の
日
本
語
で
や
り

と
り
し
て
い
ま
し
た

が
、
通
訳
サ
ポ
ー
タ

ー
が
到
着
す
る
と
、

一
気
に
話
し
だ
し
た

の
で
、
現
場
に
い
た

関
係
者
は
驚
き
ま
し

た
。
現
場
で
対
応
し

た
通
訳
サ
ポ
ー
タ
ー

の
馬マ

麗リ
ィ

さ
ん
は
、
活

◆◆◆

動
を
通
じ
て
「
母
国
語
が
同
じ
外
国
人
同
士
だ
と
安
心
す

る
。
外
国
人
の
心
細
さ
が
分
か
っ
た
」
と
言
い
ま
す
。

中
国
籍
の
馬
さ
ん
に
は
、
入
団
の
動
機
と
な
る
経
験
が

あ
り
ま
し
た
。
平
成
３０
年
９
月
に
北
海
道
胆
振
東
部
地
震

が
発
生
、
突
然
の
地
震
や
停
電
で
困
る
外
国
人
旅
行
者
と

数
多
く
出
会
い
、
そ
の
際
、
市
役
所
へ
の
道
案
内
な
ど
積

極
的
に
声
を
か
け
ま
し
た
が
、「
あ
の
時
は
、
函
館
に
暮

ら
す
外
国
人
の
一
人
に
す
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
振
り
返

り
ま
す
。
馬
さ
ん
は
「
今
な
ら
『
私
は
、消
防
団
員
で
す
』

と
名
乗
れ
ま
す
」「
信
頼
感
や
安
心
感
を
、
も
っ
と
与
え

ら
れ
る
は
ず
」
と
力
を
込
め
ま
す
。

今
後
の
展
望

「
通
訳
サ
ポ
ー
タ
ー
」
は
現
在
、
中
国
語
３
名
（
１
名

は
台
湾
出
身
者
）、
韓
国
語
２
名
、
英
語
３
名
（
１
名
は

ド
イ
ツ
語
も
対
応
可
能
）、
ロ
シ
ア
語
１
名
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
函
館
を
訪
れ
る
外
国
人
観
光
客
は
、
台
湾
や

中
国
、
香
港
と
い
っ
た
ア
ジ
ア
圏
か
ら
が
多
く
、
一
層
の

◆◆◆

活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
有
事
の
際
に
消

防
隊
や
救
急
隊
と
連
携
し
た
円
滑
な
活
動
を
目
指
し
、
消

防
・
救
急
業
務
に
関
す
る
専
門
的
な
用
語
や
災
害
時
の
活

動
要
領
な
ど
を
訓
練
や
研
修
で
身
に
付
け
て
い
く
と
こ
ろ

で
す
。

ま
た
、
避
難
所
が
開
設
さ
れ
る
よ
う
な
大
規
模
災
害
が

発
生
し
た
場
合
等
、
不
安
を
抱
え
た
外
国
人
観
光
客
や
外

国
人
住
民
が
避
難
所
に
避
難
す
る
こ
と
を
考
え
、
避
難
所

の
運
営
等
を
支
援
す
る
体
制
を
関
係
機
関
と
調
整
し
て
い

ま
す
。

通
訳
以
外
に
も
、
応
急
手
当
、
火
災
予
防
や
防
災
に
関

す
る
こ
と
な
ど
、
消
防
団
員
と
し
て
必
要
な
知
識
を
身
に

付
け
る
こ
と
で
、
函
館
で
暮
ら
す
外
国
人
が
安
心
・
安
全

に
生
活
で
き
る
よ
う
、
平
常
時
に
も
地
域
防
災
に
寄
与
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

外
国
人
観
光
客
が
増
加
す
る
中
、
函
館
を
訪
れ
る
方
が

安
心
し
て
安
全
に
滞
在
で
き
る
よ
う
、
有
事
に
お
け
る
体

制
を
整
え
、
消
防
職
員
・
団
員
が
一
丸
と
な
っ
た
防
災
対

策
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

通訳サポーター発足式

通訳サポーター着用ベスト

現場対応する通訳サポーター

多数傷病者対応訓練に参加する通訳サポーター
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小
山　

正
道

東
川
町
立
東
川
日
本
語
学
校　

校
長

研
修
生
受
け
入
れ
と
開
校
の
経
緯

１
９
９
０
年
代
に
町
内
に
あ
る
北
海
道
情
報
処
理
専
門

学
校
（
現
・
学
校
法
人
北
工
学
園
旭
川
福
祉
専
門
学
校
。

以
下
、
北
工
学
園
）
に
通
っ
て
い
た
韓
国
の
学
生
が
、
２

０
０
７
年
に
再
び
来
町
し
、
町
長
に
「
韓
国
に
は
日
本
語

を
学
び
た
い
と
思
っ
て
い
る
学
生
が
た
く
さ
ん
い
る
の

で
、
日
本
語
学
習
の
機
会
を
設
け
て
く
れ
な
い
か
」
と
話

を
持
ち
掛
け
た
。

翌
２
０
０
８
年
に
町
が
韓
国
・
水
原
市
で
現
地
調
査
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
ニ
ー
ズ
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
北
工

学
園
の
協
力
を
得
て
、
２
０
０
９
年
夏
に
受
け
入
れ
を
ス

タ
ー
ト
し
た
。

そ
の
後
、
台
湾
か
ら
の
要
望
を
受
け
、
２
０
１
０
年
夏

よ
り
受
け
入
れ
を
開
始
し
、
２
０
１
１
年
に
は
国
の
交
流

事
業
を
活
用
し
て
、
中
国
か
ら
日
本
語
研
修
生
を
受
け
入

れ
た
。

年
々
受
け
入
れ
国
お
よ
び
人
数
が
増
大
し
、
東
ア
ジ
ア

諸
国
を
中
心
に
こ
れ
ま
で
に
合
わ
せ
て
３
８
０
０
人
を
超

◆◆◆

え
る
研
修
生
が
受
講
し
て
い
る
。

そ
の
後
も
観
光
ビ
ザ
で
来
町
す
る
研
修
生
へ
の
日
本
語

講
座
を
開
設
し
て
い
た
が
、
日
本
語
学
校
の
開
校
に
向
け

て
の
機
運
が
高
ま
っ
た
。
そ
の
た
め
、
校
舎
の
確
保
、
教

員
の
資
格
の
取
得
に
向
け
て
の
補
助
を
行
う
な
ど
開
校
準

備
を
行
っ
た
。
そ
し
て
、
北
工
学
園
が
２
０
１
４
年
に
日

本
語
学
科
を
設
置
し
、
国
内
初
、
現
在
も
唯
一
の
「
公
立
」

の
東
川
町
立
東
川
日
本
語
学
校
を
２
０
１
５
年
に
開
校
し

た
。

若
者
が
目
立
つ
町

東
川
町
は
写
真
文
化
首
都
「
写
真
の
町
」
を
１
９
８
５

年
に
宣
言
し
て
、
４０
年
が
た
っ
た
。
写
真
を
通
し
て
、
世

界
に
開
か
れ
た
笑
顔
あ
ふ
れ
る
町
作
り
を
行
い
、
子
ど
も

も
大
人
も
「
お
は
よ
う
」「
こ
ん
に
ち
は
」
の
あ
い
さ
つ

を
交
わ
す
町
で
あ
る
。
写
真
甲
子
園
（
全
国
高
校
写
真
選

手
権
大
会
）
も
３０
年
続
き
、
全
国
か
ら
選
ば
れ
た
１８
校
の

高
校
生
た
ち
が
、
町
民
宅
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
て
い
る
。

写
真
甲
子
園
の
国
際
版
と
も
言
え
る
高
校
生
国
際
交
流
写

◆◆◆

真
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
も
９
回
目
と
な
り
、
同
じ
く
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
で
交
流
を
し
て
お
も
て
な
し
の
町
と
な
っ
て
い

る
。本

校
は
今
年
の
１０
月
で
開
校
し
て
１０
年
目
を
迎
え
る
。

留
学
生
は
、
住
民
票
を
東
川
町
に
置
き
、
寮
で
生
活
す
る
。

車
社
会
の
北
海
道
で
、
学
生
は
町
内
を
徒
歩
か
自
転
車
で

移
動
す
る
た
め
、
若
者
が
目
立
つ
町
で
あ
る
。
ま
た
、
学

生
は
会
話
力
向
上
の
た
め
ア
ル
バ
イ
ト
を
す
る
。
コ
ン
ビ

ニ
や
ス
ー
パ
ー
の
レ
ジ
打
ち
に
留
学
生
が
立
つ
。
レ
ジ
打

ち
も
お
客
さ
ん
も
留
学
生
ば
か
り
に
な
る
と
き
も
あ
る
。

町
内
行
事
も
留
学
生
の
参
加
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
い

る
。
自
治
会
行
事
で
あ
る
盆
踊
り
大
会
に
は
浴
衣
で
参
加

し
、
町
民
体
育
大
会
で
は
ス
ポ
ー
ツ
と
懇
親
会
で
盛
り
上

が
り
、
神
社
祭
で
は
法
被
姿
で
神み

こ
し輿

を
か
つ
ぎ
、
大
雪
山

旭
岳
の
山
開
き
で
は
松た

い

明ま
つ

を
か
か
げ
、
東
川
氷
ま
つ
り
で

は
雪
だ
る
ま
を
作
り
、通
年
で
は
社
会
福
祉
協
議
会
で「
会

話
教
室
」
を
行
う
な
ど
交
流
を
深
め
て
い
る
。

違
い
を
知
る
こ
と
は
楽
し
い

日
本
語
学
校
の
学
生
が
赤
信
号
を
渡
っ
て
い
る
。
道
路

を
広
が
っ
て
歩
く
。
自
転
車
で
一
時
停
止
を
し
な
い
。
レ

ス
ト
ラ
ン
で
大
き
な
声
を
出
し
て
盛
り
上
が
る
。
断
り
な

く
写
真
を
撮
る
。
そ
ん
な
苦
情
が
学
校
に
届
く
。
こ
れ
ら

は
日
本
で
は
良
く
な
い
行
動
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
国
や

地
域
の
習
慣
の
違
い
が
大
き
い
。
赤
信
号
も
世
界
で
は
一

旦
停
止
し
て
渡
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
遅
刻
に
厳
し
く
静
か

に
過
ご
す
こ
と
が
日
本
な
ら
で
は
の
当
た
り
前
だ
と
い
う

こ
と
を
、
日
本
人
も
外
国
人
も
理
解
す
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。

町
内
に
は
、
台
湾
、
タ
イ
、
韓
国
、
ラ
ト
ビ
ア
、
ウ
ズ

◆◆◆

多
文
化
共
生
の
地
域
づ
く
り

北
海
道
東
川
町

留
学
生
と
と
も
に
歩
む
町
づ
く
り

―
国
内
唯
一
の
公
立
日
本
語
学
校
を
基
盤
に
―
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ベ
キ
ス
タ
ン
の
交
流
協
会
が
あ
り
、
コ
ロ
ナ
前
は
定
期
的

に
町
民
が
海
外
に
出
か
け
て
い
る
。
中
高
生
も
海
外
に
派

遣
し
て
お
り
外
国
が
身
近
に
な
っ
て
い
る
。

今
年
の
５
月
１４
日
に
本
校
研
修
生
の
開
講
式
が
あ
り
、

２
回
目
以
上
の
参
加
者
が
７４
名
中
１２
名
い
た
。
同
日
の
午

後
、
13
年
前
に
東
川
町
短
期
日
本
語
教
室
で
学
ん
だ
台
湾

の
学
生
８
人
が
来
町
し
、
街
角
で
以
前
交
流
の
あ
っ
た
方

と
出
会
い
を
懐
か
し
む
感
動
の
場
面
を
見
た
。「
写
真
の

町
」
や
「
日
本
語
学
校
」
の
取
り
組
み
の
積
み
重
ね
が
実

を
結
ん
で
い
る
こ
と
を
実
感
さ
せ
ら
れ
る
出
来
事
で
あ
っ

た
。

写
真
写
り
の
い
い
町
に
す
る
た
め
に

本
校
に
学
生
を
送
り
出
す
海
外
事
務
所
は
、
韓
国
、
台

湾
、
中
国
、
ベ
ト
ナ
ム
、
タ
イ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
モ
ン

ゴ
ル
に
あ
る
。
こ
れ
ら
の
国
や
地
域
の
多
く
は
季
節
が
雨

季
と
乾
季
の
２
種
類
で
、
日
本
の
よ
う
に
四
季
に
合
わ
せ

て
景
色
の
「
色
」
が
変
わ
ら
な
い
場
合
が
多
く
、
季
節
感

を
味
わ
え
な
い
。
多
く
の
学
生
が
景
色
の
色
の
変
化
が
あ

り
、
水
と
空
気
が
お
い
し
く
、
ご
み
が
落
ち
て
い
な
い
こ

の
町
に
ず
っ
と
住
み
た
い
と
い
う
。

卒
業
式
の
答
辞
で
引
っ
越
し
先
に
何
を
持
っ
て
行
き
た

い
か
考
え
て
み
る
と
、「
東
川
町
の
四
季
」
と
「
東
川
町

民
の
愛
」
だ
と
話
し
た
学
生
が
い
た
。
こ
の
う
れ
し
い
感

動
は
さ
ま
ざ
ま
な
あ
い
さ
つ
の
中
で
引
用
さ
れ
広
ま
っ
て

い
る
。本

校
で
付
け
た
い
力

開
校
当
初
は
、卒
業
後
に
帰
国
す
る
学
生
が
多
か
っ
た
。

◆◆◆◆◆◆

こ
の
頃
は
帰
国
、
日
本
で
就
職
、
日
本
で
進
学
が
そ
れ
ぞ

れ
３
分
の
１
ず
つ
で
あ
る
。
日
本
で
就
職
や
進
学
す
る
た

め
に
は
高
い
日
本
語
力
が
求
め
ら
れ
る
。
進
路
の
実
現
の

た
め
に
も
町
民
と
交
流
を
深
め
る
た
め
に
も
、
日
本
文
化

を
知
り
、
日
本
語
力
を
高
め
る
授
業
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
進
路
の
選
択
の
中
に
北
工
学
園
の
介
護
福
祉
科

へ
の
進
学
が
あ
る
。
介
護
準
備
学
生
な
ら
日
本
語
学
校
の

１
～
２
年
間
の
学
費
・
寮
費
は
無
料
と
な
る
。
介
護
福
祉

学
科
の
２
年
間
は
、
学
費
、
教
材
費
、
実
習
費
、
寮
費
と

生
活
費
が
給
付
型
奨
学
金
と
し
て
支
給
さ
れ
る
。
こ
の
奨

学
金
は
卒
業
後
５
年
間
指
定
さ
れ
て
い
る
施
設
で
の
就
職

を
条
件
と
し
交
付
さ
れ
る
。

今
後
の
課
題
や
展
望

学
生
が
増
え
れ
ば
人
口
が
増
え
る
が
、
寮

も
教
室
も
最
大
人
数
に
達
し
て
い
る
。
人
口

◆◆◆

増
を
期
待
し
て
日
本
語
学
校
の
設
立
を
希
望
す
る
自
治
体

の
視
察
も
少
な
く
な
い
。
本
校
で
は
卒
業
す
る
と
新
し
い

学
生
が
入
学
す
る
こ
と
を
繰
り
返
し
て
い
る
。そ
の
た
め
、

定
員
以
上
の
人
口
増
に
は
つ
な
が
ら
な
い
。
今
後
も
よ
り

よ
く
継
続
す
る
た
め
に
は
学
生
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
楽
し

く
日
本
文
化
と
日
本
語
を
学
ぶ
活
動
を
続
け
て
い
く
こ
と

が
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

教
員
資
格
の
国
家
資
格
化
に
向
け
て
登
録
日
本
語
教
員

へ
の
移
行
が
始
ま
っ
て
い
る
。
教
員
確
保
と
い
う
意
味
で

も
新
し
い
資
格
の
取
得
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
そ
の
た

め
の
研
修
を
計
画
的
に
進
め
て
い
る
。

浴衣を着て盆踊り大会に参加する東川日本語学校の学生
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伊
藤　

友
啓

公
益
財
団
法
人
宮
城
県
国
際
化
協
会

シ
ニ
ア
チ
ー
フ
ス
タ
ッ
フ

制
度
立
ち
上
げ
の
経
緯

１
９
９
０
年
代
以
降
、
宮
城
県
で
は
在
留
外
国
人
が
増

加
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
現
場
で
通
訳
者
を
求
め
る
ニ
ー
ズ
も

増
加
し
た
。
当
時
こ
れ
ら
の
問
い
合
わ
せ
に
対
し
通
訳
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
に
つ
な
い
だ
り
、
通
訳
が
で
き

る
方
を
探
し
た
り
し
て
い
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
、
国

際
結
婚
を
し
た
外
国
出
身
女
性
の
母
子
保
健
に
関
す
る
相

談
が
市
町
村
の
保
健
師
か
ら
寄
せ
ら
れ
始
め
た
。
こ
う
し

た
自
治
体
の
保
健
福
祉
部
門
や
病
院
か
ら
の
依
頼
は
、
命

や
健
康
に
直
結
す
る
特
に
重
要
な
分
野
で
あ
り
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
頼
り
や
場
当
た
り
的
な
対
応
で
は
な
く
、
な
ん
ら

か
の
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
の
声
が
県

内
の
国
際
活
動
団
体
等
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
を
受
け
、

約
２
年
の
検
討
、準
備
期
間
を
経
て
、２
０
０
２
年
に
「
Ｍ

Ｉ
Ａ
外
国
人
支
援
通
訳
サ
ポ
ー
タ
ー
」（
以
下
「
通
訳
サ

ポ
ー
タ
ー
」）
の
運
用
が
県
内
で
始
ま
っ
た
。（
注
）

◆◆◆

通
訳
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
の
概
要

２
０
２
４
年
３
月
末
現
在
、
通
訳
サ
ポ
ー
タ
ー
の
登
録

者
数
は
１
３
１
名
、
登
録
言
語
数
は
２０
言
語
で
あ
る
。
登

録
に
際
し
て
、
事
業
概
要
の
説
明
と
登
録
言
語
で
の
面
談

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
年
に
１
回
の
研
修
会
の
ほ
か
、

英
語
、
中
国
語
、
韓
国
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
お
よ
び
ポ
ル
ト

ガ
ル
語
の
通
訳
サ
ポ
ー
タ
ー
の
有
志
が
、
そ
れ
ぞ
れ
月
に

１
回
自
主
学
習
会
を
行
っ
て
い
る
。

通
訳
サ
ポ
ー
タ
ー
の
紹
介
は
、
個
人
か
ら
の
依
頼
は
受

け
付
け
ず
、
行
政
機
関
や
医
療
機
関
か
ら
の
み
受
け
付
け

て
い
る
。
し
か
し
、
外
国
人
か
ら
「
病
院
に
行
き
た
い
の

だ
が
、
日
本
語
が
で
き
ず
困
っ
て
い
る
」
と
相
談
を
受
け

る
こ
と
は
よ
く
あ
り
、
そ
の
場
合
に
は
病
院
に
対
し
当
協

会
が
連
絡
を
入
れ
、
病
院
の
了
解
を
取
っ
た
上
で
、
病
院

か
ら
の
依
頼
案
件
と
し
て
通
訳
サ
ポ
ー
タ
ー
を
手
配
す

る
。通

訳
サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
動
は
有
償
で
謝
金
と
交
通
費
を

支
払
う
が
、
依
頼
者
で
あ
る
公
的
機
関
や
医
療
機
関
に
そ

◆◆◆

の
費
用
負
担
を
求
め
て
い
る
。
通
訳
費
用
は
診
療
報
酬
制

度
の
適
用
外
、
つ
ま
り
保
険
が
き
か
な
い
費
用
と
な
っ
て

お
り
、
多
く
の
医
療
機
関
、
特
に
ク
リ
ニ
ッ
ク
等
小
規
模

の
医
療
機
関
は
通
訳
の
必
要
性
を
認
め
つ
つ
も
費
用
負
担

が
難
し
い
の
が
現
状
で
あ
り
、
課
題
で
あ
る
。

２
０
１
９
年
、
コ
ロ
ナ
禍
で
対
面
の
通
訳
が
難
し
く
な

っ
た
こ
と
か
ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン
や
電
話
を
活
用
し
た
遠
隔

通
訳
も
始
め
た
。
現
在
は
対
面
通
訳
を
再
開
し
て
い
る
が

遠
隔
通
訳
も
継
続
し
て
お
り
、
移
動
負
担
の
軽
減
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。

宮
城
県
や
い
く
つ
か
の
市
町
村
で
は
通
訳
の
予
算
が
確

保
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
仙
台
市
と
は
、
結
核
等
の
感

多
文
化
共
生
の
地
域
づ
く
り

公
益
財
団
法
人

宮
城
県
国
際
化
協
会

「
受
診
の
壁
」
取
り
除
く
通
訳

―
宮
城
県
に
お
け
る
保
健
医
療
通
訳
の
取
り
組
み
―

1995 9468
1997 10522
1999 11873
2001 14391
2003 16608
2005 16296
2007 15976
2009 16500
2011 13973 登録外国⼈統計
2013 15247 在留外国⼈統計
2015 17708
2017 20405
2019 23986
2021 21089
2023 27009
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⼈数はすべて12⽉末現在。データはすべて出⼊国在留管理庁の在留外国⼈統計（2011年以前は
登録外国⼈統計。2012年7⽉に在留管理制度が改正され、統計の取り⽅も変わっており、厳密に
⾔えばその前後の⼈数を単純⽐較することはできない）
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染
症
患
者
の
通
訳
に
特
化
し
た
契
約
を
結
ん
で
い
る
。

２
０
２
３
年
度
の
保
健
医
療
分
野
の
通
訳
紹
介
実
績
は

６６
件
で
、
総
合
病
院
や
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
県
や
市
町
村
の
保

健
所
等
か
ら
の
依
頼
が
含
ま
れ
る
。
診
療
科
も
多
岐
に
わ

た
る
。
２
０
２
２
年
か
ら
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
の
避
難
民

の
通
訳
支
援
も
行
っ
て
い
る
。

課
題
①
通
訳
は
だ
れ
の
た
め
か

外
国
人
が
医
療
機
関
を
利
用
す
る
際
、
最
大
の
壁
は
こ

と
ば
で
あ
る
。
問
診
票
を
自
分
で
読
み
書
き
、
医
師
に
自

分
の
症
状
を
伝
え
、
ま
た
医
師
や
看
護
婦
の
指
示
や
説
明

を
聞
き
取
る
に
は
相
当
な
日
本
語
力
が
求
め
ら
れ
る
。

外
国
人
か
ら
「
通
訳
が
い
な
い
こ
と
で
受
診
を
拒
否
さ

れ
た
」「
外
国
人
側
で
通
訳
を
確
保
す
る
よ
う
に
病
院
に

言
わ
れ
た
」
と
い
っ
た
話
を
と
き
ど
き
聞
く
。
外
国
人
が

こ
と
ば
の
手
伝
い
を
必
要
と
す
る
こ
と
は
間
違
い
な
い

が
、
正
し
く
診
察
、
治
療
す
る
た
め
に
は
医
療
者
に
と
っ

て
も
こ
と
ば
の
壁
は
取
り
除
か
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ

う
。 

通
訳
は
決
し
て
外
国
人
だ
け
が
必
要
と
す
る
も
の

◆◆◆

で
は
な
い
。
通
訳
費
用
を
依
頼
者
負
担
と
す
る
理
由
の
一

つ
は
こ
こ
に
あ
る
。

し
か
し
、
通
訳
コ
ス
ト
の
負
担
の
み
な
ら
ず
通
訳
を
介

す
る
こ
と
で
通
常
の
診
察
よ
り
も
時
間
が
か
か
る
と
い
う

時
間
的
な
負
担
、
さ
ら
に
は
旅
行
保
険
未
加
入
の
外
国
人

旅
行
者
に
よ
る
医
療
費
不
払
い
問
題
も
マ
イ
ナ
ス
要
素
と

な
り
、
医
療
者
の
外
国
人
受
け
入
れ
に
対
す
る
理
解
は
な

か
な
か
広
が
っ
て
い
な
い
。

課
題
②
希
少
言
語
通
訳
確
保
の
難
し
さ

東
日
本
大
震
災
以
前
は
、
英
中
韓
と
タ
ガ
ロ
グ
語
で
大

多
数
の
ニ
ー
ズ
を
満
足
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
震
災

後
は
、
ベ
ト
ナ
ム
語
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
、
ネ
パ
ー
ル
語
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
語
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
語
な
ど
に
多
様
化
し
て
い

る
。「
働
く
外
国
人
」
が
こ
の
１０
年
余
り
で
急
増
し
た
こ

と
と
関
係
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
言
語
で
通
訳
で
き
る

人
は
限
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
通
訳
の
手
配
は
時
に
困
難

を
極
め
る
。

◆◆◆

課
題
③
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

通
訳
は
時
間
だ
け
確
保
し
て
現
場
に
行
け
ば
自
動
的
に

成
立
す
る
も
の
で
は
な
く
、
準
備
が
ど
れ
だ
け
で
き
る
か

に
よ
っ
て
当
日
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
大
き
く
左
右
さ
れ

る
。
そ
の
た
め
、
医
療
機
関
か
ら
病
状
、
治
療
内
容
に
つ

い
て
聞
き
取
り
、
通
訳
サ
ポ
ー
タ
ー
に
「
予
習
」
し
て
も

ら
う
よ
う
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
通
訳
を
介
し
て
対
話
す

る
と
き
の
話
し
方
も
大
事
で
あ
り
、あ
い
ま
い
さ
を
排
す
、

簡
潔
に
話
す
な
ど
、
ポ
イ
ン
ト
を
事
前
に
医
療
機
関
に
伝

え
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

展
望

技
能
実
習
か
ら
育
成
就
労
へ
の
制
度
移
行
、
永
住
が
可

能
と
な
る
特
定
技
能
２
号
の
拡
大
等
、
政
府
は
よ
り
多
く

の
外
国
人
労
働
者
を
受
け
入
れ
る
方
向
に
進
め
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
際
に
よ
り
顕
在
化
す
る
で
あ
ろ
う
諸
問
題

に
つ
い
て
十
分
な
議
論
が
尽
く
さ
れ
、
万
全
な
対
策
が
講

じ
ら
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
そ
の
中
で
も
外
国
人
の

医
療
は
特
に
重
大
な
課
題
の
一
つ
と
言
え
る
。
自
動
翻
訳

ツ
ー
ル
な
ど
新
し
い
技
術
も
日
進
月
歩
で
発
展
し
て
い

て
、
必
ず
し
も
当
協
会
の
よ
う
な
通
訳
活
用
が
す
べ
て
で

は
な
い
と
は
い
え
、こ
れ
か
ら
よ
り
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
し
、

件
数
も
増
え
て
い
く
と
す
る
な
ら
ば
、
社
会
全
体
で
向
き

合
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
注
）
通
訳
サ
ポ
ー
タ
ー
は
保
健
医
療
分
野
（
保
健
所
や
医
療
機
関

が
行
う
各
種
業
務
）と
生
活
相
談
分
野（
行
政
機
関
等
＝
市
区
町
村
、

労
働
基
準
監
督
署
、
海
上
保
安
庁
、
弁
護
士
会
等
＝
が
行
う
各
種

相
談
業
務
）
か
ら
成
る
が
、
本
稿
で
は
保
健
医
療
分
野
の
み
に
触

れ
る
。

◆◆◆◆◆◆

通訳サポータースキルアップ研修会。
コロナ禍以降はオンライン開催となった

2019 年 4 月、当協会初のオンラインによる
遠隔通訳

英語自主学習会の様子
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福
山　

満
子

公
益
社
団
法
人 

横
浜
市
福
祉
事
業
経
営
者
会
事
務
次
長

６４
カ
国
、
８
５
０
人
が
就
労

我
が
国
で
は
、
令
和
５
年
１０
月
末
現
在
、
２
０
０
万
人

を
超
え
る
外
国
人
が
就
労
し
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
介
護

分
野
に
従
事
し
て
い
る
外
国
人
は
５
万
５
０
０
０
人
を
超

え
、
超
高
齢
社
会
を
迎
え
た
我
が
国
に
と
っ
て
介
護
現
場

を
支
え
る
一
員
と
し
て
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
と
な

っ
て
い
ま
す
。

公
益
社
団
法
人
横
浜
市
福
祉
事
業
経
営
者
会
は
、
昭
和

６１
年
に
「
横
浜
市
民
間
老
人
福
祉
施
設
理
事
長
会
」
と
し

て
発
足
し
ま
し
た
が
、
平
成
２４
年
８
月
に
公
益
社
団
法
人

に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
は
、
神
奈
川
県
や
横
浜
市
か
ら
委
託
を
受
け
て
、

外
国
人
介
護
人
材
の
受
け
入
れ
や
就
労
支
援
を
行
う
「
職

業
紹
介
事
業
」
の
ほ
か
、高
齢
者
施
設
や
住
ま
い
の
相
談
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
申
し
込
み
な
ど
を
行
う

「
高
齢
者
支
援
事
業
」「
研
修
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

中
で
も
、
神
奈
川
県
の
委
託
事
業
と
し
て
神
奈
川
県
外

国
籍
県
民
等
の
在
留
資
格
の
あ
る
方
々
に
、
介
護
事
業
所

◆◆◆

等
へ
の
職
業
紹
介
や
介
護
職
員
初
任
者
研
修
を
行
っ
て
い

ま
す
。
現
在
ま
で
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
や
中
国
、
ペ
ル
ー
を
は

じ
め
と
す
る
６４
カ
国
の
外
国
人
約
８
５
０
人
が
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
、
介
護
老
人
保
健
施
設
、
訪
問
介
護
事
業

所
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
有
料
等
の
介
護
事
業
所
に
就
職

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、神
奈
川
県
や
横
浜
市
か
ら
の
委
託
事
業
と
し
て
、

海
外
人
材
か
ら
、
留
学
生
・
特
定
技
能
生
技
能
実
習
生
約

３
０
０
人
の
受
け
入
れ
を
し
て
い
ま
す
。

就
職
後
の
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
「
介
護
現
場
で
役
立
つ
日

本
語
講
座
」
な
ど
を
通
じ
た
職
場
定
着
支
援
の
ほ
か
、
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
研
修
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
修
も
実

施
。
さ
ら
に
県
内
の
外
国
人
介
護
職
の
方
を
対
象
に
災
害

時
の
対
応
に
焦
点
を
当
て
た
「
Ｂ
Ｃ
Ｐ
セ
ミ
ナ
ー
」
も
開

催
す
る
な
ど
、
外
国
籍
県
民
の
方
々
に
多
種
多
様
で
積
極

的
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
２９
年
か
ら
は
横
浜
市
の
委
託
事
業
と
し
て
、
外
国

か
ら
来
た
母
国
語
が
日
本
語
で
は
な
い
定
時
制
の
高
校
生

等
を
対
象
と
し
た
介
護
職
員
初
任
者
研
修
や
介
護
施
設
で

の
ア
ル
バ
イ
ト
の
あ
っ
せ
ん
な
ど
の
就
労
支
援
も
行
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
研
修
を
受
け
る
前
の
準
備
と
し
て
、
日
本
語
の

苦
手
な
高
校
生
に
は
、日
本
語
講
座
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
高
校
生
に
介
護
の
魅
力
や
や
り
が
い
を
実
感
し

て
も
ら
う
こ
と
で
将
来
的
に
介
護
人
材
を
確
保
す
る
取
り

組
み
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

外
国
人
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
た
め
に

私
は
、こ
れ
ら
の
事
業
を
通
じ
て
、外
国
籍
県
民
の
方
々

や
定
時
制
の
高
校
生
に
自
分
が
外
国
人
で
あ
る
こ
と
に
誇

り
を
持
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
日
本
に
来
て

よ
か
っ
た
と
思
っ
て
ほ
し
い
、
日
本
を
好
き
に
な
っ
て
ほ

し
い
と
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。

昨
今
、
介
護
業
界
で
は
、
人
手
不
足
が
ま
す
ま
す
深
刻

化
し
て
い
ま
す
。
日
本
人
ス
タ
ッ
フ
に
代
わ
り
外
国
人
の

介
護
職
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
当
た
り
前
と
な
っ
て
い
ま

す
。外

国
人
が
介
護
職
と
し
て
日
本
で
幸
せ
に
暮
ら
す
た
め

に
も
、
日
本
人
と
外
国
人
の
垣
根
を
超
え
て
、「
複
数
の

文
化
を
持
つ
人
が
、
互
い
の
文
化
の
違
い
を
理
解
・
尊
重

し
つ
つ
、
共
に
生
き
て
い
く
」
多
文
化
共
生
の
取
り
組
み

が
重
要
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

１４
歳
で
母
と
と
も
に
来
日

筆
者
で
あ
る
私
が
生
ま
れ
た
の
は
、
中
国
の
遼
寧
省
で

す
。
１４
歳
の
時
に
中
国
残
留
孤
児
だ
っ
た
母
親
と
来
日
し

ま
し
た
。
日
本
の
中
学
校
に
編
入
し
、
卒
業
後
職
業
訓
練

校
で
学
び
、
美
容
師
と
し
て
働
き
、
結
婚
を
機
に
退
職
し

ま
し
た
。

◆◆◆◆◆◆

多
文
化
共
生
の
地
域
づ
く
り

公
益
社
団
法
人 

横
浜
市
福
祉
事
業
経
営
者
会

（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

外
国
人
介
護
人
材
を
支
援

―
職
業
紹
介
や
初
任
者
研
修
で
―
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原
点
は
い
ち
ょ
う
団
地

私
に
と
っ
て
、
今
の
よ
う
に
と
て
も
や
り
が
い
の
あ
る

仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
私
の
原
点
で
あ
る

横
浜
市
泉
区
の
市
立
い
ち
ょ
う
小
学
校
と
い
ち
ょ
う
団
地

で
出
会
え
た
人
が
い
た
か
ら
で
す
。

私
が
、い
ち
ょ
う
団
地
に
移
り
住
ん
だ
の
は
平
成
２
年
。

引
っ
越
し
た
当
初
は
、
中
国
の
方
が
た
く
さ
ん
こ
の
団
地

◆◆◆

に
住
ん
で
い
る
こ
と
も
知
ら
な
か
っ
た
し
、
友
人
も
い
ま

せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
子
ど
も
が
い
ち
ょ
う
小
学
校
に
入
学
し
て
、

私
の
人
生
は
百
八
十
度
変
わ
り
ま
し
た
。

校
長
先
生
を
は
じ
め
、い
ち
ょ
う
小
学
校
の
先
生
方
は
、

子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
、
誰
に
対
し
て
も
隔
た
り
な
く
、

笑
顔
で
明
る
く
迎
え
入
れ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。そ
し
て
、

先
生
方
は
誇
り
を
持
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
を
一
生
懸
命
教

育
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
見
て
心
か
ら
感
動
し

た
私
は
、
少
し
で
も
先
生
方
に
協
力
し
た
い
と
思
い
ま
し

た
。私

は
、
い
ち
ょ
う
小
学
校
で
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
や
い
ち
ょ

う
団
地
で
の
民
生
委
員
・
主
任
児
童
委
員
の
活
動
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
、
も
っ
と
日

本
に
来
て
い
る
在
留
外
国
人
の
お
手
伝
い
が
し
た
い
と
思

い
、
今
の
職
場
に
お
世
話
に
な
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

今
の
私
は
、
い
ち
ょ
う
小
学
校
、
い
ち
ょ
う
団
地
で
の

活
動
が
基
盤
と
な
り
、
仕
事
へ
の
自
信
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。外

国
人
就
労
の
課
題

外
国
人
が
日
本
で
就
労
す
る
上
で
の
課
題
を
考
え
る
際

は
、
日
本
の
文
化
と
外
国
か
ら
来
た
方
々
の
文
化
の
両
方

の
視
点
か
ら
見
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

お
互
い
の
文
化
を
理
解
し
合
い
、
お
互
い
に
共
感
し
、

一
つ
の
事
業
所
で
長
く
、
楽
し
く
、
働
き
や
す
い
環
境
が

生
ま
れ
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
こ
の
自
信
と
誇
り
を
大
切
に
し
て
、
在
留
外
国

人
の
方
々
の
幸
せ
の
た
め
に
精
い
っ
ぱ
い
、
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆◆◆

インドネシアでの海外向け人材セミナー

外国人介護職等定着支援セミナーのチラシ

外国人介護人材への 
ビジネスマナー研修

研修で使用している教科書
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及
川　

啓
太

ワ
ー
ル
ド
・
ス
マ
イ
ル
・
ガ
ー
デ
ン
一
ツ
木　

会
長

行
政
主
導
を
転
換

愛
知
県
刈
谷
市
に
あ
る
ワ
ー
ル
ド
・
ス
マ
イ
ル
・
ガ
ー

デ
ン
一
ツ
木
（
通
称
＝
ワ
ー
ル
デ
ン
）
は
多
文
化
共
生
を

掲
げ
て
い
る
団
体
で
、「
野
菜
作
り
を
通
じ
て
、
外
国
人

も
日
本
人
も
す
べ
て
の
住
民
が
暮
ら
し
や
す
い
地
域
を
つ

く
っ
て
い
く
こ
と
」
を
目
的
に
平
成
２６
年
か
ら
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
毎
月
１
、
２
回
、
約
５
５
０
平
方
メ
ー
ト
ル

の
畑
で
の
合
同
作
業
を
参
加
費
無
料
で
開
催
し
、
国
籍
や

年
代
を
問
わ
ず
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

当
初
は
計
画
を
立
ち
上
げ
た
愛
知
県
国
際
交
流
協
会
や

刈
谷
市
（
行
政
）
が
深
く
運
営
に
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
が
、

平
成
３１
年
か
ら
は
私
た
ち
一
ツ
木
地
区
の
住
民
（
実
行
委

員
）
が
中
心
で
活
動
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
改
め
て
多
く

の
課
題
に
気
付
き
、
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
運
営
が
進
み

ま
せ
ん
で
し
た
。

直
面
し
た
課
題

◆◆◆◆◆◆

直
面
し
た
課
題
の
一
つ
目
は
、
維
持
管
理
の
担
い
手
不

足
で
す
。
当
初
の
ワ
ー
ル
デ
ン
実
行
委
員
は
、
自
治
会
の

役
員
経
験
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
る
方
が
中

心
で
し
た
。
ち
ょ
う
ど
活
動
開
始
か
ら
５
年
が
経
過
し
た

と
こ
ろ
で
、
一
区
切
り
つ
い
た
こ
と
や
高
齢
で
あ
る
こ
と

を
理
由
に
活
動
を
引
退
さ
れ
る
方
が
増
え
て
き
て
人
数
が

減
り
、
次
第
に
畑
や
施
設
の
管
理
が
行
き
届
か
な
く
な
っ

て
い
き
ま
し
た
。

二
つ
目
は
、
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
力
、
実
行
力
の
不
足
で

す
。
当
初
は
経
験
豊
か
な
市
の
担
当
者
に
よ
る
全
面
的
な

サ
ポ
ー
ト
の
下
、
収
穫
し
た
野
菜
を
用
い
た
飲
食
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
い
ざ
実
行
委
員
の

み
で
企
画
、
開
催
を
し
て
み
る
と
、
準
備
や
運
営
が
か
な

り
大
変
な
だ
け
で
な
く
、
予
算
も
逼ひ

っ

迫ぱ
く

さ
せ
て
し
ま
う
状

態
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

三
つ
目
は
、
そ
も
そ
も
合
同
作
業
に
参
加
者
が
集
ま
ら

な
い
こ
と
で
し
た
。
多
文
化
共
生
を
掲
げ
て
活
動
し
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
作
業
に
来
て
く
れ
る
外
国
人
の
参

加
者
は
数
人
だ
け
、
時
に
は
ゼ
ロ
の
日
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
収
穫
し
た
野
菜
を
用
い
た
飲
食
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
た
時
は
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
う
の
で
す
が
、
そ
こ
か
ら

定
例
の
合
同
作
業
へ
の
参
加
に
つ
な
が
ら
な
い
状
況
で
し

た
。〝

あ
る
言
葉
〟
を
き
っ
か
け
に

こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
で
き
な
い
ま
ま
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
が
流
行
し
、
こ
の
ま
ま
ワ
ー
ル
デ
ン
を
存
続
さ

せ
て
い
け
る
の
か
と
い
う
危
機
感
を
抱
き
な
が
ら
も
感
染

対
策
を
徹
底
し
、
合
同
作
業
だ
け
は
続
け
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
あ
る
日
の
作
業
日
の
こ
と
、
こ
の
日
は
、
珍
し

く
初
め
て
参
加
す
る
数
名
の
外
国
人
が
い
ま
し
た
。
そ
れ

も
異
な
る
国
の
方
た
ち
。
私
は
そ
れ
ぞ
れ
の
方
に
、
作
業

◆◆◆

多
文
化
共
生
の
地
域
づ
く
り

ワ
ー
ル
ド
・
ス
マ
イ
ル
・
ガ
ー

デ
ン
一
ツ
木（
愛
知
県
刈
谷
市
）

野
菜
作
り
通
じ
て
仲
間
に

―
住
民
主
導
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ガ
ー
デ
ン
―

ワールド・スマイル・ガーデン参加者数

令和５年度（１５回開催） 令和４年度（１５回開催）
総数 491 496

うち⽇本⼈ 264 285
うち外国⼈

（ルーツあり含む） 227 211

外国⼈⽐率（％） 46 43
参加外国⼈の国籍は、ベトナム、中国、⽶国、フィリピン、インドネシ
ア、ブラジル、台湾、カンボジア、バングラデシュ、タイ、キルギス、
トンガ、エルサルバドル、韓国、チュニジア、トルコ、ボツワナ、モン
ゴル、マラウィ
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に
参
加
し
た
き
っ
か
け
と
理
由
を
尋
ね
て
み
た
と
こ
ろ
、

「
友
人
（
も
し
く
は
職
場
の
同
僚
）
の
紹
介
で
、
日
本
人

と
交
流
が
し
た
く
て
参
加
し
た
」「
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
職

場
以
外
の
日
本
人
と
会
話
す
る
機
会
が
全
く
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
が
、
こ
こ
に
来
る
こ
と
で
、
職
場
以
外
の
日
本

人
と
会
話
す
る
こ
と
が
で
き
、
日
本
語
で
の
会
話
の
練
習

に
な
る
」
と
い
っ
た
答
え
が
皆
さ
ん
か
ら
返
っ
て
き
ま
し

た
。こ

の
時
気
づ
い
た
の
が
、
外
国
人
の
方
は
、〝
信
頼
し

て
い
る
友
人
（
同
僚
）
の
誘
い
で
参
加
し
て
い
る
こ
と
〟

〝
交
流
す
る
こ
と
を
目
的
に
参
加
し
て
い
る
こ
と
〟
で
し

た
。
何
よ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
制

限
さ
れ
た
こ
と
で
、
改
め
て
人
々
と
触
れ
合
う
こ
と
の
大

切
さ
に
気
付
き
、
積
極
的
な
参
加
に
つ
な
が
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
声
が
き
っ
か
け
で
一
気
に
視
界
が
開
け
、
先
に
挙

げ
た
課
題
の
解
決
策
に
つ
な
が
っ
た
だ
け
で
な
く
、
さ
ら

に
先
の
活
動
の
在
り
方
を
描
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

生
ま
れ
た
好
循
環

ま
ず
、
一
つ
目
の
課
題
で
あ
る
維
持
管
理
の
担
い
手
不

足
の
解
決
策
と
し
て
、
育
て
る
野
菜
は
、
み
ん
な
で
植
え

付
け
か
ら
収
穫
ま
で
を
楽
し
め
、
か
つ
手
間
が
か
か
ら
な

い
も
の
を
主
に
育
て
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
地
区

に
も
働
き
掛
け
、
草
刈
り
機
や
水
を
貯
め
る
タ
ン
ク
等
を

購
入
し
ま
し
た
。
他
に
も
、
私
た
ち
の
活
動
を
知
っ
た
市

外
の
方
か
ら
耕
運
機
の
寄
付
が
あ
り
、
お
か
げ
で
日
々
の

管
理
の
手
間
を
格
段
に
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

二
つ
目
の
課
題
の
イ
ベ
ン
ト
の
成
果
を
挙
げ
ら
れ
な
い

解
決
策
と
し
て
、
盛
大
な
イ
ベ
ン
ト
は
開
催
し
な
い
こ
と

◆◆◆

に
し
ま
し
た
。
不
特
定
多
数
の
人
を
呼
び
込
む
の
で
は
な

く
、
野
菜
の
収
穫
時
期
に
合
わ
せ
て
「
収
穫
祭
」
と
い
う

形
で
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
大
切
に
育
て
た
野
菜
を
収
穫

す
る
喜
び
を
み
ん
な
で
共
有
し
、
交
流
の
活
性
化
を
狙
う

こ
と
を
目
的
と
し
ま
し
た
。

三
つ
目
の
外
国
人
参
加
者
集
め
の
課
題
に
対
し
て
は
、

参
加
し
て
く
れ
た
外
国
人
（
も
ち
ろ
ん
日
本
人
も
）
の
名

前
を
覚
え
、
積
極
的
に
話
し
か
け
、
も
っ
と
お
互
い
を
知

る
き
っ
か
け
を
つ
く
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ま
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ

（
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
）
で
開
催
日
の
案
内
や
日
々
の
畑
の

様
子
の
投
稿
と
い
っ
た
情
報
発
信
に
も
力
を
入
れ
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
外
国
人
、
日
本
人
問
わ
ず
、
継
続
し
て
合

同
作
業
に
参
加
す
る
方
が
徐
々
に
増
え
、
や
が
て
参
加
者

同
士
が
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
楽
し
み
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
参
加
者
の
口
コ
ミ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
投
稿
が
、
新
た
な

参
加
者
に
つ
な
が
る
好
循
環
ま
で
生
ま
れ
、
そ
の
結
果
、

令
和
４
年
度
、
５
年
度
と
も
に
年
間
１５
回
の
開
催
で
延
べ

参
加
者
数
は
約
５
０
０
人
、
う
ち
外
国
人
の
参
加
比
率
も

半
数
近
く
と
な
り
ま
し
た
。

ワ
ー
ル
デ
ン
の
活
動
が
あ
る
程
度
認
知
さ
れ
、
形
に
な

る
ま
で
お
よ
そ
１０
年
か
か
り
ま
し
た
。
課
題
に
気
付
き
、

ふ
と
し
た
き
っ
か
け
（
声
）
か
ら
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に

変
え
、
解
決
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
行
政
の

力
に
頼
る
の
で
は
な
く
実
行
委
員
が
主
体
性
を
も
っ
て
運

営
に
取
り
組
ん
で
き
た
結
果
で
あ
る
と
自
負
し
て
い
ま

す
。今

後
は
、外
国
人
が
ワ
ー
ル
デ
ン
の
参
加
だ
け
で
な
く
、

住
ん
で
い
る
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
も
参
加
し
、
近
所

の
人
と
顔
の
見
え
る
関
係
を
築
け
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し

い
で
す
。
ま
た
、
参
加
し
て
い
る
未
就
学
の
子
ど
も
や
小

学
生
、
さ
ら
に
中
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
っ
た
、
次
世

代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
土
い
じ
り
や
野
菜
を
育
て
る

と
い
う
体
験
だ
け
で
な
く
、
交
流
を
通
じ
て
多
文
化
共
生

を
深
く
学
べ
る
場
所
に
で
き
る
よ
う
、
運
営
を
工
夫
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

集まれ！コミュニティガーデンに

楽しい収穫作業

子どもたちも笑顔で収穫
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岩
城　

あ
す
か

公
益
財
団
法
人

箕
面
市
国
際
交
流
協
会

大
阪
府
の
北
部
に
位
置
す
る
箕
面
市
の
人
口
は
、
２
０

２
４
年
３
月
末
現
在
で
１３
万
８
８
４
５
人
、
う
ち
外
国
籍

市
民
は
８６
カ
国
３
０
７
２
人
に
上
る
。
ま
た
、
市
内
に
大

阪
大
学
の
外
国
語
学
部
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
世
界
各

地
か
ら
の
留
学
生
は
も
と
よ
り
、
２５
言
語
の
語
学
を
学
ぶ

若
い
世
代
の
人
口
が
多
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。

外
国
人
が
主
体
的
に
参
画

そ
ん
な
外
国
人
住
民
が
多
い
地
域
で
活
動
す
る
箕
面
市

国
際
交
流
協
会
が
実
施
す
る
事
業
の
う
ち
で
も
、最
も「
共

生
」
を
意
識
し
た
事
業
が
、
地
域
に
暮
ら
す
外
国
人
た
ち

が
主
体
的
に
参
画
し
、
等
身
大
の
相
互
交
流
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ
フ

ェ
「
ｃ
ｏ
ｍ
ｍ　
ｃ
ａ
ｆ
ｅ
（
コ
ム
カ
フ
ェ
）」
で
あ
る
。

２
０
１
３
年
５
月
１１
日
の
オ
ー
プ
ン
以
来
、主
婦
（
夫
）

や
留
学
生
な
ど
、“
プ
ロ
で
は
な
い
”
外
国
人
た
ち
が
日

替
わ
り
で
オ
ー
ナ
ー
に
な
る
「
ワ
ン
デ
イ
・
シ
ェ
フ
」
シ

ス
テ
ム
の
下
、
４０
の
国
と
地
域
か
ら
、
延
べ
１
２
０
名
以

上
が
母
国
の
家
庭
料
理
を
提
供
し
て
き
た
（
飲
食
店
営
業

◆◆◆

許
可
は
、
担
当
職
員
が
食
品
衛
生
責
任
者
と
な
っ
て
取

得
）。４６

席
あ
る
店
内
は
、
シ
ェ
フ
１
人
だ
け
で
は
回
せ
な
い

の
で
、
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
外
国
人
市
民
の
み
）
や
無

償
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
も
手
伝
う
。
４
時
間
程
度
の
手

伝
い
の
報
酬
と
し
て
、
そ
の
日
の
ラ
ン
チ
が
無
料
で
食
べ

ら
れ
る
。
ラ
ン
チ
が
終
わ
っ
て
皆
で
賄
い
を
食
べ
る
時
間

は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
相
談
や
日
頃
の
愚
痴
を
こ
ぼ
せ
る
、

貴
重
な
ひ
と
と
き
だ
。

手
づ
く
り
だ
が
、日
替
わ
り
ラ
ン
チ
は
一
律
９
９
０
円
。

毎
日
通
う
と
、
日
本
に
い
な
が
ら
世
界
を
一
周
し
た
気
分

に
な
れ
る
。

文
化
や
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
を
超
え
る
工
夫

カ
フ
ェ
で
の
共
通
語
は
「
や
さ
し
い
日
本
語
」。
初
級

日
本
語
の
語ご

彙い

や
文
法
を
使
っ
て
、
文
章
は
短
く
、
は
っ

き
り
と
。
そ
れ
で
も
各
人
の
認
識
度
の
違
い
か
ら
、
思
い

も
よ
ら
な
い
ミ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
多
発
す
る
。

「
う
ま
く
い
か
な
い
の
が
当
た
り
前
」
と
思
っ
て
い
な
い

◆◆◆

と
務
ま
ら
な
い
カ
フ
ェ
で
あ
る
。

真
っ
向
か
ら
意
見
が
対
立
す
る
と
き
も
あ
る
が
、
シ
ェ

フ
を
は
じ
め
、
外
国
人
ス
タ
ッ
フ
た
ち
の
表
情
は
非
常
に

豊
か
で
、
舌
打
ち
し
た
り
、
声
を
荒
げ
た
り
、
ち
ょ
っ
と

し
た
国
際
紛
争
の
よ
う
だ
。

そ
ん
な
と
き
は
、
カ
フ
ェ
の
運
営
を
担
当
す
る
外
国
人

グ
ル
ー
プ
「
チ
ー
ム
シ
カ
モ
」
の
代
表
で
、
カ
フ
ェ
発
案

者
の
チ
ェ
・
ソ
ン
ジ
ャ
さ
ん
ら
経
験
豊
富
な
外
国
人
当
事

者
の
仲
裁
が
入
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
言
い
分
を

し
っ
か
り
聞
き
な
が
ら
慎
重
に
落
と
し
ど
こ
ろ
を
探
り
当

て
る
様
子
は
、
ま
さ
に
「
対
立
か
ら
創
造
を
生
む
」
プ
ロ

セ
ス
そ
の
も
の
。「『
多
文
化
共
生
』
は
た
ゆ
ま
ぬ
『
多
文

化
調
整
』
だ
」
と
、
金
宣
吉
さ
ん
（
神
戸
定
住
外
国
人
支

援
セ
ン
タ
ー
理
事
長
）
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
が
、
至
言

多
文
化
共
生
の
地
域
づ
く
り

公
益
財
団
法
人
箕
面
市
国
際

交
流
協
会（
大
阪
府
箕
面
市
）

日
替
わ
り
外
国
人
オ
ー
ナ
ー
の「
コ
ム
カ
フ
ェ
」

―
自
慢
の
料
理
が
自
尊
感
情
回
復
の
き
っ
か
け
に
―

キッチンで母国の家庭料理をつくる「日替わりシェフ」
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で
あ
る
。

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
そ
う
で
な
い
人
の
協
働
の
場

日
本
語
で
の
意
志
疎
通
が
難
し
か
っ
た
シ
ェ
フ
は
、
１

年
も
た
つ
と
み
る
み
る
う
ち
に
上
達
し
、
冗
談
が
言
え
る

ま
で
に
な
る
。
す
る
と
、
就
職
を
希
望
す
る
人
は
自
分
で

応
募
し
た
り
、
他
の
シ
ェ
フ
に
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
り
し

て
次
の
場
へ
と
移
っ
て
い
く
。

深
刻
な
問
題
を
抱
え
て
い
て
も
、
協
会
の
多
言
語
相
談

窓
口
へ
足
を
運
ぶ
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
シ
ェ
フ

が
、
自
身
の
料
理
を
喜
ん
で
食
べ
て
も
ら
う
経
験
を
積
み

重
ね
る
こ
と
に
よ
り
、
自
尊
感
情
を
取
り
戻
し
て
い
く
ケ

ー
ス
も
あ
っ
た
。

そ
の
結
果
、
生
活
困
窮
、
病
気
、
失
業
、
子
ど
も
た
ち

◆◆◆

の
問
題
（
持
病
、
い
じ
め
、
不
登
校
、
障し

ょ
う

碍が
い

）
な
ど
、
あ

り
と
あ
ら
ゆ
る
困
難
が
複
雑
に
絡
ま
り
合
い
、
相
談
を
受

け
た
私
た
ち
も
「
ど
こ
か
ら
手
を
つ
け
た
ら
よ
い
か
分
か

ら
な
か
っ
た
」
状
況
が
、
一
つ
ず
つ
改
善
さ
れ
て
い
く
。

自
慢
の
料
理
を
人
々
が
「
お
い
し
い
」
と
食
べ
て
く
れ
る

こ
と
こ
そ
が
、
悪
循
環
を
断
ち
切
り
、
少
し
ず
つ
で
も
好

循
環
へ
と
転
換
さ
せ
ら
れ
る
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
に
、

福
祉
関
連
の
職
員
た
ち
も
驚
い
て
い
た
。

２
号
店
も
オ
ー
プ
ン

コ
ロ
ナ
禍
の
２
０
２
２
年
度
末
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ

う
に
営
業
で
き
な
い
中
で
、
ラ
ン
チ
以
外
の
新
た
な
出
番

と
活
躍
の
場
を
つ
く
る
べ
く
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

も
実
施
し
た
。
５１
日
間
で
、
延
べ
２
４
９
人
か
ら
２
４
１

万
８
３
３
０
円
の
寄

付
を
い
た
だ
き
、
こ

れ
ま
で
の
運
営
の
ノ

ウ
ハ
ウ
や
カ
フ
ェ
の

魅
力
を
一
冊
に
ま
と

め
た
ム
ッ
ク
本
を
発

行
し
、
子
ど
も
食
堂

や
大
学
な
ど
へ
の
出

張
講
座
な
ど
を
開
催

す
る
こ
と
で
、
新
た

な
社
会
参
加
の
機
会

を
得
る
こ
と
が
で
き

た
。ま

た
、
２
０
２
４

年
３
月
２３
日
に
開
業

し
た
北
大
阪
急
行

◆◆◆

「
箕
面
船
場
阪
大
前
」
駅
の
改
札
を
出
て
す
ぐ
の
場
所
に
、

ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
カ
フ
ェ
、
貸
し
会
議
室
な
ど
を
併

設
し
た
「
箕
面
市
立
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
が
オ
ー
プ
ン
、

指
定
管
理
者
と
し
て
当
協
会
が
運
営
を
委
託
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
コ
ム
カ
フ
ェ
と
し
て
は
念
願
の
２
号
店
を
、

駅
か
ら
ゼ
ロ
分
と
い
う
立
地
に
構
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

地
下
３
階
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
「
チ
カ
」、
そ
し�

て
ラ
テ
ン
語
で
「
新
し
い
」
と
い
う
意
味
を
持
つ�

「
ｎ
ｏ
ｖ
ａ
」
と
合
わ
せ
た
造
語
「
チ
カ
ノ
バ
」
の
愛
称

が
つ
け
ら
れ
た
施
設
で
は
、「
フ
ー
ド
×
ア
ー
ト
×
ハ
ー

ト
」
を
テ
ー
マ
に
、
こ
れ
ま
で
の
人
的
資
源
を
生
か
し
つ

つ
、
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
が
展
開
さ
れ

て
い
る
。

「
収
益
性
の
向
上
」
と
「
社
会
参
加
の
促
進
」
を
両
立

さ
せ
る
試
み
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
。
未
来
を
先
取
り
し
た

よ
う
な
、
そ
れ
で
い
て
ア
ナ
ロ
グ
で
泥
臭
い
私
た
ち
の
営

み
は
、
共
生
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
を
さ
ら
に
広
げ
て
い
く
こ

と
だ
ろ
う
。

【
店
舗
情
報
】

※
コ
ム
カ
フ
ェ
（
１
号
店
）

　

�

箕
面
市
小
野
原
西
５
︱
２
︱
３６
、
箕
面
市
立
多
文
化
交

流
セ
ン
タ
ー
内
。

　

�

月
曜
・
火
曜
休
店
（
祝
日
に
あ
た
る
日
は
開
店
）。
営

業
は
９
時
半
～
１７
時
（
ラ
ン
チ
は
日
・
祝
以
外
、
１１
時

半
～
１４
時
ま
で
）。

※
カ
フ
ェ　

チ
カ
ノ
バ
（
コ
ム
カ
フ
ェ
２
号
店
）

　

�

箕
面
市
船
場
東
３
︱
７
︱
３５　

箕
面
市
立
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
内
。

　

�

月
曜
・
火
曜
休
店
（
祝
日
も
閉
店
）。
営
業
は
１１
時
か

ら
２０
時
３０
分
（
日
曜
日
は
１８
時
ま
で
）

カフェでは東南アジアのゲーム「スンカ」など、さまざまなイベントも

ある日のメニュー（イランランチ）
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山
藤　

美
之

日
本
語
交
流
ク
ラ
ブ 

Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
☆
ワ
ン
ハ
ー
ト
代
表

発
足
の
経
緯

か
つ
て
高
校
の
地
理
の
教
科
書
に
「
東
京
か
ら
一
番
遠

い
ま
ち
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
島
根
県
江
津
市
。
人
口
は

約
２
万
１
０
０
０
人
、
典
型
的
な
過
疎
の
町
で
す
。
そ
の

中
で
在
住
外
国
人
は
２
０
２
４
年
６
月
に
は
約
３
５
０

人
、
人
口
の
１
・
７
％
に
な
り
ま
し
た
。
６０
人
に
１
人
は

外
国
人
で
す
。

２
０
０
４
年
に
島
根
県
主
催
の
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
に
参
加
し
、
そ
の
受
講
仲
間
で
「
日
本
語
交
流

ク
ラ
ブ
Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
☆
ワ
ン
ハ
ー
ト
」を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

当
初
は
私
立
高
校
の
中
国
人
留
学
生
や
、
日
本
人
と
結
婚

し
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
の
奥
さ
ん
た
ち
が
対
象
。
し
か
し

さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
江
津
市
か
ら
離
れ
て
い
き
、
つ
い
に

誰
も
来
な
く
な
っ
た
２
０
１
３
年
末
に
、
新
規
に
ベ
ト
ナ

ム
人
技
能
実
習
生
を
受
け
入
れ
た
金
属
加
工
会
社
の
工
場

長
が
３
人
の
青
年
を
連
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
１

年
後
、
江
津
市
初
の
女
性
ベ
ト
ナ
ム
人
技
能
実
習
生
４
人

が
入
会
し
、
以
後
、
多
く
の
会
社
が
中
国
人
技
能
実
習
生

◆◆◆

か
ら
ベ
ト
ナ
ム
人
に
切
り
替
え
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
に

伴
っ
て
Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
☆
ワ
ン
ハ
ー
ト
も
ベ
ト
ナ
ム
人
が
増
え

て
い
き
ま
し
た
。

現
在
は
ベ
ト
ナ
ム
人
、
タ
イ
人
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
の

技
能
実
習
生
、
特
定
技
能
、
専
門
的
・
技
術
分
野
の
在
留

資
格
、
合
わ
せ
て
約
４０
人
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。

二
つ
の
言
葉
が
原
動
力
に

①�

「
う
ち
の
孫
は
日
本
人
だ
け
ぇ
、
変
な
言
葉
、
教
え
ん

さ
ん
な
！
（
教
え
る
な
）」

わ
が
子
を
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で
あ
や
し
て
い
た
時
に
し

ゅ
う
と
め
さ
ん
か
ら
言
わ
れ
た
言
葉
だ
そ
う
で
す
。
な
ん

と
心
無
い
言
葉
で
し
ょ
う
か
！　

母
性
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
踏
み
に
じ
る
言
葉
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
し
ま
い

ま
し
た
。

②
「
ア
ク
ア
ス
？　

そ
れ
は
何
で
す
か
？
」

ベ
ト
ナ
ム
人
技
能
実
習
生
に
「
ね
え
、
ア
ク
ア
ス
、
行

っ
た
？
」
と
聞
い
た
と
こ
ろ
、
返
っ
て
き
た
言
葉
で
す
。

ア
ク
ア
ス
は
、
江
津
市
に
あ
る
数
少
な
い
観
光
ス
ポ
ッ
ト

◆◆◆

の
水
族
館
の
こ
と
。
江
津
に
来
て
半
年
以
上
過
ぎ
て
い
た

の
で
、
当
然
、
会
社
の
誰
か
が
連
れ
て
行
っ
て
い
る
だ
ろ

う
と
思
っ
て
聞
い
た
の
で
す
が
、
行
っ
て
い
な
い
ど
こ
ろ

か
、
そ
の
名
前
さ
え
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

聞
い
て
み
る
と
半
年
間
、
会
社
と
寮
と
ス
ー
パ
ー
の
３

カ
所
し
か
知
ら
な
い
生
活
を
し
て
い
ま
し
た
。
せ
っ
か
く

日
本
に
来
た
の
に
…
そ
れ
で
い
い
の
か
?!　

技
能
実
習
生

っ
て
、
な
ん
な
ん
だ
?!　

そ
れ
ま
で
の
日
本
語
教
室
的
な

活
動
か
ら
大
き
く
方
向
転
換
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

交
流
増
や
し
課
題
を
共
有

会
員
の
ほ
と
ん
ど
は
技
能
実
習
生
。
課
題
の
多
い
制
度

で
あ
る
こ
と
は
確
か
な
の
で
す
が
、
一
方
で
は
若
者
の
減

少
に
よ
り
労
働
力
と
し
て
不
可
欠
な
状
態
に
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
な
ら
ば
、
少
し
で
も
い
い
環
境
、
い
い
条
件
で

仕
事
を
し
て
も
ら
っ
て
、
い
い
思
い
出
を
た
く
さ
ん
つ
く

っ
て
本
国
に
帰
っ
て
ほ
し
い
。

で
は
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の
だ
ろ
う
？　

劣
悪
な
事
例

を
労
働
基
準
監
督
署
に
相
談
し
て
も
み
ま
し
た
が
、
結
局

は
解
決
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
、
見
て
見
ぬ
ふ
り
は

し
た
く
な
い
！　

そ
ん
な
ジ
レ
ン
マ
を
経
て
、
取
り
組
ん

だ
の
は
、
実
習
生
と
地
域
住
民
と
の
交
流
機
会
を
た
く
さ

ん
増
や
し
て
、
地
域
住
民
に
外
国
人
労
働
者
の
存
在
を
知

っ
て
も
ら
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て
彼
ら
の
課
題
を
共
有
し

て
も
ら
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
が
外
国
人
労
働
者
を
意
識
し
、
同
じ
住

民
と
し
て
共
に
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
に
な
れ
ば
、
彼
ら
の

職
場
環
境
や
生
活
環
境
も
向
上
す
る
と
思
い
ま
し
た
。
地

域
の
小
さ
さ
が
、そ
れ
を
可
能
に
し
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。

◆◆◆

多
文
化
共
生
の
地
域
づ
く
り

日
本
語
交
流
ク
ラ
ブ

Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
☆
ワ
ン
ハ
ー
ト

（
島
根
県
江
津
市
）

多
文
化
共
生
社
会
の“
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
”に

―
交
流
で
知
る
、
互
い
の
持
ち
味
―
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名
前
の
由
来
～
こ
だ
わ
り
が
あ
る
ん
で
す
！

「
Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
」
は
「
ご
う
つ
」
と
読
み
、
英
語
の
「
ｇ
ｏ　

ｔ
ｏ
（
～
に
向
う
）」
に
か
け
て
い
ま
す
。「
☆
」
は
江
津

市
の
島
星
山
の
シ
ン
ボ
ル
。「
ワ
ン
ハ
ー
ト
」
は
ボ
ブ
・

マ
ー
レ
ー
の
「
Ｏ
ｎ
ｅ　

Ｌ
ｏ
ｖ
ｅ
」
の
歌
詞
「
Ｏ
ｎ
ｅ　

Ｌ
ｏ
ｖ
ｅ
！　

Ｏ
ｎ
ｅ　

Ｈ
ｅ
ａ
ｒ
ｔ
！　

Ｌ
ｅ
ｔ
＇ｓ　

ｇ
ｅ
ｔ　

ｔ
ｏ
ｇ
ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ　
ａ
ｎ
ｄ　

ｆ
ｅ
ｅ
ｌ　

ａ
ｌ
ｌ　
ｒ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
．」
か
ら
取
り
ま
し
た
。「
言
葉
や

文
化
の
違
い
を
乗
り
越
え
、
心
一
つ
に
な
ろ
う
！
」
と
い

う
意
味
で
す
。

Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
☆
ワ
ン
ハ
ー
ト
の
活
動
は
こ
の
コ
ン
セ
プ
ト

を
基
に
「
人
と
人
と
の
交
流
で
地
域
の
生
活
を
楽
し
く
！

豊
か
に
！
」
を
目
的
と
し
て
以
下
の
活
動
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

◆◆◆

①�

日
本
の
文
化
や
生
活
を
体
験
す
る
体
験
イ
ベ
ン
ト
＝
花

見
・
野
外
Ｂ
Ｂ
Ｑ
・
い
ち
ご
狩
り
・
浴
衣
着
付
け
・
茶

道
・
書
道
・
日
本
の
お
正
月
・
た
こ
焼
き
作
り
等

②�

地
域
の
日
本
人
と
交
流
す
る
交
流
イ
ベ
ン
ト
＝
エ
ス
ニ

ッ
ク
料
理
交
流
会
・
地
域
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
店
・
ア
ジ

ア
☆
フ
ェ
ス
タ
開
催
な
ど

③�

活
動
に
必
要
な
日
本
語
の
学
習
支
援
（
毎
週
日
曜
午
前

１０
時
か
ら
正
午
）

要
は
、
日
本
語
学
習
は
手
段
で
あ
っ
て
、
地
元
の
日
本

人
と
の
交
流
が
目
的
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
「
日

本
語
教
室
」
で
は
な
く
「
日
本
語
交
流
ク
ラ
ブ
」
な
ん
で

す
。
こ
だ
わ
っ
て
い
る
の
で
す
。

多
文
化
共
生
の
第
一
歩
は
「
交
流
」。
そ
し
て
「
交
流
」

の
先
に
あ
る
の
が
「
外
国
人
も
地
域
の
住
民
な
の
だ
と
い

う
認
識
」
と
思
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

小
さ
な
勇
気
を
出
そ
う

多
文
化
共
生
社
会
を
例
え
る
言
葉
の
一
つ
が
「
サ
ラ
ダ

ボ
ウ
ル
」
で
す
。
数
種
の
野
菜
片
を
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
で
混

ぜ
た
も
の
で
す
。
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
で
和
風
に
も
中
華
に
も

イ
タ
リ
ア
ン
に
も
な
り
ま
す
。
な
に
よ
り
ド
レ
ッ
シ
ン
グ

が
な
け
れ
ば
そ
れ
ぞ
れ
の
野
菜
の
味
を
ま
と
め
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

ド
レ
ッ
シ
ン
グ
の
働
き
は
素
材
の
味
を
大
切
に
し
て
引

き
立
た
せ
、
新
た
な
味
や
食
感
の
お
い
し
い
料
理
に
す
る

こ
と
で
す
ね
。
多
文
化
共
生
に
も
、
こ
の
ド
レ
ッ
シ
ン
グ

が
必
要
な
の
で
す
。
新
た
な
味
や
食
感
は
「
交
流
」
に
よ

り
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
を
ま
と
め
て
お
い
し
い

料
理
に
す
る
と
い
う
意
識
を
我
々
住
民
一
人
ひ
と
り
が
醸

成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

一
部
の
都
市
を
除
い
て
ほ
と
ん
ど
の

町
は
過
疎
化
、
高
齢
化
で
地
域
の
行
事

も
ま
ま
な
ら
な
い
状
況
に
あ
る
と
思
い

ま
す
。
で
も
皆
さ
ん
の
町
に
も
外
国
人

労
働
者
が
い
る
は
ず
。
み
ん
な
活
力
が

あ
っ
て
、
フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
す
よ
。
そ

し
て
、
皆
さ
ん
と
の
交
流
を
待
っ
て
い

ま
す
。
ち
ょ
っ
と
勇
気
を
出
し
て
「
お

は
よ
う
！
」
っ
て
声
を
か
け
て
み
ま
せ

ん
か
？　

技
能
実
習
生
に
し
て
も
、
そ

の
他
の
在
留
資
格
の
外
国
人
労
働
者
に

し
て
も
基
礎
的
な
日
本
語
は
分
か
り
ま

す
。
勇
気
を
出
し
て
「
ど
こ
か
ら
来
た

の
？
」「
名
前
は
？
」　

ど
ん
ど
ん
話
を

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

◆◆◆

ベトナム料理づくりで交流

日本語学習支援の様子

市の夏まつりに浴衣姿で参加する技能実習生ら
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武
田　

有
里
子

佐
賀
県
多
文
化
共
生
さ
が
推
進
課 

多
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
ナ
ー

同
じ
“
佐
賀
県
民
”

佐
賀
県
の
在
留
外
国
人
数
は
、
令
和
６
年
１
月
１
日
現

在
で
９
６
０
３
名
と
過
去
最
多
に
な
り
ま
し
た
。
併
せ
て

外
国
人
材
を
雇
用
す
る
事
業
所
も
年
々
増
加
し
て
お
り
、

県
内
産
業
に
と
っ
て
不
可
欠
な
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
彼
ら
は
単
な
る
労
働
者
で
は
な
く
、
生
活
者
で

も
あ
り
、
佐
賀
県
に
暮
ら
す
私
た
ち
と
同
じ
県
民
で
す
。

国
籍
、
文
化
や
在
留
の
目
的
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
同
じ

地
域
の
一
員
と
し
て
、
互
い
の
文
化
的
な
違
い
を
認
め
合

い
、
対
等
な
関
係
を
築
い
て
い
く
こ
と
、
い
わ
ゆ
る
「
多

文
化
共
生
」の
地
域
づ
く
り
を
共
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
、

地
域
の
活
力
や
発
展
に
と
っ
て
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

当
県
で
は
、
多
文
化
共
生
の
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
く
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
や
地
域
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、「
多
文
化
共
生
マ
イ
ン
ド
の
醸
成
」「
安
心
し
て

生
活
で
き
る
環
境
づ
く
り
」、
お
よ
び
「
誰
も
が
活
躍
で

き
る
環
境
の
整
備
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◆◆◆

多
文
化
共
生
マ
イ
ン
ド
の
醸
成

外
国
人
県
民
・
日
本
人
県
民
が
互
い
を
理
解
、
尊
重
し
、

共
に
活
躍
で
き
る
地
域
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
交
流
の
機

会
を
創
出
し
、
広
く
県
民
の
多
文
化
共
生
マ
イ
ン
ド
を
醸

成
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

当
県
で
は
、
地
域
で
多
文
化
共
生
を
推
進
す
る
人
材
を

増
や
す
こ
と
で
、
交
流
機
会
の
創
出
や
多
文
化
共
生
マ
イ

ン
ド
の
醸
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、

令
和
３
年
度
か
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
採
用
し
、
次
の

二
つ
の
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

①�

県
庁
職
員
の
「
多
文
化
交
流
サ
ポ
ー
タ
ー
」
育
成
・
活

動
の
場
の
創
出

県
政
を
担
う
職
員
が
外
国
人
県
民
と
の
共
生
と
い
う
課

題
を
自
分
事
と
し
て
捉
え
、
職
場
だ
け
で
な
く
地
域
に
お

い
て
も
多
文
化
共
生
の
推
進
者
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
、

多
文
化
交
流
サ
ポ
ー
タ
ー
を
県
庁
職
員
か
ら
募
り
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
に
運
営
ス
タ
ッ
フ

◆◆◆

と
し
て
携
わ
り
、
イ
ベ
ン
ト
に
よ
っ
て
は
外
国
人
県
民
と

共
に
ブ
ー
ス
出
展
も
行
い
ま
し
た
。
今
後
は
、
外
国
人
県

民
も
交
え
た
意
見
交
換
の
場
を
定
期
的
に
設
け
て
、
多
文

化
交
流
サ
ポ
ー
タ
ー
の
地
域
で
の
活
動
を
よ
り
発
展
さ
せ

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

②
地
域
交
流
会
の
開
催

こ
れ
ま
で
多
文
化
共
生
に
興
味
や
関
心
が
あ
ま
り
な
か

っ
た
人
た
ち
に
も
、
外
国
人
県
民
と
の
関
わ
り
を
意
識
し

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
日
本
人
と
外
国
人
が
楽

し
み
な
が
ら
地
域
で
交
流
で
き
る
機
会
を
創
出
し
て
い
ま

す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
多
久
市
に
お
い
て
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
「
ア
ー
ト
と
日
本
語
で
外
国
人
と
ふ
れ
あ
お
う
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
企
画
は
、実
際
に
多
久
市
に
住
む
外
国
人
か
ら「
日

本
人
の
友
達
が
欲
し
い
」「
ア
ー
ト
で
交
流
を
し
て
み
た

い
」
と
い
っ
た
声
を
聞
い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

企
画
の
実
現
の
た
め
、
県
だ
け
で
な
く
外
国
人
県
民
、
大

学
の
教
授
・
学
生
や
多
久
市
職
員
等
と
協
働
す
る
こ
と
で
、

実
施
に
至
り
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
参
加
者
は
ハ
ー
ト
の
ア
ー
ト
を

作
り
な
が
ら
、
や
さ
し
い
日
本
語
で
交
流
し
ま
す
。
孫
に

誘
わ
れ
て
参
加
し
た
人
や
、
早
い
う
ち
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な

文
化
に
触
れ
て
ほ
し
い
と
親
子
で
参
加
す
る
人
も
多
く
い

た
の
が
印
象
的
で
し
た
。
外
国
人
と
の
交
流
に
関
心
の
あ

る
人
だ
け
で
な
く
、
そ
の
よ
う
な
人
が
家
族
や
友
人
を
連

れ
て
い
き
た
く
な
る
よ
う
な
交
流
会
を
つ
く
る
こ
と
は
、

啓
発
を
図
る
上
で
大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
企
画
は
、
協
働
し
た
大
学
が
軸
と
な
り
、

各
地
の
小
学
校
な
ど
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

し
て
、
交
流
会
に
関
わ
っ
た
人
た
ち
が
主
体
的
に
交
流
の

多
文
化
共
生
の
地
域
づ
く
り

佐
賀
県

外
国
人
と
日
本
人
の
出
会
い
を
デ
ザ
イ
ン

―
交
流
サ
ポ
ー
タ
ー
育
成
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
も
―
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場
を
つ
く
り
、
そ
の
参
加
者
も
ま
た
、
違
う
場
所
で
体
験

を
共
有
す
る
な
ど
し
て
、
多
文
化
共
生
の
輪
を
さ
ら
に
広

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
支
援

外
国
人
の
中
に
は
、
日
本
で
生
活
す
る
上
で
一
番
不
安

な
こ
と
に
災
害
を
挙
げ
る
人
も
多
い
で
す
。
災
害
時
に
、

情
報
を
伝
え
て
く
れ
る
人
、
さ
ら
に
は
一
緒
に
避
難
場
所

ま
で
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
る
人
が
周
り
に
い
れ
ば
安
心
だ

と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
地
域
で
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
構
築
す
る
き

っ
か
け
と
し
て
、
江
北
町
が
主
催
す
る
防
災
フ
ェ
ス
に
お

い
て
、
県
と
し
て
ブ
ー
ス
を
出
展
し
「
防
災
×
や
さ
し
い

日
本
語
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
参
加
者
が
実
際
に
町
内
で
使

わ
れ
て
い
る
防
災
無
線
の
放
送
の
内
容
を
「
や
さ
し
い
日

本
語
」
へ
言
い
換
え
る
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
通
し
て
、
外
国
人
県
民
と
日
本
人
県
民
が

一
緒
に
考
え
、
災
害
時
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み

や
意
識
が
大
切
か
を
学
び
ま
し
た
。

◆◆◆

ま
た
、
災
害
時
に
お
互
い
助
け
合
え
る
よ
う
に
、
日
頃

か
ら
顔
の
見
え
る
関
係
性
を
築
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
地

域
で
の
継
続
的
な
交
流
の
た
め
に
、
多
久
市
の
区
長
ら
と

協
働
し
て
「
多
文
化
や
さ
い
づ
く
り
交
流
」
を
始
め
ま
し

た
。
モ
デ
ル
地
区
の
遊
休
地
を
活
用
し
て
、
外
国
人
県
民

と
日
本
人
県
民
が
共
に
畑
を
管
理
し
な
が
ら
、
交
流
す
る

場
所
を
整
え
て
い
ま
す
。
昨
年
は
芋
掘
り
大
会
を
実
施
し

ま
し
た
が
、
日
本
人
県
民
の
参
加
が
少
な
い
と
い
う
課
題

が
あ
る
た
め
、
今
後
は
地
域
団
体
と
の
連
携
を
視
野
に
入

れ
る
べ
く
、
情
報
収
集
を
図
っ
て
い
ま
す
。

誰
も
が
活
躍
で
き
る
環
境
の
整
備

県
内
外
国
人
の
多
く
は
20
代
の
若
者
で
あ
り
、
地
域
や

事
業
所
に
お
い
て
活
力
や
発
展
を
も
た
ら
す
存
在
で
も
あ

り
ま
す
。

当
県
で
は
、
労
働
局
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し
た
事

業
所
向
け
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
向
上
セ
ミ
ナ
ー
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、「
外
国
人
材
と

共
に
働
く
う
え
で
の
マ
イ
ン
ド
の
醸
成
」「
外
国
人
材
受

入
れ
に
お
け
る
ポ
イ
ン
ト
」
や
「
や
さ
し
い
日
本
語
の
講

話
と
実
践
」
講
座

を
実
施
し
、
事
業

所
内
の
働
く
環
境

の
整
備
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

セ
ミ
ナ
ー
開
催

時
に
は
、
事
業
所

向
け
の
個
別
相
談

会
も
実
施
し
て
お

り
、
労
働
局
・
ハ

◆◆◆

ロ
ー
ワ
ー
ク
だ
け
で
な
く
、
福
岡
出
入
国
在
留
管
理
局
お

よ
び
外
国
人
に
関
す
る
総
合
相
談
窓
口
の
「
さ
が
多
文
化

共
生
セ
ン
タ
ー
」
の
ブ
ー
ス
を
設
け
、
相
談
対
応
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
他
に
も
事
業
所
内
の
働
く
環
境
を
整
備
す
る
取

り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
事
業
所
の
状
況
や
ニ
ー
ズ
に
応

じ
た
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
外
国

人
材
を
受
け
入
れ
る
前
の
心
構
え
や
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
内
容
で
こ
れ
ま
で
実
施
し

て
き
ま
し
た
。
国
籍
や
宗
教
等
に
か
か
わ
ら
ず
、
誰
も
が

活
躍
で
き
る
環
境
を
地
域
に
お
い
て
も
事
業
所
に
お
い
て

も
両
輪
で
整
備
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

多
文
化
共
生
が
「
当
た
り
前
」
に

最
近
、
特
に
日
本
人
県
民
か
ら
「
外
国
人
県
民
を
よ
く

見
か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
け
れ
ど
、
接
点
が
な
い
」「
同

僚
に
外
国
人
が
い
る
け
れ
ど
、
ど
う
接
し
て
い
い
か
分
か

ら
な
い
」
と
い
う
声
を
耳
に
し
ま
す
。
先
に
述
べ
た
よ
う

な
多
文
化
共
生
マ
イ
ン
ド
や
交
流
の
き
っ
か
け
が
あ
り
、

外
国
人
県
民
も
日
本
人
県
民
も
互
い
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
取
り
合
え
る
環
境
と
な
り
、
相
互
理
解
が
進
む
こ

と
で
、
同
じ
地
域
を
構
成
す
る
仲
間
と
し
て
認
め
合
う
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
共
に
安
心
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
多

文
化
共
生
と
は
、
決
し
て
外
国
人
県
民
の
た
め
だ
け
に
進

め
て
い
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国
籍
、
性
別
、
文
化
、

宗
教
等
に
か
か
わ
ら
ず
、
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
さ
を
感
じ

る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

遠
く
な
い
未
来
に
は
、「
多
文
化
共
生
」
と
声
に
せ
ず

と
も
、
そ
れ
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
い
る
「
佐
賀
県
」
と

な
る
よ
う
今
後
も
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

◆◆◆

国際交流ワークショップで笑顔の参加者

県が出展した
「防災×やさしい日本語ワークショップ」

遊休農地での野菜作りで交流
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難
波　

一
尚

大
分
県
企
画
振
興
部 

国
際
政
策
課
主
幹

大
分
県
は
、温
泉
の
源
泉
数
と
湧
出
量
が
日
本
一
の「
お

ん
せ
ん
県
」
で
す
が
、
人
口
当
た
り
の
外
国
人
留
学
生
数

が
全
国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
多
い
「
留
学
生
県
」
で
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
近
年
で
は
、
総
人
口
が
減
少
す
る
中
、

技
能
実
習
生
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
外
国
人
労
働
者
も
増
加
し

て
お
り
、県
内
在
住
の
外
国
人
比
率
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
外
国
人
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
し
、
地
域
住

民
の
一
員
と
し
て
活
躍
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
ま
た
帰
国

後
も
大
分
県
に
愛
着
を
持
ち
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
協
力
し

て
も
ら
え
る
よ
う
、
外
国
人
住
民
等
と
の
共
生
・
連
携
施

策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

戦
略
に
基
づ
く
支
援
体
制

大
分
県
で
は
、
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
や
海
外
と
の
交
流
に
係

る
施
策
を
体
系
的
に
ま
と
め
、
全
庁
が
一
体
と
な
っ
て
連

携
で
き
る
よ
う
、
平
成
２３
年
に
「
大
分
県
海
外
戦
略
」
を

策
定
し
、
そ
の
後
、
数
年
ご
と
に
そ
の
時
の
国
際
情
勢
等

を
反
映
し
、
こ
れ
を
更
新
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
戦
略
の

重
点
項
目
の
一
つ
と
し
て
、
留
学
生
の
県
内
定
着
促
進
に

◆◆◆

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和
４
年
度
に
策
定
し

た
第
４
期
の
海
外
戦
略
で
は
、
増
加
が
見
込
ま
れ
る
外
国

人
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り

の
た
め
、
多
文
化
共
生
の
推
進
を
戦
略
の
新
た
な
柱
と
し

て
位
置
づ
け
、
外
国
人
の
生
活
支
援
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
支
援
を
拡
充
し
て
い
ま
す
。

急
増
し
た
留
学
生
へ
の
支
援

平
成
１２
年
に
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
（
Ａ
Ｐ
Ｕ
）

が
別
府
市
に
開
学
す
る
と
、
大
分
県
内
の
外
国
人
留
学
生

数
は
急
増
し
ま
し
た
。
開
学
前
の
平
成
１１
年
に
は
３
８
３

人
だ
っ
た
県
内
留
学
生
は
、
令
和
５
年
に
は
３
３
３
０
人

ま
で
増
加
し
ま
し
た
。
１０
万
人
当
た
り
の
留
学
生
数
は
京

都
、
東
京
に
次
ぐ
国
内
第
３
位
、
過
去
に
は
１
位
の
時
期

も
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
大
分
県
で
は
、
留
学
生
の

活
用
お
よ
び
地
域
と
の
連
携
に
重
点
を
置
い
た
施
策
を
多

方
面
か
ら
展
開
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

一
つ
目
が
資
金
援
助
で
す
。
平
成
７
年
か
ら
、
私
費
外

◆◆◆

国
人
留
学
生
に
対
し
て
奨
学
金
を
給
付
し
て
お
り
、
留
学

生
の
経
済
的
な
負
担
を
軽
減
し
、
学
業
や
地
域
活
動
に
取

り
組
み
や
す
い
環
境
を
整
備
し
て
い
ま
す
。
ま
た
奨
学
生

に
対
し
て
は
、
大
分
県
を
よ
り
深
く
理
解
す
る
た
め
の
研

修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

二
つ
目
は
相
談
体
制
の
構
築
で
す
。
留
学
生
が
日
常
生

活
等
で
困
っ
た
時
に
、
相
談
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
等
を

行
う
た
め
に
、
平
成
１６
年
に
「
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
お

お
い
た
」
を
発
足
し
、
留
学
生
の
生
活
支
援
、
加
え
て
、

地
域
活
動
、
交
流
支
援
と
い
っ
た
地
域
に
な
じ
み
や
す
く

す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
活
動
を

支
援
す
る
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ
ト
で
あ
る
「
留
学
生
人
材
情

報
バ
ン
ク　

Ａ
ｃ
ｔ
ｉ
ｖ
ｅ　

Ｎ
ｅ
ｔ
」
も
運
営
し
て
い

ま
す
。

三
つ
目
は
留
学
生
の
県
内
就
職
・
定
着
促
進
で
す
。
平

成
２８
年
に
「
お
お
い
た
留
学
生
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー　

�

Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｋ
Ｌ
Ｅ
」
を
設
立
し
、
県
内
企
業
へ
の
就
職
支

援
や
起
業
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
合
同
説
明
会
や
ス
タ

デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
の
実
施
、
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
基
礎
講
座
や

シ
ニ
ア
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
よ
る
定

期
相
談
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
令
和
４
年
度
か
ら
は
、

留
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
促
進
の
た
め
、
受
け
入
れ

企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
等
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応

近
年
で
は
、
技
能
実
習
や
特
定
技
能
な
ど
の
在
留
資
格

者
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
県
内
在
住
の
外
国
人
数
は
令
和

５
年
１２
月
末
で
１
万
７
５
８
７
人
と
過
去
最
高
を
更
新
し

た
と
こ
ろ
で
す
が
、こ
の
う
ち
技
能
実
習
（
４
６
３
１
人
）

と
特
定
技
能
（
１
６
８
３
人
）
の
在
留
資
格
者
が
全
体
の

◆◆◆

多
文
化
共
生
の
地
域
づ
く
り

大
分
県

海
外
か
ら
選
ば
れ
る
地
域
づ
く
り

―
留
学
生
・
外
国
人
住
民
と
の
共
生
・
連
携
―
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約
３６
％
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
在
留

資
格
制
度
の
見
直
し
に
よ
り
、
今
後
は
帯
同
家
族
の
増
加

も
予
想
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
よ
う
に
多
様
化
す
る

ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
生
活
面
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
面
で
、
在
住
外
国
人
に
対
す
る
支
援
策
の
拡
充
を

図
っ
て
い
ま
す
。

生
活
面
に
関
し
て
は
、
外
国
人
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
を

運
営
し
、
県
内
在
住
外
国
人
の
生
活
す
る
上
で
の
疑
問
や

困
り
ご
と
に
対
し
て
、
多
言
語
で
の
相
談
対
応
を
行
っ
て

い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
に
つ
い
て

は
、
外
国
人
に
対
す
る
日
本
語
教
育
体
制
の

拡
充
を
図
っ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
日

本
語
教
育
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
確
保
・

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
の
開

催
、
オ
ン
ラ
イ
ン
日
本
語
講
座
の
開
講
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
う
し
た
施
策
の
実
行
に
当

た
っ
て
は
、
留
学
生
に
対
す
る
日
本
語
教
育
で
実
績
を
持

つ
Ａ
Ｐ
Ｕ
と
連
携
し
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
県
内
へ
の
展
開
を
図

っ
て
い
ま
す
。

人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

地
域
に
お
け
る
共
生
と
い
う
観
点
だ
け
で
は
な
く
、
海

外
展
開
の
足
掛
か
り
と
し
て
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

◆◆◆

築
と
い
う
観
点
か
ら
も
、
留
学
生
等
と
の
連
携
を
図
っ
て

い
ま
す
。

海
外
か
ら
来
県
し
て
い
る
留
学
生
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
や
国
際

交
流
員
、
外
国
語
指
導
助
手
等
の
中
で
、
特
に
意
欲
の
高

い
方
を
大
分
県
の
応
援
団
と
し
て
「
め
じ
ろ
ん
海
外
サ
ポ

ー
タ
ー
」
に
任
命
し
、
帰
国
後
も
大
分
県
の
海
外
で
の
Ｐ

Ｒ
活
動
等
に
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

留
学
経
験
者
の
中
に
は
、大
分
を
第
二
の
故
郷
と
考
え
、

帰
国
し
た
後
も
自
身
が
得
意
な
分
野
や
所
属
し
て
い
る
業

界
に
お
い
て
、
大
分
県
の
Ｐ
Ｒ
等
で
の
協
力
を
通
じ
て
関

わ
り
を
持
ち
た
い
と
希
望
す
る
方
も
お
り
、
実
際
に
自
身

が
経
営
す
る
飲
食
店
に
お
い
て
大
分
県
フ
ェ
ア
を
開
催
し

た
り
、
人
脈
を
活
用
し
て
大
分
県
内
企
業
と
の
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ッ
チ
ン
グ
を
実
施
し
た
り
す
る
事
例
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
海
外
で
活
躍
す
る
大
分
県
ゆ
か
り
の
方

に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
拡
充
し
、
県
内
企
業
等

が
海
外
展
開
し
や
す
い
基
盤
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

人
口
減
少
社
会
に
向
け
て

国
内
で
は
人
口
減
少
に
よ
る
人
手
不
足
か
ら
外
国
人
材

へ
の
需
要
が
高
ま
っ
て
い
る
と
同
時
に
、
国
内
市
場
の
縮

小
に
伴
い
海
外
展
開
へ
の
必
要
性
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

大
分
県
海
外
戦
略
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
海
外
の
成
長

を
取
り
込
み
つ
つ
共
に
発
展
す
る
」
地
域
の
実
現
に
向
け

て
、
大
分
県
で
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
多
く
の
留
学
生
を

受
け
入
れ
て
き
た
実
績
を
も
と
に
、
海
外
か
ら
の
人
材
獲

得
・
定
着
、
海
外
展
開
に
向
け
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

と
い
う
両
面
か
ら
外
国
人
住
民
と
の
共
生
施
策
に
取
り
組

み
、
海
外
か
ら
選
ば
れ
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

◆◆◆

日本語教育ボランティア研修

留学生 OB が経営する飲食店での PR イベント
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山
口　

雅
人

鹿
児
島
市
危
機
管
理
課

桜
島
火
山
対
策
係
主
任

「
シ
ン
ボ
ル
」
と
の
共
生

錦
江
湾
に
浮
か
ぶ
雄
大
な
桜
島
は
、
美
し
い
景
観
、
桜

島
大
根
・
桜
島
小
み
か
ん
な
ど
桜
島
な
ら
で
は
の
お
い
し

い
食
べ
物
、
火
山
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
湧
く
温
泉
な
ど
、
私

た
ち
に
多
く
の
恵
み
を
与
え
て
く
れ
る
鹿
児
島
の
シ
ン
ボ

ル
で
あ
り
、
市
民
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
で
も
あ
る
。
そ
の

一
方
、
６０
年
以
上
の
長
き
に
わ
た
っ
て
活
発
な
活
動
を
続

け
る
世
界
有
数
の
活
火
山
で
あ
り
、
時
に
ド
カ
灰
（
鹿
児

島
弁
で
「
多
量
の
火
山
灰
」）
を
降
ら
せ
る
や
っ
か
い
な

隣
人
で
も
あ
る
。

桜
島
は
、
こ
れ
ま
で
大
規
模
な
噴
火
を
繰
り
返
し
て
お

り
、
直
近
の
大
規
模
噴
火
で
あ
る
大
正
３
年
１
月
の
大
正

噴
火
は
、
文
字
通
り
、
島
で
あ
っ
た
桜
島
が
大
隅
半
島
と

陸
続
き
に
な
る
ほ
ど
の
溶
岩
を
流
出
さ
せ
た
、
わ
が
国
に

お
け
る
２０
世
紀
最
大
の
噴
火
と
し
て
知
ら
れ
る
。
ま
た
、

日
常
的
な
噴
火
に
よ
る
降
灰
で
市
民
生
活
や
農
作
物
に
影

響
を
与
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
雨
が
降
れ
ば
灰
と
土
砂
が

混
ざ
っ
た
土
石
流
が
発
生
し
、
過
去
に
は
重
さ
２
ト
ン
超

◆◆◆

の
噴
石
が
旅
館
を
直
撃
し
た
こ
と
も
あ
る
。
最
近
で
は
令

和
４
年
７
月
に
火
口
か
ら
噴
石
が
２
・
４
キ
ロ
を
超
え
て

飛
散
し
た
こ
と
に
よ
り
、
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
が
５
に
引
き

上
げ
ら
れ
る
事
象
も
発
生
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
の
桜
島
と
鹿
児
島
市
街
地
と
の
距
離
は
わ
ず
か
約
４

キ
ロ
。
島
内
の
約
３
２
０
０
人
（
令
和
６
年
４
月
１
日
現

在
）
を
含
む
約
６０
万
人
が
、
活
火
山
と
共
生
し
て
い
る
。

次
の
大
規
模
噴
火
に
備
え
て

大
正
噴
火
か
ら
１
１
０
年
が
経
過
し
た
現
在
、
桜
島
の

マ
グ
マ
の
供
給
源
で
あ
る
姶
良
カ
ル
デ
ラ
下
の
マ
グ
マ
だ

ま
り
に
は
、
大
正
噴
火
当
時
と
同
等
量
の
マ
グ
マ
が
蓄
積

さ
れ
て
い
る
と
推
定
さ
れ
、
次
の
大
規
模
噴
火
に
対
す
る

警
戒
を
要
す
る
時
期
に
入
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
中
、
鹿
児
島
市
で
は
、
大
正
噴
火
級
の
大
規
模
噴
火

が
切
迫
し
て
い
る
と
い
う
想
定
で
、
桜
島
火
山
爆
発
総
合

防
災
訓
練
を
鹿
児
島
県
と
共
催
で
実
施
し
て
い
る
。

こ
の
訓
練
は
、
住
民
や
防
災
関
係
機
関
等
が
一
体
と
な

っ
て
昭
和
４６
年
か
ら
半
世
紀
以
上
に
わ
た
り
毎
年
実
施
し

◆◆◆

て
き
て
お
り
、
大
規
模
噴
火
に
備
え
て
防
災
意
識
と
そ
の

対
策
の
実
効
性
を
高
め
て
い
る
。
従
来
、
大
正
噴
火
が
起

き
た
日
の
１
月
１２
日
を
原
則
と
し
て
開
催
し
て
き
た
が
、

令
和
２
年
度
以
降
、
１１
月
の
住
民
避
難
訓
練
（
島
内
の
体

育
館
を
市
街
地
側
の
避
難
所
と
想
定
し
、
バ
ス
や
マ
イ
カ

ー
に
よ
る
避
難
を
実
施
）
と
、
１
月
の
避
難
所
体
験
・
展

示
訓
練
（
市
街
地
側
へ
の
避
難
後
の
生
活
を
想
定
し
た
避

難
所
体
験
お
よ
び
関
係
機
関
の
展
示
を
実
施
）
に
分
け
て

実
施
し
て
い
る
。
令
和
５
年
度
は
住
民
避
難
訓
練
で
参
加

関
係
機
関
等
６６
団
体
、
参
加
者
数
約
１
７
０
０
人
、
避
難

所
体
験
・
展
示
訓
練
で
参
加
関
係
機
関
３８
団
体
、
参
加
者

数
約
９
０
０
人
（
う
ち
７
団
体
は
両
訓
練
と
も
参
加
）
と

多
く
の
関
係
機
関
、
住
民
が
参
加
す
る
大
規
模
な
も
の
と

な
っ
て
い
る
。

訓
練
が
意
識
向
上
の
機
会
に

桜
島
は
鹿
児
島
を
代
表
す
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
外
国
人
を
含
む
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
。

そ
の
た
め
、
本
市
お
よ
び
公
益
財
団
法
人
鹿
児
島
市
国
際

◆◆◆

多
文
化
共
生
の
地
域
づ
く
り

鹿
児
島
県
鹿
児
島
市

桜
島
の
防
災
対
応
を
通
じ
た
多
文
化
共
生

―
外
国
人
住
民
と
と
も
に
災
害
に
備
え
る
―

火山灰で２メートル埋もれた黒
くろ

神
かみ

埋没鳥居
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交
流
財
団
（
以
下
、
財
団
）
で
は
、
平
成
２６
年
度
か
ら
外

国
人
住
民
の
協
力
の
下
、
外
国
人
観
光
客
へ
の
対
応
を
想

定
し
た
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
。

住
民
避
難
訓
練
で
は
、
平
成
２７
年
８
月
の
噴
火
警
戒
レ

ベ
ル
４
へ
の
引
き
上
げ
時
に
、
立
ち
入
り
を
規
制
し
た
施

設
に
外
国
人
観
光
客
が
状
況
も
分
か
ら
ず
立
ち
入
っ
た
事

例
が
あ
っ
た
こ
と
を
受
け
、
日
本
語
の
防
災
無
線
放
送
に

続
け
て
英
語
、
中
国
語
、
韓
国
語
で
の
放
送
を
行
う
ほ
か
、

多
言
語
の
指
差
し
確
認
カ
ー
ド
を
用
い
て
、
観
光
客
役
の

外
国
人
住
民
に
対
す
る
観
光
施
設
等
か
ら
の
避
難
支
援
を

実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
避
難
所
体
験
・
展
示
訓
練
で
は
、
財
団
が
災
害

や
避
難
に
関
す
る
情
報
を
外
国
人
住
民
に
周
知
す
る
「
災

害
時
多
言
語
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
運
用
訓
練
を
行
っ

て
い
る
。
こ
の
訓
練
で
は
、
外
国
人
住
民
が
通
訳
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
日
本
語
を
話
せ
な
い
被
災
者
役
と
し
て
、
サ
ポ

ー
ト
を
す
る
側
、
さ
れ
る
側
の
視
点
で
参
加
し
て
い
る
ほ

か
、
日
本
人
も
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
従
事
し
、
外
国
人

と
日
本
人
が
一
緒
に
な
っ
て
支
援
を
行
う
機
会
を
創
出
し

て
い
る
。

外
国
人
住
民
と
と
も
に
災
害
に
備
え
る
こ
と
で
、
言
葉

や
文
化
の
壁
が
あ
る
外
国
人
観
光
客
に
対
す
る
避
難
支
援

の
充
実
は
も
と
よ
り
、
災
害
時
に
支
援
者
と
な
る
市
職
員

や
住
民
の
「
多
文
化
共
生
」
へ
の
意
識
向
上
に
も
つ
な
が

っ
て
い
る
。

情
報
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
取
り
組
み

日
本
語
の
理
解
が
難
し
い
外
国
人
に
対
し
て
は
、
多
言

語
に
よ
る
表
記
や
分
か
り
や
す
い
日
本
語
の
使
用
が
有
効

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
市
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
バ
リ
ア

フ
リ
ー
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

◆◆◆

桜
島
に
関
し
て
は
、
多
言
語
で
の
桜
島
火
山
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
作
成
、
島
内
で
の
火
山
災
害
対
応
を
行
う
上
で

必
要
な
案
内
標
識
や
退
避
壕ご

う

表
示
の
多
言
語
表
記
（
い
ず

れ
も
英
語
、
中
国
語
、
韓
国
語
）
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

外
国
人
住
民
へ
の
情
報
提
供
と
し
て
、
子
育
て
・
医
療
な

ど
、
生
活
に
役
立
つ
情
報
を
多
言
語
で
提
供
す
る
ア
プ
リ

「
Ｋ
ａ
ｇ
ｏ
Ｔ
ｉ
ｐ
ｓ
（
カ
ゴ
テ
ィ
ッ
プ
ス
）」
を
配
信
し

て
お
り
、
災
害
な
ど
の
緊
急
情
報
を
プ
ッ
シ
ュ
通
知
で
お

知
ら
せ
し
て
い
る
。
避
難
情
報
等
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
と
と
も
に
多
言
語
（
先
述
３
言
語
に
加
え
、
在

住
者
の
多
い
ベ
ト
ナ
ム
語
、
や
さ
し
い
日
本
語
）
に
よ
り

情
報
発
信
を
行
っ
て
い
る
。

犠
牲
者
ゼ
ロ
を
目
指
し
て

桜
島
火
山
爆
発
総
合
防
災
訓
練
は
今
年
度
で
５５
回
目
を

迎
え
る
。
特
に
１１
月
の
住
民
避
難
訓
練
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍

後
の
観
光
需
要
回
復
に
対
応
す
る
た
め
、
観
光
客
利
用
施

設
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
訓
練
を
実
施
し
、
外
国
人
を
含
め
た

観
光
客
の
避
難
支
援
の
強
化
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

今
後
と
も
、
こ
う
し
た
訓
練
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
災

害
時
に
外
国
人
に
対
し
確
実
な
情
報
伝
達
が
で
き
る
よ
う

取
り
組
み
、
大
規
模
噴
火
で
も
、
外
国
人
を
含
め
た
住
民
、

観
光
客
等
の
「
犠
牲
者
ゼ
ロ
」
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

冒
頭
述
べ
た
と
お
り
、
桜
島
は
鹿
児
島
の
シ
ン
ボ
ル

で
あ
り
、
困
っ
た
隣
人
で
も
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
桜
島

と
の
共
生
は
も
と
よ
り
、
多
文
化
共
生
の
地
域
づ
く
り
、

そ
し
て
、
安
心
し
て
観
光
に
訪
れ
て
い
た
だ
け
る
ま
ち

と
な
る
よ
う
、
行
政
と
し
て
で
き
る
こ
と
を
行
っ
て
い

き
た
い
。

◆◆◆

外国人住民が通訳ボランティアで参加した訓練

多言語の指差し確認カードを用いた訓練
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特 集
副基調論文

８
・
2
％
）
と
続
い
て
お
り
、
在
留
資
格
も
多
様
で
あ
る
。

２
０
２
２
年
度
の
外
国
人
人
口
比
率
（
全
人
口
は
２
０

２
３
年
１
月
の
住
民
基
本
台
帳
人
口
、
外
国
人
人
口
は
２

０
２
２
年
１２
月
の
在
留
外
国
人
統
計
に
基
づ
き
試
算
し
た

も
の
）
を
都
道
府
県
別
で
見
る
と
、
東
京
都
の
約
４
・
３

％
を
筆
頭
に
、
群
馬
県
、
岐
阜
県
、
愛
知
県
、
三
重
県
、

大
阪
府
が
３
％
を
超
え
る
水
準
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

都
道
府
県
別
の
外
国
人
住
民
の
状
況
に
つ
い
て
、
２
０
２

２
年
と
２
０
１
７
年
を
比
較
し
た
場
合
、
全
て
の
都
道
府

県
で
在
留
外
国
人
数
は
増
加
し
て
お
り
、
全
国
平
均
の
増

加
率
は
約
２０
・
０
％
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
全

国
的
な
増
加
傾
向
が
あ
る
も
の
の
、市
区
町
村
単
位
で
は
、

外
国
人
の
居
住
状
況
に
大
き
な
差
異
が
あ
る
の
が
特
徴
で

あ
る
。
例
え
ば
、
２
０
２
２
年
度
に
お
け
る
外
国
人
人
口

比
率
の
高
い
上
位
２０
市
区
町
村
は
、
特
別
区
、
製
造
業
等

が
盛
ん
な
集
住
地
域
、
外
国
人
観
光
客
が
多
く
訪
れ
る
リ

ゾ
ー
ト
地
、
農
業
等
で
技
能
実
習
生
を
多
く
受
け
入
れ
て

い
る
地
域
な
ど
、
全
国
各
地
に
散
ら
ば
っ
て
い
る
状
況
で

あ
る
。

多
文
化
共
生
推
進
に
向
け
た
総
務
省
の 

取
り
組
み
に
つ
い
て

１
９
８
０
年
代
後
半
に
お
い
て
、
旧
自
治
省
で
は
、
地

域
の
国
際
化
施
策
の
一
環
と
し
て
、「
地
方
公
共
団
体
に

お
け
る
国
際
交
流
の
在
り
方
に
関
す
る
指
針
」（
１
９
８

７
年
）、「
国
際
交
流
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
指
針
」（
１

９
８
８
年
）
お
よ
び
「
地
域
国
際
交
流
推
進
大
綱
の
策
定

に
関
す
る
指
針
」（
１
９
８
９
年
）
を
策
定
し
、
地
方
公

共
団
体
に
お
け
る
外
国
人
の
活
動
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

を
促
し
た
。

１
９
９
０
年
代
に
入
る
と
、
在
留
資
格
「
定
住
者
」
の

は
じ
め
に

少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
が
急
速
に
進
展
す
る
我
が
国

に
お
い
て
、
外
国
人
材
の
受
け
入
れ
・
共
生
は
、
地
域
の

活
力
の
維
持
・
向
上
に
直
結
す
る
課
題
と
な
っ
て
い
る
と

言
え
る
。
ま
た
、
２
０
２
４
年
６
月
に
は
、
技
能
実
習
に

代
わ
る
新
た
な
在
留
資
格
で
あ
る
「
育
成
就
労
」
の
創
設

等
を
盛
り
込
ん
だ
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
等
の
改

正
法
が
公
布
さ
れ
、
昨
年
度
末
に
は
特
定
技
能
制
度
に
お

け
る
受
け
入
れ
見
込
数
や
対
象
分
野
等
の
見
直
し
に
係
る

閣
議
決
定
が
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
動
き

を
踏
ま
え
つ
つ
、
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
も
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
多
文
化
共
生
施
策
に
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
地

域
に
お
け
る
在
留
外
国
人
の
動
向
に
つ
い
て
概
観
し
た
の

ち
、
こ
れ
ま
で
総
務
省
が
実
施
し
て
き
た
地
域
に
お
け
る

多
文
化
共
生
の
推
進
に
向
け
た
取
り
組
み
を
中
心
に
紹
介

す
る
。
な
お
、
文
中
意
見
に
わ
た
る
部
分
に
つ
い
て
は
筆

者
の
私
見
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
お
断
り
し
て
お
く
。

地
域
に
お
け
る
在
留
外
国
人
の 

動
向
に
つ
い
て

日
本
に
お
け
る
在
留
外
国
人
数
は
１
９
９
０
年
頃
か
ら

大
幅
に
増
加
し
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
、
東
日
本
大
震

災
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、

一
時
的
に
減
少
し
た
時
期
は
あ
っ
た
も
の
の
、
２
０
２
２

年
以
降
再
び
増
加
に
転
じ
た
結
果
、
２
０
２
３
年
１２
月
時

点
に
お
い
て
約
３
４
１
万
人
（
日
本
の
総
人
口
に
占
め
る

割
合
は
約
２
・
７
％
）
と
な
り
、
過
去
最
高
を
更
新
し
て

い
る
。
国
籍
・
地
域
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
多
数
を
占

め
て
き
た
中
国
、
韓
国
・
朝
鮮
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ブ
ラ
ジ

ル
な
ど
に
加
え
、
近
年
は
ベ
ト
ナ
ム
、
ネ
パ
ー
ル
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
、
タ
イ
な
ど
の
ア
ジ
ア
諸
国
出
身
の
外
国
人
が

増
加
し
、多
国
籍
化
が
進
ん
で
い
る
。
在
留
資
格
別
で
は
、

２
０
２
３
年
12
月
末
時
点
で
、「
永
住
者
」（
８9
・
2
万
人
、

２6
・
1
％
）
が
最
も
多
く
、
次
い
で
、「
技
能
実
習
」

（
40
・
5
万
人
、
１１
・
9
％
）、「
技
術
・
人
文
知
識
・
国

際
業
務
」（
３6
・
2
万
人
、
１０
・
6
％
）、「
留
学
」（
34
・

1
万
人
、
10
・
0
％
）、「
特
別
永
住
者
」（
２８
・
1
万
人
、

多
文
化
共
生
の
地
域
づ
く
り

小
西　

一
功

総
務
省
自
治
行
政
局

国
際
室
参
事
官
補
佐

地
域
に
お
け
る
多
文
化
共
生
推
進
へ
向
け
て

―
総
務
省
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
―
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創
設
等
を
内
容
と
す
る
１
９
９
０
年
の
入
管
法
の
施
行
に

伴
い
、
日
系
南
米
人
が
急
増
し
、
１
９
９
３
年
の
技
能
実

習
制
度
の
導
入
に
よ
り
ア
ジ
ア
を
中
心
と
す
る
国
々
か
ら

の
技
能
実
習
生
の
受
け
入
れ
が
拡
大
し
た
。
こ
れ
ら
の
外

国
人
の
増
加
や
定
住
化
に
対
応
し
、
地
域
社
会
の
構
成
員

の
一
員
と
し
て
受
け
入
れ
を
図
る
た
め
、
２
０
０
１
年
５

月
に
は
、
日
系
南
米
人
を
中
心
と
す
る
外
国
人
が
多
数
集

住
す
る
市
町
が
、「
外
国
人
集
住
都
市
会
議
」
を
開
催
す

る
な
ど
、
外
国
人
住
民
施
策
に
取
り
組
み
始
め
る
地
方
公

共
団
体
が
現
れ
た
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
総
務
省
は
、
地
方
公
共
団

体
に
お
い
て
、
１
９
８
０
年
代
後
半
か
ら
「
国
際
交
流
」

と
「
国
際
協
力
」
を
柱
と
し
て
推
進
し
て
き
た
地
域
の
国

際
化
に
つ
い
て
、「
地
域
に
お
け
る
多
文
化
共
生
」
を
第

３
の
柱
と
し
て
、
一
層
推
進
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
と
の
認
識
の
下
、
２
０
０
６
年
に
地
方
公
共
団
体
に
お

け
る
多
文
化
共
生
の
推
進
に
係
る
指
針
・
計
画
の
作
成
に

資
す
る
た
め「
地
域
に
お
け
る
多
文
化
共
生
推
進
プ
ラ
ン
」

を
策
定
し
た
。

そ
の
後
、
外
国
人
住
民
の
増
加
や
多
国
籍
化
、
在
留
資

格
「
特
定
技
能
」
の
創
設
、
多
様
性
・
包
摂
性
の
あ
る
社

会
実
現
の
動
き
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
、
気
象
災
害
の
激

甚
化
な
ど
、
多
文
化
共
生
施
策
を
取
り
巻
く
社
会
経
済
情

勢
は
大
き
く
変
化
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
２
０
２
０
年
に

「
地
域
に
お
け
る
多
文
化
共
生
プ
ラ
ン
」
の
改
訂
を
行
っ

た
。
改
訂
し
た
プ
ラ
ン
に
お
い
て
は
、

①�

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
（
行
政
・
生
活
情
報
の
多

言
語
化
、
相
談
体
制
の
整
備
、
日
本
語
教
育
の
推
進
、

生
活
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
）、

②�

生
活
支
援
（
教
育
機
会
の
確
保
、
適
正
な
労
働
環
境
の

確
保
、
災
害
時
の
支
援
体
制
の
整
備
、
医
療
・
保
健
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
、
子
ど
も
・
子
育
て
お
よ
び
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
、
住
宅
確
保
の
た
め
の
支
援
、
感
染
症
流

行
時
に
お
け
る
対
応
）、

③�

意
識
啓
発
と
社
会
参
画
支
援
（
多
文
化
共
生
の
意
識
啓

発
・
醸
成
、
外
国
人
住
民
の
社
会
参
画
支
援
）、

④�

地
域
活
性
化
の
推
進
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
対
応
（
外

国
人
住
民
と
の
連
携
・
協
働
に
よ
る
地
域
活
性
化
の
推

進
・
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
対
応
、

留
学
生
の
地
域
に
お
け
る
就
職
促

進
）

に
つ
い
て
具
体
的
な
施
策
を
示
す

と
と
も
に
、
地
方
公
共
団
体
内
部
で

の
推
進
体
制
の
整
備
や
、
地
域
に
お

い
て
多
文
化
共
生
の
推
進
に
寄
与
す

る
組
織
等
と
の
連
携
・
協
働
な
ど
を

掲
げ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。ま
た
、

２
０
２
１
年
に
は
、
プ
ラ
ン
の
改
訂

を
受
け
て
、
そ
の
内
容
を
広
く
周
知

し
、
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
多
文

化
共
生
施
策
の
推
進
を
促
進
す
る
た

め
、
地
方
公
共
団
体
等
の
９７
の
優
良

事
例
を
紹
介
し
た
「
多
文
化
共
生
事

例
集
（
令
和
３
年
度
版
）」
の
策
定

を
行
っ
て
い
る
。（
図
１
）

こ
れ
ら
に
加
え
て
、総
務
省
で
は
、

多
文
化
共
生
の
取
り
組
み
に
関
す
る

先
進
的
な
知
見
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
す

る
地
方
公
共
団
体
の
担
当
部
署
、
ま

た
は
職
員
を
「
多
文
化
共
生
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
」（
２
０
２
４
年
４
月
１
日

現
在
の
登
録
数
は
８７
）
と
し
、
活
用

を
希
望
す
る
地
方
公
共
団
体
へ
の
情
報
提
供
等
を
実
施
し

て
い
る
。
ま
た
、
都
道
府
県
が
市
町
村
等
を
対
象
に
多
文

化
共
生
に
係
る
現
状
や
課
題
、
今
後
の
方
向
性
等
を
共
有

す
る
「
多
文
化
共
生
地
域
会
議
」
を
開
催
す
る
際
、
共
催

や
国
の
施
策
の
紹
介
等
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

２
０
２
３
年
４
月
時
点
に
お
い
て
、
多
文
化
共
生
の
推

地域における多文化共生施策の推進について

○ 外国人住民の増加･多国籍化、在留資格「特定技能」の創設、
多様性･包摂性のある社会実現の動き、デジタル化の進展、気象
災害の激甚化等の社会経済情勢の変化を踏まえて、令和２年
９月に改訂

○ 改訂したプランを踏まえ、また、新型コロナウイルス感染症の拡大による
外国人住民への影響等に対応している新たな取り組み事例を入れて、
令和３年８月に公表

（１）コミュニケーション支援
①行政・生活情報の多言語化、相談体制の整備
②日本語教育の推進
③生活オリエンテーションの実施

（２）生活支援
①教育機会の確保
②適正な労働環境の確保
③災害時の支援体制の整備
④医療・保険サービスの提供
⑤子ども・子育ておよび福祉サービスの提供
⑥住宅確保のための支援
⑦感染症流行時における対応

（３）意識啓発と社会参画支援
①多文化共生の意識啓発・醸成
②外国人住民の社会参画支援

（４）地域活性化の推進やグローバル化への対応
①外国人住民との連携・協働による地域活性化の
推進グローバル化への対応

②留学生の地域における就職支援

（１）地方公共団体の体制整備
（２）地域における各主体との連携・協働

地域における多文化共生推進プラン（令和２年度） 多文化共生事例集（令和３年度版）

（１）コミュニケーション支援(17)
①一元的相談窓口の開設・運営 等(9)
②日本語教室での日本人住民と外国人住民の
交流の場の創出 等(6)

③生活設計支援冊子の作成 等(2)

（２）生活支援(53)
①就学前教室 等(12)
②技能実習生の受け入れ環境の整備 等(9)
③災害時防災リーダーの養成 等(11)
④医療現場への「やさしい日本語」の導入と普及 等(5)
⑤外国人保護者とのコミュニケーション支援ツールの
作成 等(7)

⑥多言語対応が可能な不動産業者の紹介 等(3)
⑦動画を活用した情報発信 等(6)

（３）意識啓発と社会参画支援(12)
①外国人住民向けのガイドブックの作成と日本人向けの
ワークショップの開催 等(7)

②多文化共生キーパーソンを活用した地域づくり 等(5)

（４）地域活性化の推進やグローバル化への対応(9)
①観光分野における外国人住民の取り組み 等(4)
②大学とハローワークとの留学生就職支援協定の締結 等(5)

（５）多文化共生施策の推進体制の整備(6)
（１）多文化共生に係る連携体制の整備 等(3)
（２）広い主体と連携した指針・計画の策定 等(3)

[具体的な施策]

→ 引き続き、地域の実情を踏まえて多文化共生施策を推進するよう地方公共団体に依頼

[主な掲載事例] （ ）は事例の数

[多文化共生施策の推進体制の整備]

○総務省では、地方公共団体における多文化共生の推進に係る指針・計画の策定に資するため、「地域における多文化共生推進プラン」を策定し
ているほか、全国の多文化共生に係る取り組みの好事例を集めた「多文化共生事例集」を作成し、地域における多文化共生施策を促進。

具具体体的的なな事事例例

▲外国人相談窓口の様子

▲外国人防災リーダー養成研修の様子

▲アートプロジェクト（ワークショップ）の様子

▲外国人住民が運営する会社による
農業体験ツアーの様子

▲県と町が共催する「地域日本語教室」の様子

具具体体的的なな事事例例

具具体体的的なな事事例例

具具体体的的なな事事例例

具具体体的的なな事事例例

図 1
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進
に
係
る
指
針
・
計
画
を
策
定
し
て
い
る
団
体
は
９
５
８

団
体
（
約
５４
％
）、
策
定
し
て
い
な
い
団
体
は
８
３
０
団

体
（
約
４６
％
）
と
な
っ
て
い
る
。
指
針
等
の
策
定
団
体
の

詳
細
を
見
る
と
、
都
道
府
県
、
指
定
都
市
、
特
別
区
に
つ

い
て
は
、
全
て
の
団
体
で
策
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
全
国

的
に
は
、
単
独
で
の
指
針
等
の
策
定
が
約
９
％
、
国
際
化

施
策
一
般
に
関
す
る
指
針
等
に
お
け
る
位
置
付
け
が
約
５

％
で
あ
り
、総
合
計
画
に
お
け
る
位
置
づ
け
が
約
４０
％
と
、

策
定
団
体
の
う
ち
総
合
計
画
に
お
け
る
位
置
づ
け
が
約
７５

％
（
７
１
８
団
体
／
９
５
８
団
体
）
を
占
め
る
状
況
と
な

っ
て
い
る
。

災
害
時
の
外
国
人
支
援
に
つ
い
て

近
年
、
風
水
害
等
の
局
地
化
、
集
中
化
、
激
甚
化
や
、

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
な
ど
の
大
規
模
地
震
災
害
の
発

生
が
あ
る
中
で
、
平
時
か
ら
の
備
え
に
加
え
て
、
国
内
で

大
規
模
な
災
害
や
緊
急
事
態
等
が
発
生
し
た
場
合
、
外
国

人
に
対
す
る
き
め
細
か
い
避
難
支
援
等
を
行
う
こ
と
は
重

要
で
あ
る
。
他
方
で
、
災
害
発
生
時
に
は
、
被
災
外
国
人

の
抱
え
る
①
言
語
の
壁
②
背
景
知
識
の
不
足
（
余
震
等
の

概
念
や
避
難
の
必
要
性
の
理
解
等
）
③
食
生
活
・
習
慣
等

の
文
化
的
違
い
に
基
づ
く
多
様
な
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
が
課

題
と
な
る
。
こ
う
し
た
課
題
を
踏
ま
え
、
総
務
省
に
お
い

て
は
、
災
害
時
に
行
政
等
か
ら
提
供
さ
れ
る
災
害
や
生
活

支
援
等
に
関
す
る
情
報
を
整
理
し
、
避
難
所
等
に
い
る
外

国
人
被
災
者
の
ニ
ー
ズ
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う
「
災
害

時
外
国
人
支
援
情
報
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
の
養
成
研
修

を
実
施
し
て
い
る
。
２
０
２
４
年
4
月
１
日
時
点
で
、
１

５
６
名
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
登
録
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
育
成
に
つ
い
て
は
、
国
の
防
災
基
本
計
画
に
も
位
置
付

け
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
地
域
防
災
計
画
に
明
記
す
る
地
方

公
共
団
体
も
増
加
し
て
き
て
い
る
。

ま
た
、
多
言
語
翻
訳
サ
ー
ビ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
災
害

時
の
外
国
人
の
避
難
支
援
等
に
も
活
用
可
能
な
さ
ま
ざ
ま

な
ツ
ー
ル
が
国
や
関
係
機
関
等
か
ら
提
供
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
一
つ
が
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用
の
多
言
語
音
声
翻
訳

ア
プ
リ「
Ｖ
ｏ
ｉ
ｃ
ｅ
Ｔ
ｒ
ａ
（
ボ
イ
ス
ト
ラ
）」で
あ
る
。

総
務
省
は
、国
立
研
究
開
発
法
人
情
報
通
信
研
究
機
構（
Ｎ

Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
と
連
携
し
て
多
言
語
翻
訳
技
術
の
研
究
開
発
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
ボ
イ
ス
ト
ラ
は
、
英
語
、
中
国

語
、
韓
国
語
の
ほ
か
、
ベ
ト
ナ
ム
語
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
語
を

は
じ
め
と
す
る
訪
日
・
在
留
外
国
人
対
応
等
を
想
定
し
た

１８
言
語
に
つ
い
て
、
Ａ
Ｉ
技
術
の
活
用
に
よ
り
実
用
レ
ベ

ル
の
翻
訳
精
度
を
実
現
し
て
お
り
、
外
国
人
対
応
に
当
た

っ
て
課
題
と
な
る
言
葉
の
壁
の
解
消
に
つ
な
が
る
も
の
で

あ
る
（
図
2
）。
さ
ら
に
、
ボ
イ
ス
ト
ラ
を
利
用
し
た
民

間
の
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
も
、
既
に
３０
以
上
が
市

場
に
投
入
さ
れ
て
お
り
、
総
務
省
に
お
い
て
は
、
多
言
語

翻
訳
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
等
の
経
費
に
つ
い
て
地
方
交
付
税

措
置
を
講
じ
て
い
る
ほ
か
、
２
０
２
１
年
４
月
に
は
、
多

言
語
翻
訳
シ
ス
テ
ム
の
円
滑
な
導
入
に
向
け
た
手
順
や
留

意
点
を
掲
載
し
た
地
方
公
共
団
体
向
け
の
ガ
イ
ド
も
作
成

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
一
般
財
団
法
人
自
治
体
国
際
化
協
会
（
Ｃ
Ｌ
Ａ

Ｉ
Ｒ
）
に
お
い
て
、
災
害
時
外
国
人
支
援
に
関
す
る
基
礎

知
識
や
災
害
多
言
語
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
運
営
の
流
れ

な
ど
を
ま
と
め
た
「
防
災
・
減
災
の
た
め
の
多
言
語
支
援

の
手
引
き
２
０
２
３
」
の
ほ
か
、
多
言
語
指
さ
し
ボ
ー
ド

（
災
害
時
に
避
難
所
等
に
避
難
し
て
き
た
外
国
人
と
“
と

り
あ
え
ず
”
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
出
来
る
ツ
ー

ル
）、
災
害
時
多
言
語
表
示
シ
ー
ト
（
災
害
時
に
避
難
所

や
公
共
交
通
機
関
等
で
掲
示
す
る
情
報
掲
示
シ
ー
ト
）
と

い
っ
た
災
害
時
の
外
国
人
へ
の
情
報
提
供
、
災
害
対
応
に

役
立
つ
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
ツ
ー
ル
が
提
供
さ
れ
て
い
る
。

（
図
3
）

さ
ら
に
、
観
光
庁
に
よ
る
監
修
で
、
国
内
に
お
け
る
防

災
・
気
象
情
報
お
よ
び
国
民
保
護
情
報
な
ど
の
情
報
を
多

言
語
か
つ
プ
ッ
シ
ュ
型
で
通
知
で
き
る
災
害
時
情
報
提
供

ア
プ
リ
「
Ｓ
ａ
ｆ
ｅ
ｔ
ｙ　
ｔ
ｉ
ｐ
ｓ
」
が
提
供
さ
れ
て

お
り
、
訪
日
外
国
人
の
み
な
ら
ず
在
留
外
国
人
に
対
し
て

多⾔語翻訳技術の研究開発
Ø 総務省・NICTにおける多⾔語翻訳技術の研究開発により、訪⽇・在留外国⼈対応等を想定した18⾔語の逐次翻訳において、
実⽤レベルの翻訳精度（TOEIC900点相当）を実現。さらに、2024年度までに重点対応⾔語を21⾔語に拡⼤することを⽬指す。

Please tell me how to
get to the station.

⾳声⼊⼒ ネットワーク上のサーバへ
⼊⼒された⾳声を送信

⾳声出⼒
ネットワーク上のサーバから
翻訳された⾳声が戻ってくる

駅までの⾏き⽅を
教えてください。

多⾔語⾳声翻訳アプリ

サーバ内の処理

⾳声認識
⾳声を⽂字に変換

機械翻訳
⽇本語を英語に翻訳

駅までの⾏き⽅を教えて
ください。

Please tell me how to
get to the station.

⾳声合成
⽂字を⾳声に変換

⽇本語の
⾳声コーパス

⽇本語と英語の
対訳コーパス

英語の
⾳声コーパス

深
層
学
習

深
層
学
習

深
層
学
習

ボイストラ(VoiceTra)アプリ

対応⾔語(31⾔語)

重点対応⾔語（実⽤レベル）
訪⽇・在留外国⼈対応等を想定した18⾔語

⽇本語
英語

中国語
韓国語
タイ語

インドネシア語
ベトナム語
ミャンマー語
フランス語

スペイン語
ブラジルポルトガル語

フィリピン語
アラビア語
イタリア語
ドイツ語
ヒンディ語
ロシア語

ウクライナ語
クメール語 ネパール語 モンゴル語
（研究開発を通じて2024年度までに重点化）

ウルドゥ語 オランダ語 シンハラ語
デンマーク語 トルコ語 ハンガリー語

ポーランド語 ポルトガル語 マレー語 ラーオ語

図 2
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で
、
災
害
時
に
お
け
る
外
国
人
の
避
難
支

援
等
に
関
す
る
教
育
の
実
施
等
も
お
示
し

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
各
地
方
公
共

団
体
に
お
い
て
は
、
災
害
時
に
外
国
人
の

避
難
行
動
等
の
支
援
に
携
わ
る
消
防
防
災

主
管
部
局
と
多
文
化
共
生
主
管
部
局
の
積

極
的
な
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
上
記
の
災

害
時
に
も
活
用
可
能
な
外
国
人
支
援
ツ
ー

ル
の
周
知
や
、
使
用
上
の
留
意
点
等
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
る
た
め
の
教
育
の
実
施

に
努
め
て
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
あ
る
。

多
文
化
共
生
の
推
進
に
係
る 

地
方
財
政
措
置
に
つ
い
て

「
外
国
人
材
の
受
入
れ
・
共
生
の
た
め

の
総
合
的
対
応
策
」（
２
０
２
４
年
６
月

２１
日
関
係
閣
僚
会
議
決
定
）
な
ど
も
踏
ま

え
、
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
も
、
地
域

の
実
情
に
応
じ
た
多
文
化
共
生
の
推
進
に

係
る
取
り
組
み
を
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
総
務
省
に
お
い
て
は
所
要
の
地
方

財
政
措
置
を
講
じ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
ず
、
地
方
単
独
事
業
分
と
し
て
、
①

外
国
人
の
相
談
ニ
ー
ズ
に
適
切
に
対
応
す

る
た
め
の
通
訳
業
務
の
委
託
、
翻
訳
機
器
の
配
備
、
行
政
・

生
活
情
報
の
翻
訳
等
の
行
政
・
生
活
情
報
の
多
言
語
化
②

多
文
化
共
生
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
活
用
や
多
文
化
共
生
地
域

会
議
の
開
催
③
地
域
に
出
向
い
て
行
う
生
活
オ
リ
エ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
等
の
実
施
④
災
害
時
に
お
け
る
外
国
人
へ
の
情

報
伝
達
や
外
国
人
向
け
防
災
対
策
（
災
害
・
防
災
情
報
の

翻
訳
、
災
害
時
に
外
国
人
対
応
を
行
う
人
材
の
養
成
、
災

も
有
用
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

総
務
省
お
よ
び
消
防
庁
で
は
、「
災
害
発
生
時
に
お
け

る
外
国
人
の
避
難
支
援
等
に
つ
い
て
」（
令
和
６
年
７
月

１7
日
総
行
外
第
５
号
・
総
行
国
第
１
０
２
号
・
総
国
研
第

50
号
・
消
防
消
第
２
２
０
号
・
消
防
災
第
１
５
３
号
・
消

防
国
第
７５
号
・
消
防
運
第
５９
号
・
消
防
地
第
４
９
２
号
・

消
防
情
第
１
７
５
号
）
と
し
て
通
知
を
発
出
し
、
そ
の
中

害
多
言
語
支
援
セ
ン
タ
ー
等
の
設
置
・
運
営
な
ど
）
⑤
定

住
外
国
人
子
弟
等
に
対
す
る
就
学
支
援
策
（
就
学
状
況
、

通
学
等
の
状
況
の
調
査
、
就
学
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
実
施
、
就

学
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
・
配
布
な
ど
）
に
要
す
る
経
費

等
に
対
し
て
地
方
交
付
税
措
置
を
講
じ
て
い
る
。

ま
た
、
国
庫
補
助
事
業
分
と
し
て
、
外
国
人
受
入
環
境

整
備
交
付
金
（
法
務
省
所
管
）
を
活
用
し
て
行
う
一
元
的

相
談
窓
口
の
運
営
に
係
る
地
方
負
担
、
文
化
芸
術
振
興
費

補
助
金
（
地
域
日
本
語
教
育
の
総
合
的
な
体
制
づ
く
り
推

進
事
業
）（
文
部
科
学
省
所
管
）
を
活
用
し
て
行
う
外
国

人
材
の
受
入
れ
・
共
生
の
た
め
の
地
域
日
本
語
教
育
推
進

事
業
に
係
る
地
方
負
担
に
つ
い
て
も
地
方
交
付
税
措
置
を

講
じ
て
い
る
。

お
わ
り
に

今
後
、
在
留
外
国
人
数
は
一
層
増
加
す
る
と
と
も
に
、

滞
在
期
間
の
長
期
化
・
定
住
化
、
家
族
帯
同
の
増
加
等
も

見
込
ま
れ
る
中
、
生
活
者
と
し
て
の
外
国
人
を
受
け
入
れ

る
上
で
は
、
地
域
社
会
全
体
で
の
取
り
組
み
が
重
要
で
あ

る
。
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
は
、
改
訂
後
の
多
文
化
共

生
推
進
プ
ラ
ン
や
、
多
文
化
共
生
事
例
集
を
参
照
し
な
が

ら
、
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た
多
文
化
共
生
に
係
る
指
針

等
の
策
定
、
見
直
し
等
を
行
い
、
一
層
の
多
文
化
共
生
施

策
の
推
進
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
総
務
省

と
し
て
は
、
関
係
府
省
と
連
携
し
、
地
方
公
共
団
体
に
対

し
て
、
国
の
施
策
や
地
方
公
共
団
体
の
好
事
例
に
係
る
情

報
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
必
要
な
地
方
財
政
措
置
を
講

じ
る
等
の
取
り
組
み
を
通
じ
、
引
き
続
き
地
方
公
共
団
体

の
取
り
組
み
を
支
援
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

⽀援体制の整備

在住外国⼈向け防災⾏動計画
(マイ・タイムライン)検討ツール

災害時多⾔語⽀援のための
⼿引き及び⽂例集

１．平常時

３．災害多⾔語⽀援センターの閉鎖

災害時多⾔語表⽰
シート及び啓発動画

避難者登録カード＆⾷材の
絵⽂字(FOOD PICT)

多⾔語指さしボード

災害時外国⼈⽀援⽤
ピクトグラム

防災訓練・避難所運営準備

注意喚起・避難情報の発信

避難誘導・災害情報の発信

避難所の巡回

外国⼈のニーズ把握・対応

多⾔語での相談対応

災害多⾔語⽀援センター等の設置・運営

２．災害発⽣時
(災害発⽣直前→初動対応期→避難⽣活期→⽣活再建期)

⾃治体国際化協会 多⽂化共⽣課HP

災害に係る外国⼈⽀援ツール
－⾃治体国際化協会（CLAIR）が提供する各種ツール－

自治体国際化協会作成資料（タイトルのみ加工）
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